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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　高苗京鈴
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　真ま由ゆ、愛に目め覚ざめるのこと







　バーゲンセール。


　その言葉の持つ甘あまい響ひびきは古こ今こん東とう西ざい、女性たちを惹ひきつけて止やまぬものらしい。無む論ろんそれは、何も服やバッグやアクセサリーの類たぐいに限った話ではないわけで。


「ここのお店、ほんとうのほんとうに安いそうなんです」


　月つき村むら真ま由ゆがチラシを片手に、純じゆん度ど百パーセントの笑え顔がおで力りき説せつしてくる。


「楽しみだね」


　そして二にノの宮みや峻しゆん護ごは嫌いやな顔一つせず、もう何度目になるか知れない真由の強きよう調ちようへ同じ答えを返すのだった。


　近所の大おお手てスーパー・ダイハチにて日々決行される、赤あか字じ前ぜん提ていの夕方特とく売ばい。そのウワサをこの同どう居きよ人にんの少女はどこからか聞きつけてきたらしい。事じ実じつそのスーパーはちょっとした名めい物ぶつ店てんであり、峻護もその存そん在ざいは聞き知っていた。ただし興きよう味みを持ちつつもいまだ足を運んだことはなく、そこへきて真由からのお誘さそいが掛かかったというわけである。


「ほら見てください。特売以外の品も粒つぶぞろいですよ。大根一本二十円、もやし一ひと袋ふくろ五円……」


「イワシが一山百円、本マグロの赤あか身みが一冊さく二百円か。実に楽しみだ」


　二ノ宮家の家か事じを一手に担になっているおさんどん少年の峻護としては、この手のイベントは大いに心浮うき立つものである。それは家事全ぜん般ぱんに達たつ者しやな真由にとっても同じであるらしく、いつになくその表情は明るい。


「たくさんたくさん買って帰りましょうね、二ノ宮くん」


「そうだな。それで今日は腕うでによりをかけて料理を作ろう」


　微笑ほほえましいほど他た愛あいなく、屈くつ託たくなく笑いあう二人。


　だが彼らのその期き待たいは、彼らがまったく想そう像ぞうしていなかった形で裏うら切ぎられることになる。





　　　　＊





　一歩足を踏ふみ入れた時から異い様ようだった。


　スーパー・ダイハチの特売コーナー、その開始数分前。


「これは──一いつ体たい──」


　峻護は眼がん前ぜんに展開するその光こう景けいに、早くも己おのれの場ば違ちがいを自じ覚かくしていた。


　夕方のスーパー、となれば、その客の多くは家庭持ちのご婦ふ人じん方、ということになる。それはわかる。だがそれにしたってこの偏かたよりはどうであろう。


　見み渡わたせば、そこにたむろしているのは最低でも主しゆ婦ふ歴れき二十年は超こえているだろうと思おぼしきツワモノばかり。いずれも一ひと筋すじ縄なわではいきそうにない面つら構がまえの彼女たちには共通した特とく徴ちようがある。ひとつ、常じよう軌きを逸いつした厚あつ化げ粧しよう。ひとつ、無む闇やみに派は手でで安っぽいファッション。ひとつ、平へい均きん値ちを大きく上回る体たい脂し肪ぼう率りつ。ひとつ、天地に何も恐おそれるもののない不ふ遜そんな態たい度ど……。それらが渾こん然ぜん一体となってハーモニーを成し、三百六十度どこから見ても完かん膚ぷなきまでに鍛きたえぬかれた『おばちゃん』の実じつ像ぞうを構こう築ちくしている。もしもこの世に『世界中年婦人選せん手しゆ権けん』とでもいうものがあれば、ここにいる連中の中から上位ランカーがわんさか出るにちがいない。


「月村さん、これはまずい。引き返した方がいいんじゃ……」


　たむろする主婦たちを横目に峻護はささやいた。場の空気の緊きん迫ぱくの度ど合あいはまさしく肌はだを針はりで刺さすがごとく。そこに澱よどむ殺さつ気きは武ぶ道どうに心こころ得えのある峻護をして怯ひるませるに十分。この空間にふさわしいのは血と硝しよう煙えんの臭においであり、つまるところここは戦場なのだ。戦場にいるべきは兵士であり、峻護や真由のような一いつ般ぱん市民に出る幕まくはない。


「でも二ノ宮くん──」


　見上げてくる真由の瞳ひとみには未み練れんの色がありありと浮かんでいる。


「ここまできて特売品を何も買わずに帰るなんて、あんまりです。わたし行きます」


　果か敢かんにもオバサマ方が群むれるエリアに足を踏み入れた。途と端たん、剣けん呑のんな視し線せんが真由に集中する。それを見て峻護は戦争映画の一場面を想そう起きした。士官学校出たての新しん米まい少しよう尉いと、最前線に闖ちん入にゆうしてきた若わか造ぞうを権けん高だかに見下ろし、値ね踏ぶみする古こ参さん兵へいたち──


「──っ」


　刃は物もののような視線の圧あつ力りよくに真由が足を止めた時。


　するどい声が店内を走った。


「クイーンだ！」「クイーンが来たぞ！」


　声と共にざわり、と場の空気が乱みだれ、客の目が店の入り口へと集中する。


「クイーン……？」


　首をかしげる峻護の前で人ひと垣がきが割れ、その人物が姿すがたを現あらわした。


　ひとりのご婦人である。


　アフロじみたパーマ。顔がん面めんにはフライにされる直ちよく前ぜんのエビみたいに白粉おしろいが塗ぬられ、口くち紅べにを厚あつくさした口こう唇しん部ぶは生き血を吸すったがごとく不吉に赤い。その見み事ごとな恰かつ幅ぷくから連れん想そうされるものは力りき士し以外になく、持っているバッグにエンブレムされたロゴはCHANELならぬCHANNELである。居い並ならぶ精せい鋭えい婦人軍と比くらべても頭ひとつ飛びぬけた『おばちゃん』っぷりだった。


「クイーン……と呼ばれてるのかあの人。何者だろう……？」


「知らないのあなた？」


　疑ぎ問もんを口にした峻護に、傍そばにいたご婦人が話し掛かけてきた。まだ比ひ較かく的てき若く、激げき戦せん予定区を遠とお巻まきに窺うかがっていた女性グループのひとりである。


「そんなことも知らずにここの特売に挑ちよう戦せんしようなんて……」呆あきれとも憐あわれみともつかぬ顔で説明してくれた。


　聞けばクイーンと呼ばれるあの女性、このあたりでは最強を謳うたわれる特売マスターであるらしい。彼女が現れた戦せん場じようでは必ず彼女が一いち番ばん槍やりをつけ、筆ひつ頭とうの戦果を上げるそうだ。本名は誰だれも知らず、その実力に畏い敬けいを込め、ただクイーンとのみ呼こ称しようされるのだという。


「悪いことは言わないわ、あなたたち今日は引き返しなさい。ただでさえ激戦区なのに、クイーンまで出てきては……」


　そこまで言いさして、親しん切せつなご婦人はすっと後ろに引いた。


　気け配はいを感じ、峻護はそちらを振ふり向く。


　すぐそこに屹きつ立りつしていたのは噂うわさのクイーンであった。こっちを向いて──いや、彼女が視線を向けているのは隣となりにいる真由か。


「へえ……」


　呟つぶやいて、クイーンは分ぶ厚あつい皮ひ下か脂し肪ぼうを揺ゆらしつつ悠ゆう然ぜんと近づいてくる。


　二人の前にその巨きよ体たいが立つ。身長は峻護が上。だが貫かん禄ろくが違う。その威い圧あつに峻護は思わず半歩引いた。威圧を受けているのは相あい方かたも同じらしく、真由からも並なみ々なみならぬ緊きん張ちようが伝わってくる。


「ここは──」


　素人しろうと二人をじろりと睨ねめつけ、鼻で笑いつつ。


　クイーンは心しん底そこあきれた声で言った。


「ここはいつから保ほ育いく所じよになったんだい？」


　そのセリフに、たむろしているオバサマ方がどっと沸わいた。


　そして同時に──そのひとことで、普ふ段だんは大人しい少女の内に隠かくれている熱ねつ血けつ魂だましいに火がついてしまったらしい。


　鼻を鳴ならし、背を向けようとするクイーンへ、


「ちょっと待ってください。今の言葉、聞き捨てなりません」


「なんだい小こ娘むすめ」


「あなたはつまり、わたしじゃこの特売で勝利を収おさめられないと、そういう意味のことを言いたいのでしょうか」


「へえ。おこちゃまでも日本語を理り解かいできる程てい度どの頭はあったみたいだね。そう、その通りさ。ここはね、あんたみたいなケツの青いガキが来るところじゃないんだよ。とっとと失うせな」


「言いましたね。あなたがどれほどの人か知りませんが、わたしだって自信あります。あなたなんかよりぜったいたくさん、特売で成せい果かを得てみせます」


「──ふうん、半人前が大きく出たじゃないか。いいさ、やってみな。もし特売品をひとつでも買えたんなら前ぜん言げんは撤てつ回かいしてやるよ。命の保ほ証しようはできないがね」


　再び鼻で笑い、予定戦場へ戻もどっていくクイーン。


　特売を諦あきらめて帰るべきところが、どうやらまるで正反対の展開になってしまったようだ。


「月村さん大だい丈じよう夫ぶか？　あんなこと言って。変にこだわらず今日のところは──」


　なおも諫いさめる峻護だが、


「見てなさいよ……目めに物もの見せてあげるんだから」


　残ざん念ねんながら真由の耳には入ってないようである。


　重かさねて説せつ得とくしようとするところ、戦場にこれまでで最大の緊張が走った。見れば、エプロンにネクタイ姿の店員が店の奥おくからメガホン片手に歩いてくる。どうやら彼がこの特売バトルの担当者ジヤツジであるらしい。


　店員は硬かたい面おも持もちで予定戦場に立つと、己おのれの腕うで時ど計けいに視線を落とした。その表情にある緊きん迫ぱく感かんは客のそれに劣おとらない。彼にとってもここは命がけの職しよく場ばなのだろう。店内に静せい寂じやくが舞まい降おりる。隣の真由が、最前列にいるクイーンをぐっとにらみつけた。それに気づいたクイーンは不ふ敵てきに笑い、中指をおっ立てることでその返へん答とうとする。


　店員がごくりと生なま唾つばを飲み込み、メガホンを掲かかげた。同時、特売品の牛カルビを満まん載さいしたワゴンが裏手から姿を現し、そして──





　　　　＊





「く、悔くやしいです……っ！」


　拳こぶしをテーブルに叩たたきつけ、もう何度目になるかわからない叫さけびを真由はあげた。


「月村さん、まずは落ち着いて……」


「これが落ち着いていられますかっ！」


　くちびるをわななかせ、なおも声を張はり上げる真由。スーパー・ダイハチでの大だい敗はい北ぼくがもたらした怒いかりは、二ノ宮家に戻ってきてからもまるで収まる気け配はいがなかった。


　そう、大敗北である。峻護はつぶさに戦せん況きようを検けん分ぶんしていたが、とてもではないが真由の出る幕まくはなかった。蹴け散ちらされ、踏ふみにじられ、跳はね飛ばされ──散さん々ざんな目にあって帰き還かんを果はたした次し第だいである。特売品を購こう入にゆうするどころの話ではない。


「悔しい、です……」


　なおも歯は嚙がみする真由。だが正直なところ、救きゆう急きゆう車しやに乗ることもなく五体満まん足ぞくで故郷ホームに戻れただけでもよしとすべきではないか、と思う。なにしろ相手が相手だ。特にクイーンの奮ふん戦せんぶりはうわさにたがわず、峻護は思わず背すじに震ふるえが走るのを覚えたほどである。一いつ騎き当とう千せんとはまさにあのような人物を指さすのだろう。人間戦車と化かして並なみ居いる強きよう敵てきを蹴散らしていく様さまは圧あつ巻かんのひとことであり、ぶん取った戦せん利り品ひんを腕いっぱいに抱かかえて悠ゆう々ゆうと帰き宅たくする姿は英えい雄ゆうのそれであった。


　が、真由にとってはそんなことは眼中になく、とにかく悔しさの感情が先に立つらしい。


「二ノ宮くん！」


「な、なに？」


「明日！　明日も行きましょう！　明日の特売こそはクイーンをぎゃふんと言わせてやるんです！」


「いや、もう君もわかっただろ？　あの人たちに対たい抗こうするのは並なみ大たい抵ていのことでは──」


「だいじょうぶです。今度はちゃんと策さくを練ねっていきますから。だいじょうぶです」


　と、真由は聞く耳持たない。明らかに分ぶの悪い相手だったが、強大な敵を相手に回したことが却かえって彼女の闘とう争そう心しんを刺し激げきしたようである。帰り際ぎわのクイーンに勝ち誇ほこった笑えみを向けられたことも、真由がここまで固こ執しつする一いち因いんとなっているのだろう。


「さあ、そうと決まればさっそく明日の準じゆん備びをしないと……」


　すっかり真由はその気である。諦めるつもりなど毛もう頭とうない様子だ。


　どうやら長なが丁ちよう場ばになりそうだ──前ぜん途との多た難なんを想そう像ぞうし、覚かく悟ごのため息をつく峻護だった。





　　　　＊





「──ふん。懲こりずにまた来たのかい、小娘」


　翌よく日じつ。スーパー・ダイハチの予定戦場──特売コーナー。


　入店した峻護と真由の前に立ちはだかったクイーンが、小こ憎にくらしげに鼻を鳴らした。


「どうやらほんとうに痛い目を見ないとわからないらしいね。昨日の特売なんてほんの前ぜん哨しよう戦せん。今日から始まる超ちようスペシャルグレートサンダー特売期間は、あんなレクリエーションとは訳わけが違ちがうよ。それに加わろうってんだ、三さん途ずの川を渡わたる旅たび支じ度たくはできてるんだろうねえ？」


　言い放はなち、ぎろりと睨にらんでくる。その眼がん光こうは海かい兵へい隊たいの鬼おに教きよう官かんもかくやという迫はく力りよくだが、真由は一歩も引こうとしない。


「そんな旅支度必要ありません。わたしに必要なのは、戦利品を持ち帰るための買かい物もの袋ぶくろだけです」


「──よく言った。褒ほう美びにあんたの相手はあたしが直じき々じきにしてやろうじゃないか」


　不ふ敵てきに笑い踵きびすを返すクイーン。前後して特売担たん当とうの店員が姿を現あらわした。


　戦いくさが始まろうとしている。ここは間もなく焦しよう土どと化すだろう。


「月村さん、君の言う『策』というのは……」


　ここまでずっと気になっていたことを峻護は口にした。彼女が持じ参さんしてきたものに目をやる。真由は、剣けん道どうの竹刀しないでも入れておけるほどの細長い袋を携けい帯たいしていた。


「見ててください二ノ宮くん。これを使えば一いち網もう打だ尽じんですから」


　袋から中身を取り出しつつ、自信満々の笑みを返してきた。


　峻護が見守る中、するすると袋から出て来たのは──どうやら釣つり竿ざおの一いつ種しゆであるらしい。ルアーフィッシングに使うタイプのものらしく、手もとに糸を巻いたリールが付ふ属ぞくしている。


「それを使って特売品を引っかけようと……？　でもできるのか、そんなこと」


「まあ見ててください。一本釣づりのお手て本ほんをお見せします」


　その時、会場に緊張が漲みなぎった。目をやれば、腕時計の針はりを見ていた店員がメガホンを掲かかげ持っている。それにつれて生死を賭かけあう人間同士が放つ火ひ花ばな──殺さつ気きが、解とき放はなたれる直前の野や獣じゆうのごとく剣けん呑のんな気配を放ち、


「ご来店の皆みな様さま、大変お待たせいたしました！　本日の目め玉だま商品はこちら、特とく選せん黒くろ豚ぶたロースのスライスがグラムあたり五十円、五十円でのご提てい供きようです！　ふるってお買い求めください！」


　店員の絶ぜつ叫きようと特売ワゴンの登場と共に、一気に弾はじけた。たちまちワゴンに群むらがる特売戦士たち。繰くり広げられる阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ず。引きちぎられた服が宙ちゆうを舞まい、骨と肉があげる軋きしみが店内にこだまする。


　その中で──月村真由は、静かに釣り竿を構かまえていた。腰こしをやや落とし、まぶたを半はん眼がんにすがめ、呼吸を整ととのえ、戦せん況きようを読むことに一いつ心しん集しゆう中ちゆうしている。その姿は居い合あいの一いち撃げきにすべてを賭ける剣士を連れん想そうさせた。


「──いきます」


　言って、真由は動いた。軽く踏ふみ込み、やはり軽く腕を振ふって、竿で宙ちゆう空くうに弧こを描えがく。それはまるでフェンシングの打だ突とつのような、流りゆう麗れいな動どう作さでのキャスティングだった。いったいどこで覚えたのか──峻護が思わず見み入いったほどの、堂どうに入った技ぎ術じゆつだった。


　獲え物ものを仕し留とめるべく研とぎ澄すまされた針が、もみ合う戦士たちの合あい間まを測はかったように縫ぬい、寸分たがわず特売ワゴンのど真ん中に侵しん入にゆうしていく。


　だが。


「甘あまいね」


　投げ込まれた針よりもなお早く動いた影かげがあった。その影は体重も身み幅はばも感じさせない挙きよ動どうで戦場を渡り、空を飛ぶ針をあっさりと、宙に浮うく綿わた毛げでもつまむような気軽さで摑つかみ取ったのである。


「この程てい度どとは──失望させてくれるじゃないか」


　クイーンだった。


　釣り糸から針を引きちぎり、紙のようにくしゃくしゃと丸めてポイと捨て、


「やっぱり小こ娘むすめは小娘だったね」


　あとは敗はい者しやを一いつ顧こだにせず、戦場へと戻もどっていく。


　手て札ふだを封ふうじられた真由は、ただ呆ぼう然ぜんと、ピラニアたちに食い尽つくされていく特売ワゴンを為なすすべなく見守り──


「──諦あきらめません！」


　それでもなお己おのれを奮ふるい立たせると、峻護の制せい止しも聞かず、勝ち目のない死し闘とうへと身を投じていった……。
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「悔くやしい悔しい悔しい悔しいぃぃぃぃぃっ！」


　予想通り得るところなく敗残し、地じ団だん太だを踏ふむ真由である。


「明日！　明日です！　明日も行きましょう！」


　キッと峻護を見み据すえ、拳こぶしを震ふるわせる。その瞳ひとみは赤く腫はれ、ほとんど落らく涙るいせんばかりであった。


「月村さん、そこまで特売にこだわる必要ないじゃないか。少しくらい高くたって特売以外の商品を買うとか、別の店で買うとか……」


「こうなったらもう手しゆ段だんなんて選んでられません！　ああいう人外なヒトにあんな方法は手ぬるかったんです！」


　峻護の忠ちゆう告こくをまるで聞いていない。どころか、彼女の論ろん理りは過か激げきな方向に傾けい倒とうする一方のようだ。ままあることだがこの少女、物もの事ごとに夢む中ちゆうになるとすっかり視し野や狭きよう窄さくになってしまう傾けい向こうがある。時おり顔を出す、彼女の悪い癖くせである。


「しかし月村さん、手段を選ばないって言うけど……具ぐ体たい的てきに何をするつもり？」


　こうなれば是ぜ非ひもない。峻護としてはできるだけ穏おん便びんな手段で妥だ協きようしてもらえるよう説せつ得とく・誘ゆう導どうしていくしかない。


「そう、そうですね……」腕うでを組んで考える真由。「そう、たとえばこんなのはどうでしょう。スイッチを入れると電気がバチバチするやつとか、持っていくといいんじゃないでしょうか」


「スタンガンのこと？　それはちょっとやりすぎじゃ……」


「いいえ、二ノ宮くんは甘いです。あそこは法も常じよう識しきも通つう用ようしないところなんです。確かにわたし、牛モモ肉のブロックで後こう頭とう部ぶを一いち撃げきされた記き憶おくがあります。あそこでは鈍どん器きの使用も平へい然ぜんと行われているんです。仁じん義ぎなんてないんです。非ひ情じようにならなければ勝てないんです」


「いやしかし……それにしたって……」


「……わかりました。スタンガンはやめます。じゃあこんなのはどうです？　嗅かぐと涙なみだとか鼻水とかを出させるガス的なものを撒まくという手は」


「催さい涙るい弾だんはテロ騒さわぎになる。お勧すすめはできない」


「むう……二ノ宮くんの基き準じゆんは厳きびしいですね。わたしも妥協しますから、二ノ宮くんもどこかで折おれてくれませんか？」


「そうだな──じゃあ、最初から店員に手を回しておくのはどうだろう。特売品を取り置きしてもらって、あとでそれを買うとか」


「あの戦場で勝たなきゃ意味がありません」


　……と、こんな調子である。議ぎ論ろんは平行線を辿たどり、着地点を見み出いだすためには百ひやく論ろんを尽つくさねばならなかった。


「──二ノ宮くんのお話はわかりました。とにかくスタンガンも催涙弾も使わない、それならいいんですよね？」


　というあたりに結けつ論ろんは落ち着き──


　後日、ふたたびスーパー・ダイハチの特売コーナーである。
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「あきれたね。あんたには学習能力ってもんがないのかい？」


　というクイーンのセリフは、峻護の耳にこの上ない正せい論ろんとして聞こえた。まったくもってお説せつごもっとも。だが、真由には何か期するところがあるらしい。


「そんな口を利きけるのも今のうちです。あなたの天下も今日までですよクイーン」


「ふん……」クイーンは真由をじろりと一いち瞥べつすると、例によって小こ憎にくらしく鼻を鳴らした。「好きなようにやってみるがいいさ。戦場に赴おもむくのも自由、そこでくたばるのも自由。運良くまだ病院送りにはなってないみたいだけど……まあ、あんたの幸運も今日までさね」


　背せ中なか越ごしにひらひらと手を振ふり、鉄てつ火か場ばへ赴くクイーン。


「でも月村さん、大だい丈じよう夫ぶなのか？」


「まかせてください。策は練ってきました」


　自信満々である。


　そうしている間にも時じ刻こくは迫せまってきていた。もうおなじみになったエプロンネクタイの店員が現れ、伝でん令れい兵へいが進軍ラッパを掲かかげるようにメガホンを持ち上げる。


「ご来店の皆みな様さま、大変お待たせいたしました！　当店名物の大特売、本日は銘めい柄がらハーブ鶏どりの粗あら引びきミンチがなんと、なんとグラムあたり五円、五円での販売です！　倒とう産さん覚かく悟ごの大だい廉れん売ばい、この機き会かいをどうぞお見み逃のがしなく！」


　血で血を洗う死戦が始まった。何度見てもすさまじい光景である。大気は絶ぜつ叫きようのみに支し配はいされ、命のやり取りが半なかば公こう然ぜんと行われているのだ。志こころざし半なかばに倒たおれた戦士たちが次々と地に伏ふせ、店側の用意した衛えい生せい兵へいが目まぐるしく負傷者を搬はん出しゆつしていく。


　その中で月村真由は。


「さあ、今日こそは……！」


　深しん呼こ吸きゆうひとつ、機きを見て疾しつ駆くを開始した。あたかも狩猟ハントする夜の獣けもののごとく。彼女が真まっ直すぐに目指すのは、今日も獅し子し奮ふん迅じんの働きを見せるクイーンの元。そして疾駆しつつ懐ふところから取り出したものは──


　それを見て思わず峻護はずっこけた。それは警けい棒ぼう大だいのスティックに高こう電でん圧あつ発生装そう置ちを内ない蔵ぞうした──いわゆるスタンガンだったのである。


「ちょ、月村さん！　スタンガンは使わないって話だったんじゃ……っ？」


「はい、スタンガンは使ってません！　これの名前はスタンバトンだそうです！　カタログにそう書いてありました！　これだったらセーフですよねっ？」


　再びずっこける峻護。まさかそんな幼よう稚ちな言葉遊びで切り抜ぬけてくるとは。


　だがもはや止める術すべはない。真由は既すでに凶きよう器きのスイッチを入れ、その先せん端たんからは不吉な青白い火花が飛び散り、一いつ直ちよく線せんに向かう先にはクイーンの姿が。


「…………！」


　まるで初めから予定されていたことのように。


　それは王者の分ぶ厚あつい腹ふく部ぶに、深々と吸すい込まれた。


　真由の用いたアイテムがどれほどの性せい能のうか定かでないが、それが発する火花のスパークっぷりが尋じん常じようでなかったことは素人しろうとの峻護にもわかる。あれを食らえば良くて病びよう棟とう暮らし、悪ければ心しん臓ぞう麻ま痺ひで即そく死し──


　のはずが。


「あんた……特売に来たんじゃなくて、あたしを笑わせに来たのかい？」


　戦場の鬼おには表情を微み塵じんも変えず、平へい然ぜんと刺し客かくを見下ろしていた。


　愕がく然ぜんと凍こおりつく真由に、クイーンは自らの着ちやく衣いをはだけてみせる。そこに現れたのは身体に幾いく重えにも巻かれたゴムシートだった。これだけ念ねん入いりに絶ぜつ縁えんされてはスタンガンなど百円ライターほどの意味も成さない。


「そんな初しよ歩ほ的な手に対応できていないとでも思ったのかねえ？　ここは子供の遊び場じゃないんだ。そんなに特売品が欲ほしいならあとであたしが恵めぐんでやる、目め障ざわりだからとっとと失うせな」


　言い放つや真由の襟えり首くびをひっ摑つかみ、子こ猫ねこでも扱あつかうようにひょいと放ほうり投げた。


「……あんた、その根こん性じようだけは認みとめてやるよ。でもねえ、足りないんだ。それじゃあ足りないんだよ。そんなんじゃ、一生かかってもここを攻こう略りやくできやしないさ」


　憐あわれみのこもった目で真由を見下ろし、また己おのれの居い場ば所しよに戻もどっていく。


　戦場からつまみ出され、しりもちをついたまま呆ぼう然ぜんとなる真由。会かい心しんの一いち撃げきがあっさり一いつ蹴しゆうされて放ほう心しんの態てい、やがて顔を俯うつむかせてわなわなと震ふるえだし、そして──
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「～～～～～～～～っ！　～～～～～～～～っ！」


　手ぶらのまま二ノ宮家に帰き還かんし、いまだ憤ふん懣まんやるかたない真由である。悔くやしさのあまりもはや声もなく、ただひたすら地じ団だん太だを踏ふむばかりだった。


　それもやがて収おさまったと見え、今度は深しん刻こくな表情で呟つぶやきを漏もらし始める。


「どうすれば──どうすれば勝てるんでしょう？　あのモンスターに、どんな手段で挑いどめば……？」


「いや、というか月村さん。手段と目的が混こん同どうされてないか？　クイーンさえ相手にしなければ、もうすこし楽に特売を攻こう略りやくできるだろう……？」


　峻護のもっともな提てい言げんも、今の真由には届とどかないらしかった。


「やっぱりだめです、あんな手ぬるいやり方では。ここはもっと、必殺の覚かく悟ごで立ち向かわないと」


　まあ、真由の言い分もまったくわからないではない。クイーンはもちろんのこと、あの戦場を縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ回る女性たちのスペックの高さは半はん端ぱではない。彼女たちに正面切って立ち向かうには相そう応おうの何かが必要になってくる。


「そうですね、たとえばこんなのはどうでしょう。店のスプリンクラーを壊こわして水を撒まいて、その上で剝むき出しにした電気コードを押おし付けるんです。これだけやればあのひとだっていちころでしょう」


「それ、スタンガンより凶きよう悪あくじゃないか。いけないよ」


「そうだ、名めい案あんを思いつきました。通つう気きダクトを使って上からガスを流すんです。これだったら、空気より重いガスでもターゲットに効こう果かがあります」


「そろそろそっちの方向から離はなれてくれないか？」


「催さい涙るいスプレーを吹ふき付けるとか」


「催涙からも離れてほしいんだけど」


「むう。でも武器の携けい帯たいは大前ぜん提ていですよね？」


　首を振る峻護。真由は不満そうな顔である。


　どうにも主しゆ張ちようが過か激げきすぎていけない。峻護としてはその方向を修しゆう正せいする必要があった。


「月村さん、きっと今のままじゃダメだと思うんだ」


「今のままじゃだめ……？」


「そう、これまでゴリ押しで行ってもあしらわれるだけだったんだ。もっと根本的な部分を変えていかないとクイーンには通じないだろう」


　知ち恵えを巡めぐらし、説得材料を探す。


「そう、そうだ。クイーンが言ってたじゃないか。君には何か足りないものがあるって。それを補おぎなわない限り、君に勝ち目はないんじゃないか」


「わたしに足りないもの……？」


　口元に手を当てて首をかしげる真由。どうやら関かん心しんを持ったようである。


「でも、わたしに足りないものって、何なんでしょう？」


「そうだな……足りないものを探すより、クイーンと君との違ちがいを見つけたほうが早いかもしれないな」


「わたしとクイーンの違い……つまり、クイーンにあってわたしにないもの……？」


「そう、今の君にはないものがきっとあるはず。とにかく、それが何かわかるまでは特売に行くのは封ふう印いんしよう」
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　こうしてバトルは第二段だん階かいに移うつった。真由は沸ふつ騰とうした脳のう内ないを多少なりとも冷やし、その代わりに知恵熱を発する日々が始まったのである。クイーンにあって真由にないものとは何か？　寝しん食しよくを忘れ、真由はその謎なぞに挑いどんだ。あるときは座ざ禅ぜんを組み、あるときは滝たきに打たれ、彼女はいまだ知りえぬ何かを得ようと四し苦く八はつ苦くした。峻護はそれを陰いんに陽ように見守り、苦く楽らくを共にした。


　そして超ちようスペシャルグレートサンダー特売期間最終日。


　即そく身しん成じよう仏ぶつの修しゆ行ぎようを終えた真由はついに、これまでとは一味違う、ひどく清せい澄ちような笑え顔がおで宣せん言げんしたのである。


「悟さとりました二ノ宮くん。行きましょう特売へ。あの約束の地へ」
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　名物スーパー・ダイハチが主しゆ催さいする超スペシャルグレートサンダー特売、その最終日。


　かつてない人ひと出でと、目眩めまいがするほどキナ臭くさい空気が充じゆう満まんするレッドゾーンに、クイーンはその巨きよ体たいを高々と際きわ立だたせていた。


「ふん。ようやく身の程ほどを知ったかと思ったら……懲こりもせずにまた敗北の味を舐なめに来たのかい？」


　いつものごとく挑ちよう発はつ的てきな言葉を吐はくクイーン。だが今日の真由はそれに乗ることなく、あくまで落ち着いた調子で、


「ええ、来ました。わたし悟ったんです。どうしてこれまであなたに勝てなかったのか。あなたにあってわたしにないものは何なのか」
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　高くもなく大きくもなく、静かで、それでいて自信にあふれた声。たしかにそれは彼女の言葉通り、何かを悟り、何かを摑んだ者のみが発することのできる声であるように峻護には思えた。


　クイーンも、これまでの真由との違いに気づいたのだろう。


「──わかった、聞こうじゃないか。あんたが悟ったというものを。あんたが出した答えとやらを」


　わずかに居い住ずまいを正し、『小こ娘むすめ』をじっと見つめる。峻護は軽い胸の高鳴りを覚えていた。彼の見立てによれば、真由とクイーンとの差はすなわち圧あつ倒とう的てきな実力の差、それ以外にない。にもかかわらず真由が峻護とは別の答えを出したのであれば──それはひどく興きよう味みをそそられる回答といえた。


　修行の果てに彼女は何を見、何を得たというのだろう……？


「さあ、答えな小娘」


「わたしに足りなかったもの。それは──」


　思わず身を乗り出す峻護。クイーンですら心なしか緊きん張ちようの面おも持もちだ。


　真由は握にぎり締しめた拳こぶしを胸に、カッと目を見開いて。


　周囲も憚はばからず、高らかに叫さけび上げた。


「わたしに足りなかったもの──それは、『愛』です！」


　思わず峻護はずっこけた。


「ちょ、ちょっと待ってくれ月村さん、そんな、愛って──」


　だが。


「ふ……ようやく気づいたようだねえ」


　クイーンは肩かたをすくめ、居い残のこり勉強の末すえやっとこさ問題を解といた生徒に掛かけるような声を出したのである。


「あんたには確かに根こん性じようがあった。でもそれだけじゃァだめだ。その根性を何倍、何十倍にも強くする起き爆ばく剤ざい──愛がなければね」


「ここの特売で死し力りよくを尽つくしている人たちはみんな、夫も子供もいる人たちばかり。彼女たちはなぜ死を賭として特売に挑いどむのか？　それは、愛する家族に少しでも安くて美お味いしいものを食べさせてあげたいという気持ちがあるから。根性×愛情＝勝利。あなたが伝えたかったのは、このことだったんですね」


　峻護をおいてけぼりにして心を通わせ合う二人。


「そ、そうかなあ？　愛かなあ？　なんか違うような気がするけどなあ……」


「いいえ、そんなことはありません！　愛がすべてなんです！　愛さえあれば最後は必ず勝ちます！　だから二ノ宮くん、」


　ぐいっと峻護に顔を近づけて、真由は熱く熱く宣せん言げんした。


「今日の特売では二ノ宮くんに、安くて美味しいものを食べさせてあげますね！　わたしの愛で！」


　何なに気げに爆ばく弾だん発言の真由である。忘れてはならない、月村真由はあらゆる男性を視線ひとつで籠ろう絡らくできる夜の種族、淫いん魔ま・サキュバスなのである。そんな彼女に曲がりなりにも愛の告白じみたことをされればどうなるか。


　不ふ意い打うちに、たちまち峻護の頭が沸ふつ騰とうした。


「そそそ、そんなこといきなり言われても、心の準じゆん備びができていないというか困るというかもっと時と場所を選えらんで欲しいというかっ……！」


　しかし真由はそんな彼のあたふたなど眼中になく、というより自分の言っている意味さえ理り解かいしてない様子でクイーンに向き直り、


「さあ、勝負です。今日こそはあなたの壁かべを越こえて見せます。わたしの愛で！」


「ふん、いい面つら構がまえになったじゃないか。よし、あんたの愛、あたしが確かめてやる。かかって来な！」


　恥はずかしげもなくその単たん語ごを連れん発ぱつする二人に呼こ応おうするがごとく、エプロンネクタイの店員が裏うら手てから登場した。


「ご来店の皆みな様さまお待たせいたしました！　スーパー・ダイハチ名めい物ぶつの超スペシャルグレートサンダー特売最終日、本日の目玉商品はこちら、天てん然ねん真ま鯛だいの尾お頭かしら付つきがなんと無む料りよう、無料でのご提てい供きよう！　今世紀最後の大おお盤ばん振ぶる舞まい、常じよう識しき無む視しのこの暴ぼう挙きよ！　どうか、お客さまご自身が歴史の生き証しよう人にんとなってくださいませ！」


　メガホンからヤケクソ気ぎ味みに絞しぼり出された宣言が、会場を瞬またたく間に沸騰させる。


「始まった……！　いきますよ、クイーン！」


「来な、小娘！」


「うおぉぉぉぉぉぉぉっ！　あいじょおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」


「ふん、蚊かに刺さされたほどにも効ききゃしないね！　あんたの愛ってのはその程度かいっ？」


「まだまだぁぁぁぁぁっ！　こんじょおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」


　ひたすら雄おたけびを上げ、何度もクイーンにタックルを仕掛ける真由。とはいえどれだけ目をこすってみても、峻護には単なる特とつ攻こうにしか見えない……のだが。


　何と、次し第だいにクイーンが押おされ始めたではないか。


「まごころおぉぉぉぉぉぉっ！」


「ぬうぅっ？」


「おもいやりぃぃぃぃぃぃっ！」


「うおおおっ？」


　そして──ついに、ついに。


　ずっしり根を張はった大木のごとく揺ゆるがなかったクイーンが、真由の渾こん身しんのタックルによってなぎ倒たおされたのである。


「やった、やりました……！」


　この隙すきを逃のがすはずもない。そしてクイーンの壁を乗り越えた真由にとって、残りは雑ざ魚こも同然。すかさず最激戦区である特売ワゴンの中心部に躍おどり込み、そして──
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　……戦いが終わった後の戦場にはいつも、虚きよ脱だつと隣となり合わせの清すが々すがしさと、爽そう快かいさを伴ともなう寂せき寥りよう感かんとが、手を取り合って漂ただようものだ。それがどんなに凄せい惨さんな戦場であっても、あるいは──愛が満開に花開いたそれであっても。


「ふん、いつかはこの時が来ると思っていたけど……それがこんなに早くやってくるとはねえ」


　超ちようスペシャルグレートサンダー特売終了後、スーパー・ダイハチを出たところの通りで。


　真っ赤に燃える夕日を横顔に受け、クイーンは静かな声で呟つぶやいた。


「見み事ごとなもんだ。まさかこの短期間でここまでやるとは思わなかったよ」


「そんな、わたしなんてまだまだ未み熟じゆくで……」


　謙けん遜そんする真由の腕うでには数十匹ぴきにも及およぶ鯛の尾頭付きが抱かかえられている。もちろん本日のＭＶＰは彼女であった。そんなたくさん仕し入いれてどうするんだ、という突つっ込こみは無ぶ粋すいというものであろう。


「少し前までは──」と、クイーンは遠い目をした。「スーパーの特売といえば家庭を持つ女たちの晴れ舞ぶ台たいだったもんさ。足の踏ふみ合い、服の引ひっ張ぱり合いなんてのは序じよの口くち。投げの打ち合い、関かん節せつの極きめ合いはもちろん、店員レフエリーの目を盗ぬすんでの凶きよう器き攻こう撃げきも公こう然ぜんと行われる特売は、修しゆ羅ら場ばであると同時に女の価値が試ためされる──いわば主婦業の集しゆう大たい成せいだった」


「そ、そう……かなあ？」


　首をひねる峻護を尻しり目めに、クイーンはさらに続ける。


「それがどうだい。近ごろの新人どもは軟なん弱じやくになっちまって……特売になんざ近寄りもしない。値引きもされてない商品を平気で買い物籠かごに入れる、下へ手たすりゃ買い物にすら出かけず、ネット通つう販はんでお使いを済ます始し末まつだ。嘆なげかわしいもんだと思ってたところに──あんたが、現れた」


「わたし……？」


「こんなに早くあたしから一本取るとは……どうやらキッチリ学んだようだね。これなら鍛きたえた甲か斐いがあったってもんさ」


　そこまで言われ、真由は目を丸くした。


「まさか……あなたは初めからそのつもりで？」


　淡あわく微笑ほほえむことで、クイーンは肯こう定ていの意を示しめす。


「けど、それももう十分だね。あんたはもう立りつ派ぱに女としてやっていけるさ」


「とんでもない！　わたしはまだまだあなたの足もとにも及およびません。クイーン、お願いがあります。わたしをあなたの弟で子しにしてもらえませんか？」


「あたしの弟子に……？」


「はい、お願いします！」


「主婦道を極きわめる修しゆ行ぎようはそれはそれは厳しいもんだ。それでもやるってのかい？」


「望むところです！」


「──わかった。そこまでの覚かく悟ごがあるんならあんたの入門を認めようじゃないか。あんたにならあたしが学んだ奥おう義ぎのすべてを伝えられそうだ。これからはあたしのことを師し匠しようと呼び、その指し示じには絶ぜつ対たい服ふく従じゆうすること。わかったかい？」


「はい、わかりました師匠！」


　と、どうやらそういうことになったようである。


「…………ええと、月村さん。それでいいの？　なんだかこう、いちいち指し摘てきするのも億おつ劫くうなくらい色々な意味で、君の進もうとしている道は間ま違ちがっているような気がするんだけど……」


　親切にも忠ちゆう告こくする峻護の言葉も、師し弟ていとなった二人の耳には届とどいていない。


　まあ、本人たちがそれで満足なら──と納なつ得とくしようとした峻護だが、ひとつ、どうにも解げせないことがあった。


「あの、クイーン？」


「ん？　なんだい？」


「どうしてあなたはそこまで月村さんに肩かた入いれするんです？　なにか特とく別べつな理由でも？」


「ふ……なあに、つまらないことだよ」


　わずかに遠くを見つめるような目をしてから、特売の覇は者しやはこう述のべた。


「この子があたしの新しん婚こん時代に何もかも──そう、見た目も中身もそっくりでねえ。それでつい、余よ計けいなお節せつ介かいを焼いちまうのさ」


「はあ、なるほど。クイーンと月村さんがそっくり。ふむふむなるほど──」


　シンプルに納得しかけた峻護に、ある恐おそるべきビジョンが襲おそい掛かかった。


「え？　ちょ、ちょっと待ってください、今なんて言いました？　クイーンと月村さんがそっくり……？」


　典てん型けい的てきなおばちゃんビジュアルのクイーンと、サキュバス由ゆ来らいの超ちよう絶ぜつ美少女である真由。別人──というよりほとんど別生物かと思える勢いきおいなのに……？


　峻護の疑問にクイーンは簡かん潔けつに答えた。


「そう、あたしの愛が、たったの一年足らずであたしをここまで鍛え上げたのさ。ああ、そういえばあたしの一年前の写真があったね。見るかい？」


　言って、懐ふところから一葉の写真を取り出した。


　それは夫と子供と妻つま、家族三人が笑顔で並ならぶ写真だった。三人の右みぎ端はしに、まだ二は十た歳ちそこそこの初うい々ういしい幼おさな妻──クイーンとは似ても似つかぬ細身で小こ柄がらな女性が写っている。


「…………。ええと。この女性が、あなたなんですか？　たった一年前の？」


「ふふ、不安だろうが心配はいらないさ。あたしが鍛え上げればこの子もすぐにあたしみたいな戦士になれる。保ほ証しようするよ」
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「…………」


　峻護はもう一度、写真の女性とクイーンを見み比くらべた。この二人が同一人物などとは詐さ欺ぎとしか思えないが──本人が言うからには、そうなのだろう。


　つまり、この流れで月村さんが修行すれば。


　一年後には彼女も、これに……？


　戦せん慄りつに全身を震ふるわせる峻護を尻しり目めに、新たに師弟となった二人は彼女たちの言う『女の道』を熱く語り合っている。


　このままでは手て遅おくれになる。何とかして月村さんを思いとどまらせなければ。今、すぐ。


　まだなお心しん霊れい写真でも見ているような目つきで、クイーンが普ふ通つう人じんだった頃ころの画が像ぞうに食い入りつつ、かつてない死しに物もの狂ぐるいさで知ち恵えを絞しぼる峻護であった。







おしまい





　真ま由ゆ、プレゼントをするのこと







　　　罪の支し払はらう報ほう酬しゆうは死である







──ローマ記　六章　二十三節










「あんなことになるなんて、思っていませんでした」


　ひとつだけあるガラス窓まどを覗のぞいて月つき村むら真ま由ゆがぽつんと呟つぶやいた。高くもなく低くもない、いつもと変わらぬ声こわ色いろで。


「わたしはただ、二にノの宮みやくんに喜んでもらおうと思っていただけなのに」


「気持ちはわかる。あんたはよくやったよ真由。だからもっと胸を張はっていいわ」


「……あなたがそれを言いますか、日ひ奈な子こさん」


　無ぶ難なんに応おうじたつもりだったが失敗だったようだ。こちらに向けられた真由の表情は声色と同じく平へい坦たんで、そして平坦なだけに、かえって感情のささくれぶりが際きわ立だって見えるのだった。


「わたし、二ノ宮くんにはほんとうにお世せ話わになってるんです」


　語る真由の横顔は夕焼けの朱しゆで鮮あざやかに染そまり、菩ぼ薩さつのごとく穏おだやかに静まり返っている。今はまだ。あるいは表向きだけは。


「ねえ真由、そろそろ宿しゆく直ちよくやら警けい備び員いんやらの見回りも始まるよ。あんまり学校に長なが居いしても迷めい惑わくだし、ウチらもそろそろ帰ろっか」


　危き機き感かんに煽あおられて話題を逸そらそうと試こころみるが、無む駄だな努力であった。日奈子の努力を黙もく殺さつする形で真由は話を続ける。


「二ノ宮くんはわたしの男だん性せい恐きよう怖ふ症しようを治すために、嫌いやなことひとつ言わず協力してくれて。だけどわたしはいつまでたっても男性恐怖症を治せなくて。毎日毎日迷惑ばかりかけて」


　もちろんそれは知っている。ただ少しばかり友人の思い入れを軽く見てはいたのかもしれない。畢ひつ竟きよう、敗はい因いんはそこに落ち着くことになりそうだ。


「だからわたし、少しでも恩おん返がえしがしたいと思ったんです」


　どこか遠くでも見るように真由は目を細めた。数日前の記き憶おくに思いを馳はせているのだろう。


　そう、すべてはそこから始まった。


　窓の外に向けられる真由の表情の変化に警けい戒かいを向けつつ、日奈子もまた友人から聞かされた顚てん末まつに思し考こうを向ける……
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　日ごろお世話になっている二ノ宮くんに何かプレゼントを贈おくろう。


　そのアイデアはひどく真由をときめかせた。何しろ日ごろの恩に報むくいることができる上、峻しゆん護ごに喜んでもらえるのだ。一いつ石せき二に鳥ちようのナイスプランというべきだろう。


　シミュレートしてみる。彼に気に入ってもらえる何かを贈った時、いったいどんな反はん応のうが返ってくるだろうか？





『二ノ宮くん、これ、わたしの気持ちです。受け取ってください！』


『えっ、これをおれに？　ありがとう、ずっとこれが欲ほしかったんだ』


『よかった……少しでも喜んでもらおうと思って、わたし……』


『いきなりでびっくりしたよ。でも月村さん、おれが欲しいもの、よくわかったね』


『もちろんです。だってわたし、いつも二ノ宮くんのこと見てるから』


『月村さん──それって、どういう意味？』


『やだ……そんなこと、最後まで言わせないで』


『──ありがとう月村さん。君はよく気のつく、最高の女性だ。これからもおれのパートナーとしてよろしく頼たのむ』


『二ノ宮くん……』





「──うふ。きっとこうなります。うふ」


　ほわわーんと妄もう想そうし、真由は身み悶もだえた。いい。実にいい。二ノ宮峻護とのそういうやり取りを想像するのは彼女をとても幸せにする。


　さて、そうと決まれば善は急げ。すぐにでも行動に移るべきだろう。プレゼントをどんなものにするか選定を始めなければならないが、実のところ真由には思おも惑わくがあった。二ノ宮峻護が喜ぶものといえばだいたい想像がつく。あとはそれを贈って本当に喜んでもらえるかどうか確かく認にんするだけだが、本人にそのものズバリを訊きいてしまっては芸がない。できるだけさりげなく探さぐり、突とつ然ぜんのプレゼントでびっくりさせたいところである。


　その日の夕刻、台所にて。


　峻護と二人で食事の準備を進めている最中に、さっそく話を切り出した。


「二ノ宮くん、そのお鍋なべですけど」


「ん？」


　粉こふき芋いもの入った鍋を振ふる手を止めぬまま、峻護は同居人を振り返る。


「この鍋が何か？」


「はい。それって、とても古いお鍋ですよね。それにこっちも」


　と、峻護が握にぎっている雪ゆき平ひら鍋なべから、自分が面めん倒どうを見ている寸ずん胴どう鍋に目を移し、


「あちこちだいぶ傷いたんでると思うんですけど。不便ではありませんか？」


　道理であった。例たとえば雪平鍋。こちらは取っ手部分にしょっちゅうガタが来るため、こまめに取り付けを調整しなければならない。寸胴鍋も度たび重かさなる使用による変色が全体に及および、もはや元の色がどんなものだったか判別しがたいほど古びてしまっている。


　おまけにこれら二つ、峻護の使う台所用品の中ではまだマシな部類。調ちよう理り器き具ぐ棚だなをひとたび開ければ、縄じよう文もん時代の遺い跡せきから発はつ掘くつしてきたかと疑うほどの骨こつ董とう品ひんがわんさか控ひかえているという塩あん梅ばいだ。底が破れそうなほど薄うすく削けずれてしまった中ちゆう華か鍋。研とぎを繰くり返し過ぎたために柳やなぎ包ぼう丁ちようのごとく細くなってしまった出で刃ば包丁ｅｔｃ、ｅｔｃ。


（これではちょっとあんまりです。二ノ宮くんもそろそろ新しいのに買い替かえたいと考えているに違ちがいないです）


　真由は期待の眼まな差ざしで答えを待った。


　だが。


「いいや？　特に問題は感じてないけど？」


　峻護はあっさり首を振り、粉ふき芋の調理を再開した。


「そ、そうですか？」思わぬ返答にうろたえる真由。「で、でも、いつもいつも修理とかしてたら面倒だと思うし、そろそろ新しくてきれいなお鍋を使ってみたいとか、そういう気持ちにはなりませんか？」


「うーん、そうかな……？」粉ふき芋を味見しながら首をひねり、「いや、やっぱりそうは思わないよ。修理は特に面倒とは思わない……というより、手のかかるほうがむしろ愛着が湧わいてくるし。それに真新しいものを買うよりも、やっぱり使い慣なれている道具の方が料理もしやすい気がする。少なくとも今使ってる道具がまだ使えるうちは、きちんと使っていくんじゃないかな」


　一いつ般ぱんの基き準じゆんでは『使えなくなった』と表現して差し支つかえない鍋を握りながら、峻護はそんな返答をよこしてきた。


「そ、そうですか……」


　真由だって物は大事に使う方だから気持ちはわからないでもない。だがここまで使い込めば、さすがにそろそろ買い替えを考えてもいい頃ころだと思うのだが……峻護の物もの持もちのよさは常じよう識しきレベルを大きく逸いつ脱だつしているらしい。たとえ鍋の底が破れたって、この少年はなおも使い続けるのではあるまいか。破れた箇か所しよを溶よう接せつしたりして。


　とにかく、大いに当てにしていた予よ測そくがいきなり外れてしまったのは確かである。かくなる上は他のプレゼント候こう補ほを選び出さねばならない。


　だが、調理器具以外のどんなものを贈れば峻護は満足してくれるのだろう？
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「正直、甘あまく見てはいました」


　夕ゆう陽ひに炙あぶり出された横顔が達たつ観かんしたように首を振る。


「調理器具一式は二ノ宮くんぜったい欲しがってると思ったし、もし欲しいと思ってなくても、プレゼントされればぜったい喜んでもらえるって……」


「まあアレよね、物持ちが良すぎるのも困りモノよね」


　さしあたりは友人の意見を肯こう定ていしていく方針を採とった日奈子、歯に衣きぬ着きせない彼女にしては穏おだやかな表現でウンウン頷うなずく。


「もちろん二ノ宮くんがけちんぼだとか、そういうことじゃないことはわかってるんです。ただちょっと物を大だい事じにしすぎる傾けい向こうがあるというだけで」


「いやいや、大したものだって。新しいのを買うってことは古いのを捨てるってことだから。そうすると古い方は確かく実じつにゴミ箱行きになっちゃう。それってつまり資し源げんの浪ろう費ひってことだもんね。今時のエコロジー思し想そうにマッチしたいい男だよ、二ノ宮くんって。うん」


「とにかく、調理器具は必要とされてないってわかりましたから。わたしはもっと別なプレゼントを考えなければなりませんでした」


　峻護を持ち上げて真由の感情を丸くしようと試こころみたのだが、さして効こう果かはなかったようだ。これといって感かん慨がいを受けた風もなく、友人は淡たん々たんと話を進めていく。


「でも二ノ宮くんって、ものすごく無む欲よくだから。何かを欲しがることが滅めつ多たにないんです。あったとしても切れかけのお醬しよう油ゆだとか、足りなくなったホッチキスの針はりだとか、ほんとに小さなものばかりで。だったら調理器具以外の家庭用品をプレゼントにしようかと思っても……たとえばホウキだとか雑ぞう巾きんだとかも、ものすごく使い込んであるんですけど、それもやっぱり愛着があって買い替かえるつもりもないみたいで」


「あー、そんな感じだよね、彼って」


「それじゃ恩返しにならないから、もっと別なものがないかと考えて。でも二ノ宮くんって、無欲な上に無む趣しゆ味みだから。ほんとうに心の底から喜んでもらえそうなプレゼントが、どうしても思いつかなかったんです」


「そう。そうして弱り果てたあんたが選んだ手しゆ段だんというのが」


「はい。二ノ宮くんに、新しい趣味を作ってもらうことでした……」
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　そのアイデアを思いついた時、真由は思わず小こ躍おどりしたものである。回答を提てい示じされたクイズと同じで、わかってしまえばひどく簡かん単たんな話だった。趣味がないのであれば趣味を作ってもらえばいい。しかる後に、その趣味に合がつ致ちするものをプレゼントする。何らかの趣味に凝こることがあれば、いかな峻護とて物ぶつ欲よくを刺し激げきされるだろう。これぞ逆ぎやく転てんの発はつ想そう、コロンブスの卵というものである。


　そうとなれば話は早い方がいい。すぐにでも作戦を開始するべきだった。


　その日、家事やら学校の宿題やらが一いち段だん落らくした後。


「二ノ宮くん、ちょっとお時間いただいてもいいですか？」


　こんな風に真由は話を切り出した。


「時間？　うん、もちろんかまわないけど」


　そろそろ就しゆう寝しんの仕し度たくをしようとする頃ころの提てい案あんに怪け訝げんそうな顔をしつつも、同居人の少年は快こころよく頷いてくれた。


「ありがとうございます。実はわたし、今日はあんまり眠ねむたくなくて。それで、少し時間つぶしに付き合ってはもらえないでしょうか？」


「時間つぶし？」


「はい。これです」


　と言って真由が差し出したのは、四角い升ます目めをいくつも区切ったボール紙の盤ばんと、同じくボール紙で作った硬こう貨か大だいのピース数十枚である。よくよく観かん察さつすれば升目の数は八十一、ピースは特とく徴ちようある五角形に切り取られてそれぞれに漢字が記されている。王おう将しよう、飛ひ車しや、角かく行ぎよう、金将、銀将……


「これは……将しよう棋ぎ？　なのか？」


「はい。家に道具が見当たらなかったので、ちょっと自分で作ってみました。時間つぶしにこれ、やってみませんか？」


　まったく唐とう突とつな話に戸と惑まどいを隠かくせない様子の峻護だが、そこは人のいい彼のこと。キラキラ目を輝かがやかせる真由に頷きかけて、


「でもおれ、将棋なんてほとんどやったことないんだけど？　ルールだって覚えてるかどうか自信ないくらいで」


「それは好こう都つ合ごう……もとい、わたしが一から全部教えますから、だいじょうぶです。きっと楽しくなりますよ。二ノ宮くんも将棋の面おも白しろさに目覚めるはずです」


「そうかな？」


「はい、もちろん。さあ、さっそく一局始めましょう。駒こまの並べ方は覚えてますか？」


　いそいそ盤を広げながら真由は内心でほくそえむ。これを機きに峻護をこちらの世界にいざなうことができれば、こんなお手て製せいではない、きちんとした将棋道具が欲ほしくなるに違ちがいない。


　さて、そんな風に始まった夜の将棋大会だが。


　なるほど自己申しん告こくした通り、峻護はひどいド素人しろうとだった。「斜ななめ下に動けるのは金だっけ？　銀だっけ？」などといちいち訊きかねば覚おぼ束つかない有あり様さまであり、さほどの上手でもない真由でも簡単にひねることができる。もちろん彼女も心得たもので、さり気なく手て加か減げんを加えてゲームに緊きん迫ぱく感かんをもたらし、峻護をこの道に引きずり込む努力を怠おこたらない。


　そして思おも惑わく通り、峻護は新たな娯ご楽らくにのめり込んでいく兆ちよう候こうを示し始めた。


（いい感じです。このまま順調に行けば……）


　想像してみる。





『二ノ宮くん、これ、わたしの気持ちです。受け取ってください！』


『えっ、これをおれに？　ありがとう、最近将棋に凝り始めてたから、ちゃんとした将棋盤が欲しいなってずっと思ってたんだ』


『よかった……少しでも喜んでもらおうと思って、わたし……』


『まったく、君はいつも突とつ然ぜんなんだな。でもそこがかわいいのさ』


『そんな、恥はずかしいです。わたし二ノ宮くんが望むのなら何だって……』


『月村さん。それってどういう意味？』


『やだ……そんなこと、最後まで言わせないで』


『──ありがとう真由。君はよく気のつく、最高の女性だ。これからもおれのパートナーとしてずっとそばにいてくれないか？』


『二ノ宮くん……』





（うふ。このまま順じゆん調ちように行けば、すぐにでも……うふ）


　ぴかぴかの将棋盤をプレゼントされて大喜びする峻護の姿すがたを想像し、真由の手ほどきにもいよいよ熱が籠こもっていく──のだが。


　ものの一時間もしないうちに、状じよう況きようは雲行きの怪あやしい方向に大きく舵かじを取ることになる。


「ええと、王手、でいいのかな、これ」


「うっ……ま、待った。待ったしていいですか？」


「うん、いいけど。でも月村さん、待ったするのもう十回目だよ？　この局だけでも」


「す、すいません。ええと、じゃあ五手くらい前まで戻もどしていいでしょうか？」


「え、五手も戻すの？　いやまあ別にいいけど」


　屈くつ託たくなく手順を戻していく峻護。それを見つつ笑え顔がおの裏で歯は嚙がみする真由である。


　いったいこれはどうしたことだろう。確かに当初は真由の方が手て加か減げんしていたはずだった。ところがどうだ、次し第だいにさり気なく手加減するのが困こん難なんとなり、やがて手加減自体が無意味になり、ほどなくして真由の方が手加減を欲ほつするようになった。ほんの短時間のうちに、峻護の腕うでは彼女を優ゆうにしのぐ境きよう地ちにまで達していたのである。


　そして真由の方はといえば、順調に当初の目的を忘れつつあった。


「ええと、また王手かな。たぶんこれで詰つみ、ってことになると思うけど」


「む、むぐぐぐ……」


「どうする？　また待ったする？」


「……も、もう一局！　もう一局勝負してください！」


「え？　まだやるの？　もうけっこういい時間になってるし、そろそろ寝ねた方が……」


「もう一回！　もう一勝負だけですから！　お願いします！」


　おかしい。こんなはずでは。さっきまでは確かに自分の方が強かったのに、どうしてここまで負けが込むように……そうだわかった、きっとこんな深しん夜やになるまで遊んでるからだ。普ふ段だんは夜よ更ふかししないわけだし、頭が上う手まく働いてくれないに違いない。それにそう、いま使っているのは紙製の駒だから、それで本来の実力が出せていないのだろう。道具の良し悪しは調子の良し悪しに直ちよつ結けつする、というのは勝負の世界では常じよう識しきなのだから。


　さあ、気を取り直してもう一勝負。ひょっとすると戦法が悪かったのかも知れないから次は矢や倉ぐら囲がこいで、いや、穴あな熊ぐまで行ってみよう。とにかく勝って終わらないことにはおちおち眠ってもいられない──





　　　　＊





（……てな感じで、けっきょく徹てつ夜やしたって言ってたっけ。しかもそれだけやっても全敗したんだとかどうとか）


「そう、作戦は見み事ごとに失敗してしまいました……」


　日奈子の回かい想そうを肯こう定ていするかのように、真由は苦く笑しようする。


「二ノ宮くんを将棋の世界に引ひっ張ぱり込むことはできませんでした。途と中ちゆうまでは上手くいってたんですけど」


　さもありなん、と思う。むきになって勝負を続ける相手に延えん々えんと付き合わされて、いったい誰だれが将しよう棋ぎに対する愛情を芽め生ばえさせるというのだろう。おまけに手て抜ぬきして華はなを持たせようとすると真由は敏びん感かんに察さつ知ちし、『ちゃんと真ま面じ目めに勝負してください』と言って機き嫌げんを悪くしてしまうのだ──というのは、被ひ害がい者しや当人から直接聞いた話である。だいたい趣しゆ味みを作らせるにしたって、どうしてそのチョイスが将棋になるのだろう。それ以前に『喜んでもらうプレゼントを欲しがってもらうために新しい趣味を作ってもらう』という発想自体がねじくれてしまっているのだが──もちろんそのあたりはいま口にするべきことではない。真由の感情を刺し激げきする可か能のう性せいのある言動を取ることはできる限り回かい避ひするべきだった。


「でも、将棋は失敗してしまったけど、どうにかして二ノ宮くんに趣味を持ってもらおうと思って。いろいろ試ためしてみたんですが」


　その顚てん末まつも聞き知っている。結けつ論ろんから言えば、峻護に新たな趣味を根付かせる試こころみは失敗に終わった。そもそもにおいて二ノ宮峻護という少年は度の越こした堅かた物ぶつ男であり、気き慰なぐさみのために何かしらの娯楽を楽しむという発想に欠けているのだ。その彼に特定の趣味を持たせようというのはただでさえ難なん事じ業ぎようなのに、この友人ときたら……


「チェス、囲い碁ご、オセロ、軍人将棋、人生ゲーム……どれもこれも、二ノ宮くんに好きになってもらうことはできませんでした」


　フウ、とため息をついてかぶりを振ふる真由だが、さして同情する気にもなれない。なにしろ失敗のパターンはすべて同じ。たいして得え手てでもないゲームを勧すすめては短時間のうちに相手に進しん境きようされ、むきになった真由の方があべこべにのめり込んでしまうのである。弱いくせにすぐ熱くなるんだから、勝負事なんか勧めるべきじゃないのに。第一、趣味を持ってもらうにしたってもっと別の選せん択たく肢しはいくらでもあるではないか。そもそも真っ先に将棋などという地じ味みなレクリエーションを持ってきたことにはどんな意味があるのだろう？　その後もインドアのボードゲームをしつこく勧めたのはなぜ？


　──等など々など、言いたいことはたくさんあるのだが、それらはすべて肚はらにおさめ、内心とは裏腹な慰めの言葉をかける。


「あんたはよくがんばったよ真由。二ノ宮くんのためを思って一いつ生しよう懸けん命めい努力したんだよね。よしよし、えらいえらい」


「けっきょく作戦の第二弾だんも不発……わたしは次なるミッションを遂すい行こうする必要に迫せまられました」


　だが空くう疎そな慰い労ろうなど一いつ顧こだにせず、真由はあらかじめ録ろく音おんしておいた音源でも流すかのごとき平へい板ばんな口調で、話の先を淡たん々たんと進めていく。


「わたしは悩なやみました。二ノ宮くんほど極きよく端たんに無む欲よくで無趣味なひとには、どんなプレゼントをあげても喜んでもらえないような気がします。いったいどんな手を用いれば目的を達たつ成せいできるものか……」


　フェルマーの最終定てい理りに挑いどむ数学者のような深い憂うれいを瞳ひとみに湛たたえつつ、真由はカーテンをゆっくりと閉め始めた。ひとつしかない窓から差し込んでいた夕焼けの光がじわりじわりとやせ細っていく。


「わたしは考えました。考えに考えて……そしてある時、唐とう突とつに気づいたんです」


　朱しゆ色いろの光が断たち切られ、室内は鈍にぶい闇やみ色いろに侵しん蝕しよくされる。こちらを向いているはずの友人の表情はその暗がりに沈しずみ、既すでに杳ようとして知れない。


「これもちょっとした発想の転てん換かんでした。欲しいものを作ってもらうために新しい趣味を持ってもらう必要なんてなかったんです。肝かん心じんなのは二ノ宮くんが何かを欲しいと思えるように状じよう況きようをもっていくこと。そうすれば確かく実じつに気に入ってもらえるプレゼントが贈おくれる。そしてそのための方法は……」





　　　　＊





　逆転ホームランだ、と思った。この方法を使えば間ま違ちがいなく成功を収おさめられる。真由は自ら発案したグッドアイデアに舞まい上がりつつ、さっそく行動に移うつることにした。


　初しよ心しんに返り、ターゲットは調ちよう理り器き具ぐに絞しぼることと決め、その日の夕ゆう刻こく。


　いつぞやと同じく、峻護と二人で夕食の用意をしている際にそれを決けつ行こうした。


　作戦自体には何ら困こん難なんなポイントはない。真由はごく普通に料理しているだけでいい。ただ、いつもよりちょっぴり、調理器具を使う手に余よ分ぶんな力を込めるだけでよかった。細さい工くを施ほどこすまでもなく、それらはとっくに限げん界かいすれすれにまで老ろう朽きゆう化かしているのだから。


　結けつ果かはすぐに顕あらわれた。雪ゆき平ひら鍋なべをガタガタ動かして、ブリ大根にタレを絡からめている最さい中ちゆうである。


　ぽきん、と。


　ひどく軽い音を立てて取っ手が折れた。ビスで留とめた部分が外れたとかではなく、金属製のシャフトが、ど真ん中で、きれいに真っ二つになったのである。


「あ──」


　あまりのあっけなさに、真由の口から演えん技ぎでない声が洩もれた。


　だがもちろんこの事じ態たいは折おり込こみ済ずみのこと──というより、彼女の目的はまさにこれにこそあった。峻護愛用の道具を使用不能にしてしまうのが狙ねらいだったのである。だって、そうすればいかに倹けん約やく家かの彼とはいえ、新しい調理器具が必要になるではないか。まったく、気づいてみれば簡かん単たんな話であった。必要とされるプレゼントを選せん定ていするにおいてこれほど確実な方法は他ほかにあるまい。


　想像してみる。





『二ノ宮くん、これ、わたしの気持ちです。受け取ってください！』


『えっ、これをおれに？　ありがとう、最近愛用の鍋が壊こわれたばかりだったから、このプレゼントはまさにうってつけだよ。さすがは月村さん、細こまやかな気き遣づかいができる女性なんだね、君は』


『よかった……少しでも喜んでもらおうと思って、わたし……』


『君の気持ち、確かに受け取らせてもらうよ。その代わりといってはなんだけど、おれの方からもほんの気持ちを贈らせてほしい』


『え？　こ、これって……』


『そう、おれの給料三か月分──君との婚こん約やく指ゆび輪わだよ。どうか受け取ってはもらえないだろうか。おれにはもう、君しかいない』


『二ノ宮くん……』





（──うふ。今度こそ成功間違いなしです。うふ）


　バラ色の未来を夢む想そうし、真由は身み悶もだえた。いちいち指し摘てきするのもバカらしいほどに突つっ込こみどころ満まん載さいな夢想だが、乙おと女め心ごころに脳のう細さい胞ぼうをひとつ残らず侵おかされた真由にとってはどこ吹ふく風である。峻護の愛用の品をわざと壊してしまうことにはもちろん良りよう心しんの呵か責しやくがあったが、なにしろこのあとには新品の、もっと高級な調理器具一式のプレゼントが待たい機きしているのだ。そもそも現げん状じようで使っている調理器具というのはスクラップ置き場に埋うもれていてもまったく違い和わ感かんないほどのおんぼろ。もともと廃はい棄き物ぶつ同然のものを少しばかり破は壊かいしたとてさしたる痛つう痒ようはあるまい。


　と、予測していたのだが。


「ごめんなさい二ノ宮くん、これ、壊してしまいましたけど、すぐに新しいものを買って弁べん償しようしますからそれで──って、え？　二ノ宮くん？」


　同どう居きよ人にんを振り返った真由は、まるで雷かみなりにでも打たれたかのように硬こう直ちよくした。


　二ノ宮峻護は。


　破壊された愛あい用よう品ひんに目を落とし、見るも哀あわれなほどに落ち込んでいた。この少年がそんな顔をするのを真由は初めて見た。折れたシャフトの切断部分を未み練れんげに観察しては力ないため息をつき、それでも諦あきらめきれずくっつける真ま似ねをしてみてはその虚むなしさにまたため息をつく。それは、膨ぼう張ちようした太陽に地球が呑のみ込まれる瞬しゆん間かんを目まの当たりにしたとしてもこうはなるまいと思えるほどの、見る者の心を動どう揺ようさせずにはおかない、ひどく悲しげな表情だった。


　常つね日ひ頃ごろから不幸不運にまみれ、苦く難なんに対する耐たい性せいは鍛きたえ抜ぬかれているはずの峻護である。その彼がまさか、これほど失しつ望ぼう感かんも露あらわな顔を見せるとは。


（はうあ！）


　真由は自分の仕出かしたことの重じゆう大だいさに気づき、思わずその場にうずくまりそうになった。完全に読み違いだった。愛着を持っていることはわかっていたが、このおんぼろに対してまさかそれほどまでに……


「すっ、すいませんすいませんすいませんすいません！　ごめんなさい！　もう二度とこんなことしません！　お詫わびはなんでもしますから、どうか──」


「ああ。いや。いいんだ。もともと古いものだったしね。壊れるのも仕方ないんだ、ハァ。月村さんが悪いわけじゃないから気にしなくていいよ。ハァ。溶接してくっ付ければまだまだ使えるだろうしね。ハァ」


　峻護が『ハァ』とため息をつくたびに『はうあ！』と身悶える真由。想おもい人のこんな姿を見せられ、しかもその原因は自分にあるときている。自じ業ごう自じ得とくとはいえ拷ごう問もんにも等ひとしいシチュエーションだった。
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　さらに、


「これはさ、おれが物もの心ごころつくころから使い続けている鍋でね、ほら、おれって昔から家事とかやってて、料理も作ってるし、こいつは言ってみれば人生の相あい棒ぼうみたいなやつで……そう、そうだ。生まれて初めて自分で納なつ得とくできるホワイトソースを作れたのもこの鍋だったなあ。姉さんが珍めずらしくほめてくれた肉じゃがを作ったのもこの鍋だった。そう、それに……」


　と、ご逝せい去きよされた鍋にまつわる思い出話が連れん綿めんと語られるのである。そのたびに真由は『はうあ！』と身をよじらなければならない。たまったものではなかった。


　結局、峻護の『ハァ』と真由の『はうあ！』の応おう酬しゆうは小一時間ほども続いた。


（つ、疲つかれました……）


　ようやく責せめ苦くが一段落し、真由は海より深く反省していた。自室のベッドに身を投げ出して心身を癒いやしつつ、今後二度と峻護の愛着物には手を出さないことを肝きもに銘めいじる。


（……でも）


　沸ふつ騰とうしていた乙おと女め心ごころが一いつ旦たんリセットされると、真由本来の地金が顔を出し始めた。内気で臆おく病びようで事なかれ主義な本来の性格が。


　そいつは彼女にこう囁ささやくのだ。


　こんな風に七しち転てん八ばつ倒とうしながらプレゼントの候こう補ほを考えているわけだけど……そもそもにおいて、あなたのプレゼントなんかを二ノ宮くんが欲ほしがってくれると思う？　かえって迷めい惑わくになったり、邪じや魔まになったり、重おも荷にになったりはしない？　もしも二ノ宮くんに嫌いやな顔とかされたらあなたは耐たえられる？


　それは恐おそろしい想像であり、そしてこれまで見み過すごしてきた、あるいは無む意い識しきのうちに避さけてきた、根本的な問題だった。二ノ宮峻護がそこまで人の好こう意いを邪じや険けんにすることはあるまい、とは思う。だが、何をやっても空回りしてあの少年に迷惑をかけてしまうのが自分の常ではなかったか？　今回もそうならないという保証はどこにある？　いや、既すでにして自分の暴ぼう走そうは彼を悲しませる結果をもたらしているではないか。


　そして真由の悪い癖くせで、一旦マイナス方向にモチベーションが向き始めると、思し考こうが際さい限げんなく後ろ向きに転がり落ちてしまう。


（やっぱり──プレゼントなんて、やめちゃおうかな……）


　だって、リスクを冒おかす必要なんてどこにもない。今のままだって決して関係が思わしくないわけではないのだ。下へ手たな真ま似ねをして万が一にも関係がこじれてしまうことがあれば目も当てられないではないか。でもそうなると、二ノ宮峻護に日ごろの感謝の気持ちを示すという当初の目的も諦あきらめることになってしまう。彼には是ぜ非ひとも自分のプレゼントで喜んでもらいたい……。


　二つの気持ちに板ばさみになり、真由は悩なやんだ。そもそも感謝の気持ちを表す手しゆ段だんはプレゼントに限ったことではないのだが、そんな単純なことに気づくだけの余よ裕ゆうもない。


（うう、どうしよう……）


　大いに悩んだ。枕まくらに顔をうずめ、ベッドの上を何なん往おう復ふくもごろごろ転がって悩みまくった。そうして苦く悩のうし尽つくしてからようやく、いくつもある初歩的な問題のひとつに気がついたのである。


　そうだ、どうしてこれまで気づかなかったのだろう。こういうことは別にひとりで悩まなくてもいいのだ。


　自分にはこの手の相談にうってつけの、頼たよりになる友人がいるではないか。





　　　　＊





「──そう、わたしは二ノ宮くんにプレゼントを贈おくるという自分の思いつきに舞まい上がるあまり、このことを誰かに相談してより良い方ほう策さくを探さぐるという、基き礎そ的てきな処しよ世せい術じゆつを失しつ念ねんしていました」


　光の失われた校舎の一室で、わずかに浮うかび上がる真由の輪りん郭かくが相あい変かわらずの独どく白はくを続けている。


「そしてわたしはあなたに相談を持ちかけたんです、日奈子さん」


　まずいわね、と日奈子は思った。真由の口く調ちようとその内容が、まるで罪ざい状じよう認にん否ぴの文書でも読み上げるようなそれになりつつある。できるだけ最悪の未来図を意い識しきしないで済ませようとしてきたが、そうも言ってられなくなったようだ。


「わたしはあなたを信しん頼らいしていました」


　語りつつ真由は床ゆかにかがみ込む。暗くて判然としないが、そこには彼女が持じ参さんしたナップザックが置かれていたはずだ。がさごそと中身を探っている音がする。作業の手を止めぬまま、真由は相変わらずの平へい板ばんな声で告げる。


「だからわたしは、あなたの助言にすべてを賭かけることにしたんです──」





　　　　＊





　散さん々ざんに回り道をした挙あげ句くにようやくプレゼントが決定した。


　峻護にそれを渡わたす旨むねも伝えた。彼は今、ドアの向こうで待たい機きしている。ドアのこちら側、すなわち峻護と共用している私室には、すべての準じゆん備びを整えた真由が緊きん張ちようを解ときほぐすための深しん呼こ吸きゆうをせわしなく繰くり返していた。


　だいじょうぶだ、と自分に言い聞かせる。ちゃんと日奈子に教えられた通りにすべての計画を進行したのだ。きっとだいじょうぶ、上う手まくいく。正直言ってこの計画を聞かされた時は半はん信しん半はん疑ぎだったのだが、他ほかならぬ親友が勧すすめてくれた案である。藁わらにも縋すがる思いで、清きよ水みずの舞ぶ台たいから飛び降りる気分で、度ど胸きよう一発、これまでの恩おんに報むくいるべく、峻護に一世一代のプレゼントを贈るのだ。


「月村さん、そろそろ中に入ってもいいかい？　さっきからもうずいぶん時間が経たってるんだけど……いったい何をそんな準備することがあるんだ？」


「は、はい、すいません！　もう少し、もう少しだけ待ってもらえませんか？」


　怪け訝げんそうに問うてくるドアの向こうの声に詫わびを入れつつ、猶ゆう予よを乞こう。やはり覚かく悟ごが決まらない。ほんとうにこんな奇き抜ばつな手しゆ段だんで喜んでもらえるのだろうか？　日奈子は太たい鼓こ判ばんを押おしていたが、どうにも踏ふん切ぎりがつけられない。


　ええい、と首を振ふる。ここまで来たのだ。準備にだって少なからぬ手て間まが掛かかっているし、もうずいぶんと峻護を待たせてしまっている。今さら後には引けない。日奈子が言うところの『女の花道』、見み事ごとに咲さかせてみせようではないか。


　最後にもうひとつ、ひときわ大きな深呼吸をして、


「──お待たせしました！　どうぞ、中に入ってください！」


「そう？　じゃあ、入るよ」


　ドアの向こうで人が動く気配。がちゃりとノブを回す音。


　ごくり、唾つばを飲み込んで、


「月村さん、プレゼントって一体……って、え？」


　こちらを見て目を点にしている峻護に一礼し、用意していた口こう上じようを述のべた。





「お帰りなさいませだニャー、ご主人様っ」





「…………は？」


　予想通り、期き待たい通りに、峻護は驚おどろいている──のだが、どうもその驚き方が、想そう定ていしていたものとは違ちがうような気がする。一いち抹まつの不安がよぎった。だが『この姿』を見られている以上、今さら止やめたって詮せんなきこと。勢いにまかせて羞しゆう恥ちを押しのけ、練習した通りの媚こび媚びな笑え顔がおで、


「真由、二ノ宮くんにはいつもいつもお世話になってて、とてもありがたく思ってるだニャー。だから真由、今日は日ごろの感謝を込めて、二ノ宮くんにプレゼントを贈りたいと思うだニャー」


「…………」


　峻護、目が点のまま。


　それでもめげず、可愛かわいらしく小首をかしげ、ピョンと飛とび跳はねるようにして、


「プレゼントはこのわたしですニャー。今日一日、ご主人様である二ノ宮くんにご奉ほう仕しさせてもらうニャー。なんでも言いつけてくださいだニャー」


　峻護、目が点のまま。


　それはそうだろう。エプロンドレスに虎とら縞じま模も様ようのネコミミとネコ尻尾しつぽ──俗ぞくに言う『ネコミミメイド』姿の同居人からいきなり『ご主人様』などと呼ばれれば、そんな反応をするより仕方あるまい。


「あ、あの……二ノ宮くん？　嬉うれしくなかったですかニャー？　このプレゼント？」


「……いろいろ言いたいことはあるけど……まずはその妙みような語ご尾びを普ふ通つうに戻もどしてくれるとありがたい。それから状じよう況きようを整理しよう」


　眉み間けんを揉もみ解ほぐしつつ、


「まず第一に、プレゼントをしてくれるのはとてもありがたいんだけど……いったい何がどうなってそうなったんだ？　つまりその、そういう格かつ好こうで『ご主人様』と呼ぶことがプレゼントになる、っていう発想はどこから生まれたんだろう？」


「ええっ？　で、でも日奈子さんは、こうされれば男のひとはみんな喜ぶものだって……」


「彼女の入れ知ぢ恵えか……いたずら好きだからな、綾川さん……」


　やれやれと首を振り、


「月村さん、確かにそういう格好とか言葉遣づかいとかは、ある種しゆかわいいのは確かなんだけど。でも事じ前ぜんに何も知らされずにいきなりそういうことをされれば、普通は誰だって引くと思う」


「じゃ、じゃあこのプレゼントはこの国における常じよう識しきでもなんでもなくて、帰き国こく子し女じよのわたしがたまたま知らないだけだった、というわけでもないんですかっ？」


「そう……だよなあ？　少なくともおれは、そんな常識聞いたこともないよ」


「そ、そんな──裏切りましたね、日奈子さん……！」


　血けつ涙るいを流し、恨うらみ骨こつ髄ずい、といった声を絞しぼり出す真由。


　だがすぐにそれは落らく胆たんの色に変わり、その場でがくりと膝ひざをついた。


「……ごめんなさい二ノ宮くん。わたし、二ノ宮くんにはほんとうに感かん謝しやしてて……だから少しでも恩おん返がえしができるようなプレゼントを贈りたくて……でも結局、二ノ宮くんに喜んでもらうことはできなかったんですね。ごめんなさい……」


「──そうか。ここしばらく月村さんの行動が妙だなとは思っていたけど……そういうことだったのか」


　失しつ意いに打ちひしがれる真由は、小さく頷うなずくのが精せい一いつ杯ぱい。


「プレゼント、贈りたかったです。そうでないとわたしの気持ち、伝わらないし、二ノ宮くんも、嬉しくないし……」


「いや、月村さん。それはちがうよ。プレゼントなんて必要ないんだ」


「…………？」


　涙なみだに濡ぬれる顔を上げた。


　峻護は照てれくさそうに頰ほおを搔かき、


「君が二ノ宮家に来てからおれの周りはずいぶん騒さわがしくなっちゃったけど、おれだって君にはいろいろ世せ話わになっているし……いや、そんなことじゃなくてさ」


　それでもどうにかはにかんでみせながら、


「つまりおれは君がいてくれるだけで……うん、それだけでもけっこう、嬉しいんだ。月村さんにはいろいろ感謝している。プレゼントなんていらない。おれはもう十分に、君からたくさんのものをもらっているよ」


「──それ、ほんとうですか？」


「ああ。ほんとうだよ」


「うそじゃ、ないですよね？」


「もちろん。これからもよろしくお願いするよ、月村さん」


「二ノ宮くん……」


　泣いたカラスが何とやら、あっという間に涙は引っ込み、キラキラと乙女心に輝かがやく瞳ひとみが戻ってくる。峻護は苦く笑しようしつつもそんな真由に頷きかけ、真由もまた満面の笑顔でそれに応こたえて──





　　　　＊





「……ブラボー！　ひゅーひゅー、いい話じゃないのさっ。まったくもう、なあによこの幸せ者っ。のろけてくれちゃってさあ。ひゅーひゅー！」


　口くち笛ぶえを鳴らし、日奈子はハッピーエンドの顚てん末まつを囃はやし立てた。ついでに拍はく手しゆのひとつもして場を盛り上げたいところだが──あいにくと現げん状じようではそれは叶かなわない。


「災わざわい転じて福、というやつですよね。作戦自体は失敗しちゃいましたけど、結果として悪くないところに落ち着いたのは不幸中の幸いでした」


　なんとか空気を明るくしようとする日奈子の努力も報むくわれず、真由は淡たん々たんとした声のまま語る。屈かがみこみ、ナップザックの中身を点検しながら。


　日奈子はそれでもめげず、


「さて、たっぷりのろけ話を聞かされたところで……そろそろ帰ろっか？　あんまり遅おそくなると二ノ宮くんも心配しない？」


「今日は遅くなると伝えてあります。時間はまだまだたっぷりありますよ」


　宣せん告こくし、真由は立ち上がった。


　手に握にぎったものを日奈子に示して、


「これがなんだかわかりますか？」


「……ええと、あれよね、鳥の羽を集めて作った、埃ほこりとかを掃はらうための道具よね？」


「当たりです。では、この道具をこれからどんなことに使おうとしているか、それはわかりますか？」


「……ええと、それはもちろん、この部屋を掃そう除じするためかなっ？　ほら、ここってちょっと埃っぽいし」


「外れです」


「……道具は、本来の使用目的にそって使われるべきよね？」


「応おう用ようにこそ人類の真しん価かがある、という見方もできますよ？」


　ごくり、と日奈子の喉のどが鳴る。まずい。それはまずい。自じ慢まんではないが感度はイイ方なのだ。あんなふさふさでやわらかそうなものが、脇わき腹ばらとか足の裏に触ふれた日には──


「あはは、それにしてもさあ」


　ぞぞぞ、と背すじを這はい登る悪お寒かんを振ふり切り、なおも明るく、


「いやあ、あたしイチオシのプレゼントをオススメはしたけどさあ。まさかホントにやるとはあたしも思わなかったさー。真由ってば、冗じよう談だん通じないんだもーん」


「…………」


「えーと、真由ちゃん？　何をするつもりなのかなん？　あたしそろそろおなかすいてきたし、見たいテレビもあるし、宿題やらなきゃだし、早く帰してくれるとありがたいんだけどな？　ね？」


　不自然なほど大きな声で説得する。だがここは防ぼう音おん処しよ理りの施ほどこされた音楽準備室。ただでさえひとけの少ないエリアゆえ、いかなる絶ぜつ叫きようを上げたところで誰の耳にも届とどくまい。


「さて。そろそろ始めましょうか」


　一歩、近づいてきた。反はん射しや的てきに身をよじる。だが逃のがれられない。どこからか調ちよう達たつしてきた、いかにも本格的っぽい感じの手て錠じようが両手首に絡からみつき、日奈子とパイプ椅い子すとをガッチリ縛しばり付けているから。


「友情を裏切り、乙おと女め心ごころを踏ふみにじった罪つみ──きっちり償つぐなってもらいます」


　なんだかうきうきした声で、真由は復ふく讐しゆう劇げきの開幕を宣言した。


「あはは、あー……ええと、真由さん？」


「なんですか？」


「ごめんちゃい。ゆるちて」


　精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおで首を傾かしげ、かわいく謝あやまってみる。


　真由もまたにっこり笑い、こう答えた。


「だ・め。だニャー」





　夜の校舎に、断だん末まつ魔まの悲鳴が響ひびき渡わたった──







おしまい





　真ま由ゆ、探たん偵ていするのこと







　きっかけは些さ細さいなことだった、らしい。


「それはもちろん、招しよう待たいされなければ友達じゃないとか、そういうことを言うつもりはないんです」


　こぶしを振ふらんばかりの勢いきおいで月つき村むら真ま由ゆは力りき説せつする。


「けど寂さびしいじゃないですか。日ひ奈な子こさんと出会ってからもう結けつ構こうな時間が経たって、それなのにまだ一度もあのひとの家に連れてってもらったことがないなんて。寂しい話じゃあないですか」


「なるほど、確たしかにそうだな」


　もう何度目になるか知れない演えん説ぜつへ律りち儀ぎに頷うなずきながら、二にノの宮みや峻しゆん護ごは事がここに至いたるまでの顚てん末まつに思し考こうを傾かたむけた。


　話はこうだ。月村真由と綾あや川かわ日奈子が友人付き合いを始めて以い降こう、彼女たちはそれ相そう応おうの信しん頼らい関かん係けいを築きずくに至った。そして少なくとも真由の側ではその関係を好ましく思っており、また今後いっそう交こう友ゆうを深めていきたいと考えていた。ところが。


「友達同士ともなれば、そのうち自然とお互たがいの家へ遊びに行ったりするものじゃないですか。それなのに日奈子さんは──」


『家に遊びに行ってもいいですか？』という旨むねをそれとなく、あるいはハッキリと伝えても、様さま々ざまに理由をつけてのらりくらりとはぐらかすだけなのだという。やれ他ほかに用よう事じがあるだとか、雨が降ってるから気分が乗のらないだとか。


　そんなことが度たび重かさなるうち、初めのころは普ふ通つうに納なつ得とくしていた真由もさすがにおかしいと気づき始め、同時に憤ふん懣まんやるかたない気持ちがふつふつと湧わいてきたのだという。


「水みず臭くさいと思いませんか？　招待されないこと、それ自体は問題じゃないんです。日奈子さんにだっていろいろ事じ情じようはあると思うから。でも、その理由くらい話してくれてもいいじゃないですか。そういう扱あつかいをされたら、まるで友達だと思われてないみたいじゃないですか」


「まあ確かに、そうかもしれないけど……」


「大だい体たいにおいてですね、日奈子さんって結構謎なぞが多いんですよ」


　その意見については大いに頷ける峻護である。よくよく考えてみると、姉あね御ご肌はだで面めん倒どう見みのいい綾川日奈子という同どう級きゆう生の実じつ体たいは深い霧きりに包まれている。その明るさ、人当たりのよさに隠かくれてこれまで見落としていたが、そういえば彼女が自分自身のプロフィールについて何か語っていたという記き憶おくがほとんどない。だけでなく、彼女の日ごろの言げん動どうを鑑かんがみるに、その話題に触ふれられないよう巧たくみに気を配くばっているようにすら見えるのだ。堅かた物ぶつの峻護とてそんな彼女の事情にまったく興きよう味みがないかといえば噓うそになる──


「二ノ宮くん、何をぼんやり考えごとしてるんですか。ほら、日奈子さんが動き出しましたよ」


　……と、いうわけで。


　彼らは現在、綾川日奈子の『事情』を偵てい知ちすべく尾び行こうの最さ中なかであった。放課後の学校帰り、町の雑ざつ踏とうの中である。


「動どう機きはわかるんだけど……果たして許されるんだろうか、こういう行こう為いは」


「今さら何を言ってるんですか。わたしが言い出した時、二ノ宮くん反対しなかったじゃないですか」


「とはいえ、覗のぞき見行為であることに変わりはないわけだし……」


　人ごみを縫ぬって日奈子の背中を追いながらも、いまだ良心の呵か責しやくに苛さいなまれる峻護である。


「いいんです、これも友情のためなんですから。それに日奈子さんだって悪いんです。わたしだって日奈子さんに言ってないことはたくさんあるけど、それにしたって日奈子さんは隠しすぎです。ずるいです。ですから──」


　ぐぐぐ、とこぶしを握にぎり締しめ、


「日奈子さんの『事情』を探さぐって、家のある場所を突つき止めて、しかる後に日奈子さんの家に招しよう待たいしてもらいましょう」


「…………」


　やはり月村真由、友人の家に連れて行ってもらえないことが相当にご不ふ満まんな様よう子すだ。


　諦あきらめの吐と息いきをつきつつ、峻護はあらためて前方を見やる。


　制せい服ふく姿すがたの日奈子は追つい跡せき者しやの存在に気づくこともなく、町中をぶらぶら散さん策さくしている様子だ。左右の店に代わる代わる視し線せんをやっているところをみると、ウィンドウショッピングの最中なのだろう。連つれ合あいはおらず、ひとりきりである。


　なるほど、このあたりからして既すでに首をひねるに足る。人望のある彼女は友人の数もかなり多い。単たん独どくで行こう動どうするのを好む一いつ匹ぴき狼おおかみ、という性格でもあるまいし、町をぶらぶらするのであれば誰だれか誘さそい合わせるのが自然ではあるまいか。


「確たしかに解げせない点はあるよな、綾川さんの行こう動どう……」


「ね、そうでしょう？　下校の時って、わたしは大体二ノ宮くんと一いつ緒しよじゃないですか。だから日奈子さんと一緒に帰る機き会かいがほとんどなくて、それでこれまで気にしてなかったんですけど」


「ところでさ、綾川さんの家の住所を知る方法は他にもあるわけで。彼女の家の場所がわかるなら、こんなストーカーまがいの真ま似ねをせずとも彼女の情報をいろいろ知ることができると思うんだけど。実じつ際さいに家に行ってみて、近所の人に聞き込みしたりとか」


「いえ、それが」困ったように眉まゆを寄よせ、「わからないんです、日奈子さんの住所」


「わからない？　クラス名めい簿ぼとかは調べてみた？」


「はい、調べました。でもやっぱり載のってないんです、日奈子さんの住所だけ」


「クラス名簿にも載ってない……？」


　これまでまったく気づかなかったが……それが事じ実じつとすれば真由ならずとも関かん心しんを持つのが人情だろう。


「ちょっと普ふ通つうじゃ考えられないことだよな。月村さん、それは住所だけじゃなくて、たとえば電話番号なんかも──」


　と、次の瞬しゆん間かん。


「って、うわっ？」


　それはまったくの不ふ意い打うちだった。話している最中、巨きよ大だいな何かがいきなり背中に衝しよう突とつしてきたのである。


　長身の峻護が軽々と吹ふっ飛とばされ、不ふ覚かくにもアスファルトに両手を突つく。


「いてて……」


　振ふり仰あおいで見ると、


「失礼」


　峻護を突き飛ばしたものが野の太ぶとい声を発した。


「────！」


　見上げた峻護が思わず息を飲んだほどの、雲くもを衝つくような大男だった。二メートルを優ゆうに超こえる身長と、樫かしの木のように身の詰つまった身体からだを黒スーツに包み、顔には同じく黒いサングラス。なんとも剣けん呑のんな見た目の人物である。どうやら峻護は、後から走ってきたこの男にタックルよろしく激げき突とつされたものらしい。


「はうっ……」


　その男を一目見た真由があえなく失しつ神しんしかけ、あわてて峻護がその身を支ささえた。男だん性せい恐きよう怖ふ症しようの彼女にとって、この男のビジュアルは刺し激げきが強すぎたらしい。


「急いでいたゆえ、足もとをよく見ていなかった。どこかケガは？」


　謝しや罪ざいの言葉を口にしながらも、その顔には表情というものがない。声も平へい板ばんそのもので、まるで感情の色を感じさせなかった。生なま爪づめを剝はがされようと火で炙あぶられようと眉まゆひとつ動かしそうにない、そんな鉄てつの意い志しが無表情の裏うらに見え隠かくれしている。


「いえ、特にケガはないです」


　この男、プロだ──己おのれの無事を伝えつつも、峻護の本能はとっさにそれを直ちよつ感かんした。


「それは幸い。では、私は役やく目めがあるゆえ」


　軽く一礼し、巨体に似に合あわぬ鋭するどい動きで走り去っていく。その挙きよ動どう、明らかに高度な専せん門もん訓くん練れんを受けた者のそれであった。いかに足もとが不ふ如によ意いとはいえ、あれほどの男が『町中を走って通行人にぶつかる』などという凡ぼんミスを犯すとは。無表情とは裏腹によほど動転していたものと見える。


「いったい何者だろう、あの男……」


「うう……」


「っと。月村さんだいじょうぶ？　意い識しきをしっかりもって」


「あうう……はい、すいません……あっ。日奈子さんは？　日奈子さんはどこです？」


「え？……あ、しまった。今ので見失ったか」


「急いで捜さがしましょう。まだ遠くへは行ってないはずです」


「そうだな。よし」


　頷うなずき合い、二人はロストしたターゲットを再度捕ほ捉そくすべく行動を開始した。
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　ロスした時間と町中の人通りの多さを考えれば僥ぎよう倖こうというべきだろう。


　運良くターゲットはすぐに見つかった。見失った地点からやや離はなれた場所にある書店。現げん在ざい、綾川日奈子はそこで立ち読みをしているところである。


「まあ、普通に立ち読みしているだけだな」


　物もの陰かげから遠巻きにして観かん察さつしながら、峻護。


「学校の帰り道に立ち読み……ごくごく普通の行動に思えるけど」


　人に知られたがらない彼女の『事情』を調べるにあたって、特に手がかりになることはなさそうだ。


「うーん確かに……あ、別の棚たなに移い動どうするみたいですね」


　真由の言う通り、日奈子は手にしていた雑ざつ誌しを置いて店内を移動し始めた。移動先はマンガ本が並ならぶ一角である。


「彼女、マンガが好きなんだっけ？」


「はい、かなり好きですね。というか日奈子さんってものすごく趣しゆ味みが多くて、色んな方面の知ち識しきが深い人ですから」


　同じく日奈子の様よう子すがよく見える位置にポジションを変えつつ、二人の偵てい察さつ者しやはそんな会話を交かわす。


　日奈子は棚の前に立ち、あごに手を当ててためつ眇すがめつ書しよ籍せきを物ぶつ色しよくしている。まるで家族の命めい運うんを両りよう肩かたに背せ負おって仕事をしているブローカーのように真しん剣けんな目つきだ。


「……ずいぶん熱心だな、綾川さん」


「自分の趣味に関することをしている時は、いつもあんな感じですよ。そういうことには手を抜ぬかないひとですから」


「なるほど……お、本を手に取ったな。あれはなんだろう」


「ええとあれは──って、あれって『ベニスの公こう子し様さま』のアンソロじゃないですか！」


「へえ、この位置からちょっと見ただけでよくわかるね。で、そのベニスの公子様のアンソロっていうのはどういう内容なんだ？　ぱっと見ただけでそこまでわかるくらいだし、月村さんもずいぶん詳くわしそうだけど」


「ええっ？　いえそのまあ、今はそんなことどうでもいいじゃないですかあはは。あ、ほら、日奈子さんに動きがありますよ。ほらほら」


　その言葉に視し線せんを戻もどしてみれば、日奈子は手に取った件くだんの本をぺらぺらめくってはウンウン頷うなずき、やがてなにか決心するように小こ気き味みよい音を立てて本を閉じた。


「買う気になったのかな？」


「みたいですね……あ、お財さい布ふの中身を確かく認にんし始めましたよ」


「そうだな。でもなんだか、お金を数えている綾川さんの表情が暗くなっていくな……あ、ため息をついてる」


「お金、足りなかったんでしょうか……？」


　どうやらそういうことらしい。未み練れんも露あらわに本を棚に戻し、名残なごり惜おしそうに店を後にしようとして、


「あ、戻ってきた」


　くるっと踵きびすを返し、一転して明るい顔になって戻ってきた。


　本棚から再び目的の書籍を取り出し、意い気き揚よう々ようたる足取りでレジに向かう。


「いったいどうしたんでしょう？」


「さあ……？」


　首を傾かしげつつ二人が成なり行ゆきを見守る中、日奈子はサイフの中から一枚のカードを取り出して店員に差し出した。まるでアメリカンエキスプレスのゴールドカードでも提てい示じするかのように小鼻を膨ふくらませてはいるが、


「ポイントカードですよね、あれ……」


「ポイントカード、だよなあ」


「お財布の中身は足りなかったけど、ポイントカードのポイントがたまってたのを思い出して、それであんなに明るい顔になったんですね……」


「そういうことだろうなあ」


　なんとなく腑ふに落ちないというか、納なつ得とくいかないというか、複雑な気持ちになる峻護と真由。豪ごう放ほう磊らい落らくできっぷのいいイメージのある日奈子にしては、スケールが小さいというかセコいというか……。


　そんな彼らをよそに、日奈子はホクホク顔で店を出て行く。


「なんか……めちゃくちゃ嬉うれしそうだな」


「ええ。めちゃくちゃ嬉しそうですね」


　後を追いつつも、やっぱり『なんだかなあ』という気分が抜けない二人の前に、さらなる想そう定てい外がいの事じ態たいが待ち受けていた。


　スクランブル交差点で、日奈子が信号待ちをしている時である。


「あ、日奈子さんがまた動きます」


「そうみたいだな。今度は何を……」


　二人が注ちゆう目もくする中、日奈子は。


　交差点の片かた隅すみでポケットティッシュ配りをしているお姉さんのところまで行き、


「……ティッシュを受け取りましたね」


「受け取ったな」


「嬉しそうですね」


「嬉しそうだな」


「──あ、信号が変わりました」


　信号待ちをしていた人々が一いつ斉せいに動く。もちろん、同じく信号待ちをしていた日奈子も。


　だが。


「あれ？　道を渡わたったところでまた信号待ちしてますよ？」


「ああ、同じ交差点だな」


　顔を見合わせる二人。なんとなあく、次に日奈子が取る行動が読める気がした。


　果はたして、もう一度信号を渡った日奈子は──


「……またティッシュのお姉さんのところに行きましたね、日奈子さん」


「……ああ、行ったな」


「またポケットティッシュ、受け取りましたね」


「受け取ったな。何食わぬ顔で」


「あ、またこっちに戻ってきましたよ」


　再び信号が変わり、横おう断だん歩ほ道どうをこちらに渡ってくる日奈子。さて、次の目もく的てき地ちはどこであろうかと見ていれば──


「……また信号待ちしてますね、日奈子さん」


「……ああ、してるな」


「…………まさか、もうやらないですよね？」


　だが、ほとんど半はん眼がんになって呟つぶやいた真由のセリフは、届とどけ入れられることなく終わった。日奈子は意い気き揚よう々ようとして再々度道を渡り、ティッシュのお姉さんに堂どう々どうとその手を差し出したのである。


　そして、二度ばかしティッシュを獲かく得とくしただけでは彼女の欲よつ求きゆうを満たすことは叶かなわなかったらしい。横断歩道往おう復ふくは、戦せん利り品ひんの数が二桁けたに及およぶまで続いたのだ。


　カバン一いつ杯ぱいにティッシュを詰つめ、ホクホク顔で次の目的地に向かう友人の背中を、何か新しん種しゆの生物でも発見したような目で見つめる二人。


「嬉しそうな顔してるなあ、綾川さん。なんだかおれ、彼女を見る目がだんだん自分の中で変化していくのが自覚できるんだけど」


「…………」


「つまるところ綾川さんの事情というのは──」


　と、次の瞬しゆん間かん。


「って、うわっ？」


　またもや完かん全ぜんなる不ふ意い打うちだった。明らかになっていく日奈子の実じつ像ぞうに気を取られている隙すきに、重じゆう量りよう感かんたっぷりな物ぶつ体たいがいきなり背中に衝しよう突とつしてきたのである。


　体格のいい峻護が人形みたいに吹ふっ飛とばされ、不ふ覚かくにもアスファルトに両手を突つく。


「いてて……」


　振ふり仰あおいで見れば、


「私も焼きが回ったな。同じミスをこうも繰くり返すとは──」


　仁に王おう像ぞうを連れん想そうさせる先ほどの黒服男が、鉄てつ面めん皮ぴのまま峻護を見下ろしていた。


　手を差さし伸のべて助け起こしつつ、


「失礼、意図してのことではないのだ。どうも私は足もとが不注意になりがちでね」


「いえ、こちらもケガはありませんから」


　立ち上がって男を見上げれば、首が後ろ向きに九十度曲がりそうなほどに大きい。なるほど、この大男にしてみれば峻護の頭の位置など『足もと』程てい度どの高さでしかないのだろうか。


「いかん、こうしてる間にまたしても見失ってしまったか」


　抑よく揚ようのない声で言い置くと、まるで体重を感じさせない足取りで雑ざつ踏とうの向こうに消えていく。その動きはやはり、一流のプロのものかと思えるのだが。


「……弘こう法ぼうも筆の誤り、というやつかな？……おっといけない、また綾川さんが見えなくなった。月村さん、早く追わないと──月村さん？」


　振り返り、「あちゃあ」と頭に手をやる峻護。


　男だん性せい恐きよう怖ふ症しようの少女は。


　巨きよ漢かん男との再さい度どの接せつ近きんに耐たえ切れず、黒服男を見上げた格かつ好こうのまま気き絶ぜつしていた。
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　その後、真由をどうにか蘇そ生せいさせ、再び運良く発見できた日奈子の尾び行こうを続けるうち。


　彼女の実像は、いよいよ現げん実じつ感かんを伴ともなって白はく日じつの下もとに晒さらされていくこととなった。


「正直おどろいたよ。あの綾川さんにこんな姿すがたもあっただなんて。いやはや、ショックというか何というか……」


　これまでつぶさに検けん分ぶんしてきた日奈子の行動に、峻護はちょっとばかり呆ぼう然ぜんたる面おも持もちである。


　尾行によって窺うかがい知ることのできた綾川日奈子の行動をいくつかピックアップしてみると──例えばスーパーマーケットでの買い物。


　特とく売ばい品ひんに狙ねらいをつけるであろうことは容よう易いに想そう像ぞうがついた。だがさすがに、一パック百円の小アジを選ぶのに三十分もの時間をかけるとは思わなかった。彼女は山と積まれているパックをひとつずつ取り崩くずしては丹たん念ねんに比くらべあげ、その中で最も新しん鮮せんでグラム数の多いパックを、執しつ拗ようなまでの情熱で調べ切ったのである。しかも、だ。そこまでして選せん抜ばつした一パック百円の小アジをレジに持っていくかどうかでさらに三十分もの間悩なやみ抜ぬき、挙あげ句くの果てにそのパックを元の山に戻もどしたのである。


　そこまでやったんなら買えよ、とは言うまい。何十回となく財布の中身と相談を繰くり返し、断だん腸ちようの思いが滲にじむ手つきと無む念ねんの嵐あらしが渦うず巻まく眼まな差ざしでパックを戻した姿を目まの当たりにしては、そんな残ざん酷こくな言葉は口にできまい。


　しかもこのエピソードにはまだ先がある。特売の小アジの購こう入にゆうを諦あきらめた日奈子が次に向かった先はお菓か子しコーナー。ここでも散さん々ざん財布の中身と相談した後ようやくレジにまで持っていった商品が──


「まさか、一個十円のチョコレートひとつきりとはなあ」


　どこか遠い目でひとりごちる峻護である。


　綾川日奈子という少女は一体どこまで慎つつましいのだろう。いや、慎ましいというか何というか──ともかく、峻護の心しん象しように強きよう烈れつなイメージを焼き付けたことだけは確かである。わけても十円チョコ一個をレジに通してわざわざレシートまで受け取る姿は、慎ましやかを通り越こしていじらしさすら覚えたものだ。何も買わずに店を出るよりもよっぽど心に痛い光こう景けいである。というか、わずか十円の商品を購入することすら躊躇ためらわせる財布の中身とは、果たしていかなるものなのだろう。一度彼女の財布の中身を見せてもらいたいと思う。純じゆん粋すいな好こう奇き心しんでもって。


（綾川さん……いったい彼女の実像とはどんなものなんだろう。おれがこれまで彼女だと思ってきた同級生は、上うわっ面つらだけを取とり繕つくろったかりそめの姿に過すぎないのだろうか）


　尾行を続けながら心の中で嘆たん息そくする。現在地は町の中心をやや離はなれた住宅街。


　そばにあった大きな屋や敷しきの塀へいに姿を隠かくしながら、ターゲットの後ろ姿を確かく認にんする。このあたりは住宅街だけに人通りは少ないゆえ、追つい跡せきには細さい心しんの配はい慮りよでなされた穏おん形ぎようが欠かせない。


　日奈子は尾行者の存在に気づいた風もなく、ごく自然な足取りで帰き途とを行く──


「日奈子さんは、水みず臭くさいです」


　ぽつん、と。


　長いこと黙だまったまま付いてきていた真由が、不ふ意いに呟つぶやいた。


「月村さん？」


「だってそうじゃないですか。そんなに苦労してるんならひとこと言ってくれればいいじゃないですか。そうしてくれれば、わたしにできることだって少しはあるかもしれないのに。これじゃほんとに、寂さびしい話になっちゃうじゃないですか……」


　しょんぼりと肩かたを落とす。親友と呼んで差さし支つかえない相手の知られざる姿を目の当たりにして、峻護以上にショックを受けているようだ。


「今にして思えば……確かに日奈子さんって多た趣しゆ味みな人ですけど、趣味にお金をつぎ込んでいる様よう子すはありませんでした。同人誌ほんにしても、借りてきたり譲ゆずってもらったりしたものばかりだったみたいだし……それにわたし、そもそも日奈子さんがお財布を取り出すところだってほとんど見た記き憶おくがないんですよね、よくよく思い出してみると」


　そばにあった広こう壮そうな洋館の庭木の間に身を滑すべり込ませつつ、峻護は慰なぐさめの言葉をかける。


「月村さん、気持ちはわかるけど元気を出して……」


「ああっ、なんてことでしょう！」


　だがこぶしを振り、髪かみも振り乱みだして、失しつ意いの少女は大いに嘆なげくのだ。


「あの日奈子さんが、まさか、まさかそこまで貧びん乏ぼうだったなんて！」


「……月村さん、それは事じ実じつかも知れないけど、あんまり露ろ骨こつな単たん語ごで表現するのはよくないよ」


　だか峻護の忠ちゆう告こくも届いておらぬ様子で、真由はなおも悲ひ嘆たんに暮くれる。


「あそこまで出しゆつ費ぴをケチってケチってケチりまくるということは……きっと日奈子さんの家は二十人家族くらいで、日奈子さんがひとりでみんなの面めん倒どうをみてるんです。両親は病気がちで働けなかったり、子供たちを見み捨すてて夜よ逃にげしたりしてて、経けい済ざい的てきに恵めぐまれてなくて……いえ、それどころか両親は飲んだくれのどうしようもない人たちで、日奈子さんはその両親のいいつけによって、ひとりで身体からだを張はって生活費を稼かせいでいるのかもしれません。とんでもない虐ぎやく待たいです。すぐにでも児じ童どう相そう談だん所じよに通つう報ほうしないと」


「月村さん、児童相談所に動いてもらうためにはもっと確かく実じつな証しよう拠こを押おさえないと。というか、いくらなんでも想そう像ぞうが飛ひ躍やくしすぎだろう。今日び二十人家族って」


　そばにあった、いかにも有名デザイナーが設せつ計けいしてそうなモダン邸てい宅たくの門もん柱ちゆうの陰かげに姿を潜ひそませつつ諫いさめるが、真由はいよいよ想像を逞たくましくさせて、


「まさか……まさかとは思いますけど、ひょっとして日奈子さんの住所がクラス名めい簿ぼに載のっていないのって、そもそも日奈子さんには住むべき家がないからなのでは？」


「いや、さすがにそれはないだろう」


　道路わきに停とめてあったリムジンが作る死角に入りつつ突つっ込みを入れるが、


「なんてことでしょう、在ざい住じゆうすべき家屋すら持ち得えないなんて……きっと公園のベンチとか橋の下とかで、穴あなだらけの毛もう布ふにくるまって寝ね起おきしてるんですね。家族二十人で。水道もないから、公こう衆しゆうトイレで毎日身づくろいして……空き地を耕たがやして畑にして野菜を作って、それを生活の足しにしたりして……日奈子さん、なんて不ふ憫びんな……」
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「いやだから。そんな難なん民みんキャンプみたいな暮らしはさすがに──」


　と、そこまで言ったところで。


　ふと気づき、周囲を見回してみる。大きな家々。広い庭に遊ぶ毛け並なみのいい犬。ガレージに並ぶぴかぴかの輸ゆ入にゆう車しや。


　首をかしげる。このあたりは住宅地で、町の散さん策さくを終えた日奈子は真まっ直すぐこの地区に入ってきた。ということは──


　が、そこまで想像を働かせた峻護の思し考こうは半なかばにして断たたれることとなった。


　追つい跡せき対たい象しようたる日奈子の周囲に数台の高級車が停とまり、中から出てきた黒服の男たちが彼女を取り囲んだのである。


「何だ何だ──？」


　会話を保ほ留りゆうし、状じよう況きようの推すい移いに集中する。遠くて判はん然ぜんとしないが、日奈子と黒服たちは何やら言い争あらそいを始めたようである。事情はわからないが、あまり穏おん和わな状況ではなさそうだ。取り囲む男たちは少女を逃がすまいと包ほう囲いの輪わを縮ちぢめ、日奈子は目を吊つり上げて大声を上げている──ように見える。


（！　あの男……）


　見れば、男たちの中にひときわ目立つ巨きよ漢かんがひとり。町中で峻護を吹ふっ飛とばしたあの鉄面皮が、集団を代だい表ひようするように一歩前に出る形で、日奈子と争っているらしいのだ。


（どういうことだ？　いや、そんなことより早く助けに行くべきか……）


　だがしかし今は身を隠かくしての尾び行こう中ちゆう。ここで出て行けば自分たちのことを日奈子に悟さとられることにもなる。


「どうする？　月村さん──」


　この追つい跡せき行こうの首しゆ謀ぼう者しやに判はん断だんを仰あおごうと振ふり返った時。いや、峻護がセリフを言い終わらないうちから既すでに。


　真由は普ふ段だんのおっとりした性格に似に合あわぬ俊しゆん敏びんさで、弾だん丸がんのように飛び出していた。


「そ、そこの黒服さんたち、日奈子さんから離はなれてください！」


　叫さけびながら快かい足そくを飛ばし、真まっ直すぐ現場へと向かっていき、


「げ、真由──？」


　叫び声に気づいた日奈子がこちらを向いて目を丸くし、ワンテンポ遅おくれて闖ちん入にゆう者しやに気づいた黒服たちが何か行動を起こす前に、真由は両者の間に割わり込んでいた。


「ひ、日奈子さんをいじめるのは、わ、わたしが許しません！」


　急いで後を追いながら、峻護もまた目を丸くする。根っからの男だん性せい恐きよう怖ふ症しようである少女が、いかつい黒服たちの前に立ちふさがっているのだ。へっぴり腰ごしになってぎゅっと瞼まぶたを閉じ、手足はもちろん声まで震ふるえているけれど、失しつ神しんすることもなく意い識しきを保たもち、友人を護まもるためになけなしの気力を振り絞しぼっている。


「真由……」


　ポカンとしたまま、しかしどこか温かい眼まな差ざしで友人の名を呟つぶやく日奈子。


　一方、水を差された格かつ好こうになった黒服たちはお互たがいに顔を見合わせていたが、リーダー格らしい例の巨漢が例によって無表情のまま、


「どうやら誤ご解かいがあるようだ。私たちは決して、」


「問もん答どう無む用ようです！　どんな成り行きであれ、この場を見み渡わたせば状況は一いち目もく瞭りよう然ぜん。女の子ひとりを大の大人が大おお勢ぜいで囲むなんて──あなたたちは悪です！　まちがいなく！」


「あー、真由？　盛もり上がってるところ言いにくいんだけどさ、この連中は──」


「だいじょうぶです日奈子さん。あなたはわたしが護ります。もう恐こわくないですから、そこでじっとしててください」


　黒服はもとより友人の話にも耳を傾かたむけず、ガンコに言い張はる。


「……あー、とりあえず話、進めよか」


「……承しよう知ちいたしました」


　話を聞こうとしない少女をいったん脇わきに置き、当とう事じ者しやたちは状況を進行させることにしたようだ。


「とにかく、あたしはその車に乗るつもりないから。何度も言ってるでしょ？　いい加か減げんあきらめなさいよあなたも。しつこいったらありゃしない」


　両手を腰に当てて強い視線を放つ日奈子へ、巨漢の黒服が冷静に反はん論ろんする。


「そうはおっしゃいますが、我われ々われも職しよく務む上じよう、務つとめを果たさないわけにはいかないのです。そちらこそいい加減聞き分けてください、日奈子お嬢さま」


『……日奈子お嬢じようさま？』


　目を丸くして友人を振り返った真由と、遅れて到とう着ちやくした峻護の声とが、きれいにハモった。





　　　　＊





「すいません、早とちりしてしまったみたいで……」


　数分後。


　お互いに事情を説明しあい、ようやく納なつ得とくした真由が、小さく縮ちぢこまって黒服たちに謝しや罪ざいしていた。


「いえ、お気になさらず。お嬢さまにあなたのようなご学友がおられて、私どもも喜ばしい限りです。こちらこそ先ほどの町中では大変失礼をいたしました。なにとぞご寛かん恕じよの上、今後ともお嬢さまのことをよろしくお願いいたします」


　巨漢の黒服──黒くろ木き、と名乗った──が、一同を代表して頭を下げる。見た目のいかつさと無む表ひよう情じように似ず、よく洗せん練れんされた動きだった。


　話を聞いてみれば、事情は別に切せつ迫ぱくしたものでも危険の香かおりがするものでもない。黒服たちは日奈子の家の使用人。そして彼らは令れい嬢じようたる日奈子の登下校を車で送そう迎げいすべきところを、当の日奈子が強きよう硬こうに突っぱねていたらしい。町中で出会った黒木が慌あわただしい様子だったのは、次じ善ぜんの策さくとして陰かげながら主あるじを警けい護ごする役目を負っていながら彼女を見失ってしまったため、だとか。


　状況を整せい理りすれば要するにそれだけのことであり、大したことでもない。そう、ただ一点を除のぞいては。


「しかし驚おどろいたよ。綾川さんが、あの綾川グループの令嬢だったなんて」


　金きん融ゆう、不ふ動どう産さん、ゼネコン──様々な事じ業ぎようを手広く展てん開かいする綾川グループといえば、この国ではちょっとした有名どころなのだ。


　ちなみに綾川家は峻護が想像したとおりこの高級住宅地の一角にあり、なおかつここら一いつ帯たいでもひときわ立りつ派ぱな大だい御ご殿てんであるそうな。クラス名めい簿ぼに綾川家の住所が記き載さいされていなかったのは無む論ろん、住むべき家が存在しないからではなく、ＶＩＰ待たい遇ぐうたる綾川家に学園側が配はい慮りよしたものであるらしい。


「でも、それだったらそうとひとこと言ってくれればいいのに。たしかにちょっと水みず臭くさいと思うな」


「あはは、ごめんごめん。でもあたしってさー、そんな『お嬢さま』みたいなガラじゃないじゃん？　自分から言うのも照れくさいっていうか……それにまあお嬢だろうとそうでなかろうと、別に付き合い方が変わるわけでもないっしょ？」


「それはまあそうだけど……でも綾川さん、それにしては君って、その──」


「あーうん、言いたいことはわかるよ二ノ宮くん。それにしてはセコいって言うんでしょ？　今日一日あたしの後つけてたんならそう思うわよねえ」


　カラカラと快かい活かつに笑う。


「でもまたどうしてそんな、お金を使おうとしないんだ？　君ならそこまで節せつ約やくせずとも余よ裕ゆうはあるだろうに」


「んー、なんつーかさ、」頭をぽりぽり搔かきながら、「あたしにとっての節約は言ってみれば……一種の趣しゆ味み？　っていうか嗜し好こう？　みたいな。家に金があるからって、自分の稼かせぎでもないのに湯水のように使うのは性しように合わないわけよ」


　聞けば綾川日奈子、財産家の令嬢でありながら自じ立りつ心しんが極きわめて強く、何なに事ごとにつけても家の力に頼たよることを良しとしないのだという。


「そりゃまあ、この歳としで何でもかんでも自分ひとりでできるわけじゃないけどさ。それでもできるだけのことはしたいわけじゃん」


「その心こころ意い気きは見上げたものだけど……とはいっても綾川さん、君の節約っぷりはちょっと行き過すぎてはいないだろうか。綾川グループの令嬢ともなれば、もう少しこう、体てい裁さいというものが──」


「彼の言う通りです」


　と、無表情のまま同意する黒木。


「お嬢さま、吝りん嗇しよく癖へきもほどほどにしていただきますよう。綾川グループの令嬢たる者、もう少し金きん銭せん感かん覚かくにスケールの大きさを持って頂いただかねば──」


「うっさい吝ケ嗇チとか言うな。それと黒木、あんたいい加か減げんその呼び方やめなさいって言ってるでしょ。お嬢さま、なんて呼ばれると背すじがぞっとするのよこちとら」


「しかし綾川家ほどの家か格かくとなれば、それ相そう応おうの格かく式しきを大切にして頂かねば。それに良家の令嬢ともあれば何かと危険にも晒さらされやすいもの。登下校の道のりを車で送そう迎げいするのは当然でしょう。せめてそのくらいは──」


「あーもーうっさいうっさい。その話はもうきーきーあーきーたー。そういうのはあたしの趣味じゃないの。車でガッコに乗り付けるなんて冗じよう談だんじゃないわよ嫌いや味みったらしい。大体あんたたちがしつこく迎むかえに来たり警けい備びが必要だとか言って周りをうろちょろするからあたしも友達と一いつ緒しよに帰りにくかったりするんじゃない」


　両手で耳を塞ふさぐ日奈子。どうやら万ばん事じ、彼女はこんな調ちよう子しらしい。


「仕し方かたありませんね」


　先に折れたのは黒木の方だった。


　トーンの変わらぬ声のまま、


「今日のところはご友人の前でもありますし、引き下がりましょう。ですがお嬢さま、いつの日かあなたが諸しよ事じ、綾川家の令嬢にふさわしい行動を取っていただけるまで、何度でも忠ちゆう言げんに及およばせていただきます」


「へーへーどうぞお好きに。あたしはあたしの好きなようにやらせてもらうかんね」


「ま、まあまあ日奈子さん」


　それまでオロオロと成り行きを見守っていた真由が、ぎこちなく仲ちゆう裁さいに入る。


「黒木さんの言うことにも一いち理りありますよ。もう少しお嬢さまらしくしても……」


「真由」


　じろり、仲裁者を睨にらみつける日奈子。


「そんなこと言える立場なわけ？　あたし、あんたにだって言いたいことはいくらでもあるんだからね？　なによ人のあとコソコソつけまわしたりして、あたしがムカついてないとでも思ってるわけ？」


「うっ。すいません……」


「……でも、まあ」


　コホン、と咳せき払ばらいしてあさっての方角に視線をやりつつ、


「あたしを心配してくれたのはありがたいと思ってる。さっき、あたしと黒木の間に入ってくれたのも嬉うれしかった」


「えっ」


「だからまあ、それで帳ちよう消けしにしてあげなくもないかな」


「日奈子さん……」


　キラキラと瞳ひとみを輝かがやかす友人へ、照てれくさそうにはにかんでみせる日奈子。


「じゃあ、じゃあ、」


　瞳から星がこぼれ出そうなほど期待に満ちた表情で、


「家のことを隠かくす理由もなくなったわけだし、だったらもう日奈子さんの家に遊びに行ってもいいですよね？」


「ダメ」


　言げん下かに拒きよ絶ぜつする日奈子にキョトンとした真由だが、


「……そ、そうですよね、いきなり家にお邪じや魔ましたって、都つ合ごう悪いことだってありますよね。ええとその、じゃあ明日では？」


「イヤ。明日も明後日あさつてもその先も、あんたは家に呼ばない」


「な、なんでですかっ！」


「さっき帳消しにしたって言ったでしょ？　つまりプラマイゼロ、元の状じよう態たいに戻もどっただけ。元の状態というのはつまり、あたしがあんたを家に呼ばない状態なわけでしょ？　だから家には呼ばない」


「そんな理り屈くつがありますか！」


「帳消しにしたってムカつきは収おさまってないのよ。なによまったく、黒木でもあるまいし、セコセコとつけまわしてさ。気に食わないったらありゃしない」


「ひどい。『帳消しにした』って言ったことを蒸むし返して……そもそもですね、なんだかんだ理由をつけてましたけど、それにしたって日奈子さんのけちんぼはひどすぎるんです。見てて情けないったらありませんでした。まったく何ですか、百円の小アジで散さん々ざん迷まよって、しかも買わないだなんて……自立心がどうとか家か格かくがどうとか、そういうこと以前の問題じゃないですか」


「うっさいわね、人の趣味にケチつけんじゃないわよ。そんなこと言ったらね、あんただっておっちょこちょいにも程ほどがあるっての。なーにが『あなたたちは悪です！　まちがいなく！』よ。義ぎ俠きよう心しんに酔よってたのかなんだか知らないけどさ、もっと人の話を聞けっつーの。相あい変かわらず何かに熱中すると周りが見えなくなるんだから」


「そ、そんなこと言ったら──日奈子さんだって『ベニスの公子様』のアンソロ買うだなんてひどいじゃないですか。『ベニプリはしょぼい』とかあれほど言っておきながら、わたしに黙だまってこっそり買うつもりだったんですね？　この裏うら切ぎり者」


「ちょ、そんな話は今関係ないでしょ！」


「お嬢さま、どうか穏おん便びんに。月村さんももう少し落ち着いてください」


　みにくい言い争いを始めた少女たちを黒木が諫いさめにかかるが、二人ともどこ吹ふく風。紛ふん争そうはいよいよヒートアップしていくばかりである。


「困ったものだ。二ノ宮くん、君からも何とか言ってもらえないだろうか。ケンカを止めねばならん」


「え？　いや、止めなくてもいいと思いますよ？」


　その言葉に、この岩のような巨きよ漢かんが初めて表情を動かした。


　わずかに首をかしげて、


「なぜだ？　このまま放ほうっておけば今にも殴なぐり合いが始まりそうな勢いきおいだが」


「いや、どうして、というか」


　いがみ合う二人にあらためて視線を向けてみる。なるほど、確かに一見すると険けん悪あくな空気に見えるが──


「ほら、やっぱり止める必要、ないと思いますよ？」


「…………？」


　不ふ思し議ぎそうな顔をする黒木だが、そんな顔をされたところで峻護もまた困った顔を返すしかない。


　もう一度同級生二人を眺ながめやってから、峻護はあらためて確かく信しんする。


（……止める必要、ないよなあ？　やっぱり）


　なぜかって？


　なぜなら今にも嚙かみ付かんばかりにやりあう二人の姿はどこか、峻護の目には楽しそうに見えるのだから──







おしまい





　峻しゆん護ご、新あらたな頭ず痛つうの種を拾ひろうのこと







「……誰だれだろう、あれ」


　放ほう課か後ご、神じん宮ぐう寺じ学園の中なか庭にわ。そろそろ日も落ちるかという夕ゆう間ま暮ぐれ。


　二にノの宮みや峻しゆん護ごがその奇き妙みような二人連れを見たのはそんな折おりのことであった。


　ひとりは小こ柄がらな少女である。百五十センチもなさそうな背せ丈たけ、触ふれただけでも折おれてしまいそうな細ほそ身み。おかっぱに切りそろえた髪かみとあわせ、どこか人形じみて見える。


　もうひとりも女性、こちらは妙みよう齢れいのご婦ふ人じんである。長くクセのない髪を品よく背に流し、ほどよく年ねん輪りんを経へた艶つやっぽさが一いつ挙きよ一いち動どうから滲にじみ出る美人。


　と、ここまでであれば特とく段だん目め立だつわけでもない。目立っているのは二人の服ふく装そうである。彼女たちはいずれも、一いつ般ぱん市し民みんの日にち常じよう着ぎとは言いがたい着ちやく衣いに身を包つつんでいるのだ。紅白の和わ袴ばかま──いわゆる巫み女こ服ふくというやつである。


　言うまでもないが、『神宮寺』などという名が付いているとはいえ、この学園はあくまでも一般的な高等学校。神職を養成する教育機関などではなく、巫女姿すがたの女性が当たり前に目につくような場ば所しよ柄がらではない。


「何をしてるんでしょう、あの子」


　と首をひねったのは月つき村むら真ま由ゆである。彼女と峻護は週しゆう番ばんの仕事を終え、遅おそめの帰き路ろにつこうとしていたところであったのだが、


「さっきからずっと、あっちへ行ったりそっちへ行ったりしてるような……迷まい子ごにでもなってるんでしょうか？」


　そう、先だってから巫女少女は巫女婦人を引き連れて、ひとけのなくなった敷しき地ち内ないをふらふら徘はい徊かいしているのである。右へ行ったかと思えば左に引き返したり、ぐるりぐるりと左右を眺ながめ回したりしながら。


「迷子になる、って言ってもそこまで広い学校でもないしな、ここ。となると何か落とし物でもしたのかな？」


「声、かけてみましょうか」


「そうだな」


　基き本ほん、峻護も真由もお人よしにできている。この程てい度どの親切は彼らにとってごく自然の行こう為いだった。それ自じ体たいは大いに賞しよう賛さんされてしかるべき美び徳とくなのだが──この時の判はん断だんを、峻護は後のち々のちまで後こう悔かいし尽つくすことになる。


「あの、何をしてるんですか？」峻護は気軽に進み寄より、「お困りでしたら、何かお手伝いしますが」


「…………」


　呼び止められた二人はそろって足を止め、同じタイミングでこちらを振ふり返った。


　間ま近ぢかに相あい対たいしてみると、ひどく顔立ちのよく似にたペアである。どうやら親子らしいのだが、それぞれ纏まとっている雰ふん囲い気きはまるで違ちがっていた。母親の方は常にほがらかな笑えみを目元に湛たたえており、明るく親しみやすい印いん象しよう。ただしそのくせどこか儚はかなげで、ちょっと目を離はなすと搔かき消えてしまいそうな、ある種しゆの希き薄はくさとでもいうべきものを漂ただよわせているように思える。


　対して娘むすめの方は、遠とお目めに見た印象よりもさらに幼おさなく見える。ややオーバーサイズの巫女服の袖そでから覗のぞく手はモミジの葉っぱのように小さく、なで肩かたの上にのっている頭もやはり小さい。目鼻立ちもやっぱり小ぶりで、同時にどこか作り物じみて整っているのだが、どういうわけかその目はひどく眠ねむたげである。半なかば以上まぶたを閉とざし、かすかに身体からだを左右に揺ゆらしている様さまは、遠えん足そく帰りに疲つかれ果はててバスの中で舟ふねをこぎ始めている小学生にそっくりだった。


　顔の造りは似ているのにまるでタイプの異ことなる二人。共きよう通つうしているところといえば、呼よび止められたにもかかわらずどちらも一言も発さない点だろうか。母親の方は事ことの成なり行きを見守るようにニコニコと、娘の方は眠たげな目のまま値ね踏ぶみするように、それぞれ峻護と真由へ視し線せんを固こ定ていしている。


「あー、と……」


　こんな反はん応のうをされても対たい処しよに困る。居い心ごこ地ちの悪さを振り払はらうように咳せき払ばらいをして、


「探し物……ですか？　いや、そうじゃないならいいんですけど」


「──はい。そんなところです」


　と、ようやく応こたえたのは少女の方である。声質は見た目どおりの子供っぽいものだが、いたって明めい朗ろうな口く調ちようだ。睡すい眠みん不ぶ足そくと映うつるのは目つきだけのものらしい。


「ああ、やっぱりそうか。おれたちにできることがあるようなら、何か手伝うけど？」


「いえ、けっこうです。どうやら見つかったようですから」


「そう、そうか。いやそれならいいんだ。だったら暗くならないうちに早く帰ったほうがいいよ。じゃ、おれたちはこれで──」


「今日はわたし、本ほん業ぎようとは関係なくここに来たわけですが」


　踵きびすを返そうとした峻護に構かまわず、少女は会話を繫つないだ。今にもくっ付きそうなまぶたで、上体をゆらゆら揺らしながら、


「法ほうと正せい義ぎは時と場所を選ばずに執しつ行こうされねばなりません。外げ法ほうと不ふ義ぎを滅ほろぼす、それがわたしの使し命めいであり、力を持って生まれついた者の義ぎ務むでもある。これもまた何かの縁えんというものでしょう」


「はあ……」


　曖あい昧まいに返し、真由と顔を見合わせる。彼女もまた峻護と似たり寄ったりの困こん惑わく顔がおだ。


　そんな彼らを見て少女は「ふむ」と嘆たん息そくし、


「なるほど、うまく擬ぎ態たいして世せ間けんに溶とけ込んでいるようですが……わたしの目はごまかせませんよ。いさぎよく観かん念ねんしなさい、この世ならざる者よ」


　びし、と、そのちんまい手で指差したのは。


「……。え？　わたし？　わたしですか？」


　月村真由、その人であった。


「そうあなた──いえ、あなたの中に潜ひそむ悪あく霊りようこそがわたしの探し物。察さつするにあなたこそがすべての元がん凶きようでしょう。そして」


　ずびし、と今度は峻護に指を突つきつけ、


「あなたは彼女に取り憑ついた悪霊の邪じや気きによって自由意い思しを奪うばわれた操あやつり人形。悪霊の手て先さきとなって凶きよう事じを働く、おぞましき下げ僕ぼくというわけです」


「え、おれ？　おれもなの？」


「思えばこの学園に一歩足を踏ふみ入れた時から、わたしは不ふ吉きつな空気を肌はだに感じていました」


　きょとんとする峻護などお構いなしに、袴はかま姿の少女は遠い目をする。


「一目見てわかる、この学園を包む悪しき気配。正義感と義務感を呼び覚まされたわたしは穢けがれの源を突き止めるべく校内をくまなく探たん索さくした果て、ようやくあなた方を捕ほ捉そくできたというわけです」


「……ええと、すまない、さっきから君の言っていることが理り解かいできないんだが。もう少しおれにもわかるように説明してもらえないだろうか」


「ではもう一度言いましょう。そちらの女性には悪霊が取り憑いています。そして彼女のそばにいるあなたもまた、悪霊の放はなつ邪じや念ねんの影えい響きよう下かにある。なおかつあなた方はいずれもその悲しむべき事じ実じつに気づいていない」


「はあ。そう……なのか？」


「ええ、残ざん念ねんなことに。ですが安心なさい、この姿を見てのとおりわたしは神しん職しよくの位置にある者。怪かい異いに悩なやめる人々を救うのもまた責せき務むのひとつ。あなたたちに取り憑いた悪霊はわたしが責任を持って除じよ霊れいしてさしあげます」


「はあ、そう言われても……というかそもそも、おれたちにその、悪霊とやらが取り憑いてるって、どうしてわかる？　その判はん断だんをどうやってつけてるんだ？」


「わたしのように退たい魔まの秘ひ儀ぎを知る者は、見えざるものを見、この世ならざる業ごうを持つゆえに退魔師たりえるのです。それをお疑うたがいであるというなら、わたしからはもう何も言うことはありません」


　じっとこちらを見つめてくる巫み女こ少女。相あい変かわらず睡すい魔まと格かく闘とうしているような眼まな差ざしだが、峻護の目にそれは真しん摯しなものと映った。少なくとも今の話を彼女が大おお真ま面じ目めに語っているのだけは確かであろう。


　一方、彼女の母親らしき女性。こちらは相変わらず人当たりのいい微び笑しようのまま、そして一言も発さぬまま巫女少女の背はい後ごに立っている。娘の行こう動どうを見守っている、のだろうか。


「二ノ宮くん、二ノ宮くん」


　くいくいと真由が袖そでを引いてくる。不安げに峻護を見上げ、


「二ノ宮くん。ここはあの子を信じてみてはどうでしょうか？」


「信じる、というと？」


「わたしたちに悪いものが憑ついていて、それを取り除のぞいてくれると言うんだから、お任まかせすればいいと思うんです。言われてみるとわたし、最近ツキのないことが続いているような気がするし、ほんとうに何かが取り憑いているのかもしれません。それに彼女、なんだかただ者ではないような気がします」


　ふむ、と峻護は顎あごに手を当てる。本当に悪霊が取り憑いているかどうかは確たしかめようもないが、この巫女少女は何か見返りを求めているわけではない。任せたところで損そんはないだろう。ただ者ではなさそうだという意見にも同感だ。この少女には確かにどこか常じよう人じんならざる雰囲気がある。


「わかった、月村さんのいいようにしてくれ。君の判断に従したがう」


「ありがとうございます」


　真由はホッとした顔で自じ称しよう・退魔師に向き直り、


「話はわかりました。あなたにお任せします。どうぞあなたのいいようにしてください」


「賢けん明めいな判断です。わたしの実力をもってすれば悪霊などたちどころに除霊できますから、どうぞ大おお船ぶねに乗った気でいてください」


　少女は相変わらずの眠そうな目で請うけ合った。表情こそ乏とぼしいが、その目からは揺るがぬ自信が読み取れる。ひょっとすると、と峻護は思う。自分たちは望ぼう外がいな幸運に恵めぐまれたのかもしれない。世に五万とあふれる紛まがい物ではなく、真の力を秘ひめた霊れい能のう者しやに出会えるという幸運に。


「では、お願いします。わたしはあなたを信じます」


「わかりました。ではさっそく」


　頭を下げる真由に頷うなずきかけると、少女は袴の中に手を入れて。


　そこに収おさめられていた『あるもの』を引き抜ぬいた。


「んな……」


　あんぐり口をあける峻護。


　彼女が手にしたもの、それは。


　小こ柄がらな少女に到とう底てい似つかわしくないシロモノ──にぶい光を放つ日本刀であった。見るだに悪お寒かんの走るような、長くて分ぶ厚あつい大おお業わざ物ものである。


　少女はそいつを肩かたに担かつぐようにして構かまえると、例の半閉じまぶたで真由を見み据すえ、


「ではこれより除霊に取り掛かかります。まずは本体から」


「ちょ、ちょっとちょっと！」


　あわてて制せい止しの声を上げる峻護。


「ちょっと待ってくれ、何なんだその刀は？　そんなもの持ち出して何をしようとしてるんだ君はっ？」


「この刀ですか？　よくぞ聞いてくれました」


　眠そうな目のまま頷くと、まるで恋こい人びとと戯たわむれるような仕し草ぐさで大たい剣けんをさすり、


「これは霊れい刀とう『鬼おに断たち丸まる』。わたしがもっとも愛する霊れい具ぐのひとつです。見てください、この刃やいばの輝かがやきと美しい刀とう紋もんを。これぞまさしく人ひと斬きり包ぼう丁ちよう、この世で最も美しい凶きよう器き。闇やみから闇へと渡わたって人知れずこの世ならざる悪を討うつわたしに、これ以上なくふさわしい相あい棒ぼうだとは思いませんか？」


　にぃ、とくちびるの端はしを吊つり上げ、つ──っと刃に舌したを這はわせ、


「嗚あ呼あ、今こ宵よいの鬼断丸はこの上なく血に飢うえています。こんなベストコンディションの彼に除霊されるなんて、あなたたちはとても運がいい。──さ、質問はそれで終わりですか？　それではお覚かく悟ごを」


「待て。待て待て待て待て！」


　少女のかなりイっちゃってる言げん動どうに呆気あつけに取られていた峻護はそこで我われに返り、


「わあ、かっこいい！」


　目をキラキラさせて歓かん声せいを上げた真由に、思わずずっこけた。


「紅白の巫女装しよう束ぞくに日本刀なんて、いかにも本ほん格かく的てきな巫女さんっぽいですね。わたし信じます。さあその霊刀で早く除霊を、」


「ちがう！　そうじゃないだろうこの場合の反応は！」


　思わず真由の頭をはたく峻護。


「痛い……ひどいです二ノ宮くん」


「いいから黙だまってて。一いち応おう確かく認にんしておきたいんだけど──」


　巫女少女に胡う散さん臭くさげな視し線せんを向け、


「その日本刀はあくまでも儀ぎ式しき用ようとして使う道具であって、それ以外の用よう途とに用いることはないんだろうね？」


「……？　おかしなことを言うひとですねあなたは。刀の存そん在ざい意い義ぎなんて、人を斬る以外にありますか？　この鬼断丸を使ってネギでも刻きざめと？　なんと礼を失しつする発言でしょう。謝あやまってください彼に。わたしの相棒に」


「そうですよ二ノ宮くん。せっかく親切に除霊してくれると言ってるのに、それは失礼です。謝りましょう、わたしもいっしょに謝りますから」


「…………」


　頭を振ふり、峻護は眉み間けんを揉もみ解ほぐす。自じ称しよう・退魔師の発言がさっぱり理解できないのは自分だけなんだろうか。おまけに真由までおかしなことを言い出してるし。


「たのむ、ちょっと落ち着いて考えさせてくれないか。……あー、その、つまるところ君は何をしたいんだ？　おれたちに取り憑いた悪あく霊りようを除霊するんじゃなかったっけ？」


「ええもちろん。悪霊はわたしが責任を持って除霊します。ですがあなた方の命にまで責任を持った覚えはありません」


「ちょ……」
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「だいじょうぶですよ二ノ宮くん。彼女は万にひとつもない危き険けんにもわざわざ言げん及きゆうしてくれてるだけです。最後にはちゃんと除霊してくれますよ。だって彼女は本物だし」


「その通り。そちらの女性はよく理解してらっしゃいます。さあ、わかったらそこを動かず、いい子にしててくださいね。痛いのは一いつ瞬しゆんですから。うふふ」


「待て。やっぱぜったい怪あやしいぞ君の発はつ言げん」


「では、これより除霊を始めます」


　峻護の指し摘てきを聞き流し、エセ巫女少女は一方的に対たい話わを切り上げると。


　すっと重じゆう心しんを落とし、転てん瞬しゆん、たわんだバネが弾はじけるような勢いきおいで突とつ進しんしてきた。


「────！」


　油ゆ断だんだった。いくら突とつ飛ぴな言動があったとてしょせんは非ひ力りきな少女、と侮あなどっていたのだが、その動きは紛まぎれもない本物だった。


（まずい──！）


　コンマ一秒にも満たぬ刹せつ那なに峻護は悟さとる。少女の第一目もく標ひようが月村真由にあるのは明らか。真由の位置が峻護よりも少女寄りにあり、襲しゆう撃げき者しやたる少女の動きは神しん速そく。どう動いてもその太た刀ち筋すじを防ふせぐ手しゆ段だんは見み出いだせない。


　背すじに悪寒が走る。真由はいまだに巫女少女を信じているのか、まったくその場を動こうとしていない。峻護は何なに事ごとかを叫さけびつつ無む駄だと承しよう知ちで手を伸のばし、その必ひつ死しの努力も空むなしく少女は凶きよう刃じんを振りかぶり──


　そして次の瞬しゆん間かん。


　峻護はまたしても理り解かい不ふ能のうな光こう景けいを目もく撃げきすることとなった。


　巫み女こ少女の背後にいたあの婦人が。


　いつの間にか──そう、峻護がまったく気づかぬ間に、その位置を変えていたのである。


　移い動どうしていた先は、巫女少女と真由を結ぶ直線上。そして。


　突進してきた巫女少女の進路上に品よく足を伸ばし、すぱーんと足あし払ばらいをかけたのである。完かん璧ぺきなタイミングで。


　ひとたまりもなかった。勢いが乗っていただけに体たい勢せいを立て直すことも叶かなわず、致ち命めい的てきにバランスを崩くずした巫女少女はすさまじい勢いで地べたに突つっ込こんでいた。鼻はなっ面つらから。


「な、なんなんだ、いったい……？」


　ひとまず危き機きを脱だつしたことにホッとしつつ、事じ態たいをさらに訳のわからないものにした人物──穏おだやかな微び笑しようを浮うかべる例の婦人に目を向ける。


「あ、あの……今のはどういう意味で？」


　と声をかけてはみるが、例の微笑を返してくるのみ。ぴくりとも動かない巫女少女のそばに姿勢よく立ち、再びなりゆきを見守っているようだ。


「……転んじゃいましたね、彼女」と、これは残念そうな、気きの毒どくそうな顔の真由。


「一流の退たい魔ま師しでもこういうことがあるんですね。こういうのを『猿さるも木から落ちる』というんでしょうか」


「いやちょっと待ってくれ。ここでその反応はおかしくないか？」


　律りち儀ぎに突っ込みを入れてから峻護は状じよう況きようを整せい理りし始めた。


　どうみても『あぶないひと』としか思えない少女に目をつけられるという不運には見み舞まわれたものの、幸いにして真由も自分も無ぶ事じである。触さわらぬ神に祟たたりなし、結けつ局きよくのところ何が何だかさっぱりわからないままではあるが、拾いモノのこの幸運を無む駄だにする手はあるまい。


「よし、月村さん。帰ろう」


「え？　帰っちゃうんですか？　除じよ霊れいは？」


「いいから早く。おれたちはここで何も見なかった、誰にも会わなかった。そうだろう？」


　未み練れんげな真由の手を引き、足早に校門に向かう。何者だか知らないがあのパチモノ巫女、あらゆる意味でヤバすぎる。連れの婦人も一見まともだがやっぱりどこか変だ。彼女たちと縁えんを持ってしまったこと自体がすべての間ま違ちがい。今日ここで起きたことはすべて忘れてしまうのが吉きちであろう。


　そう納なつ得とくし、すぐさま彼女たちの記き憶おくを脳のう内ないのゴミ処しよ理り場じようへ送ることにしたのだが。





　　　　＊





「ようやく追いつきましたよ」


　二度と聞くつもりのなかった声が頭上から降ふってきたのは、それからほどない家いえ路じの途と上じようである。


「わたしから逃にげられると思ったら大間違いです。そして逃げるということは己おのれにやましいところがあるからであり、すなわちあなたたちが悪霊に取り憑かれた者であること、退魔師たるわたしに滅ほろぼされるべき邪じや悪あくな存在であるという事じ実じつが確かく定ていするのです」


「……君に対してはいろいろ言いたいことがあるんだが」


　何もかも破は綻たんしている感じのセリフにうんざり顔を隠かくそうともせず、


「まずはさしあたって一番気になっていることを訊きこう。君、そんな所で何をしてるんだ？」


「そんな所、とは？」


「そこ。君の立っている所」


　首を上に向けて指をさす峻護。


　というのも巫女少女、どういうわけだか電でん信しん柱ばしらのてっぺんに姿すがたを現あらわし、そこからこちらを睥へい睨げいしているのである。ちなみに複ふく雑ざつ骨こつ折せつしていてもおかしくないほど強きよう打だしていた顔には鼻血の跡あとひとつない。さらに付け加えると例の付き添そい婦人、彼女もやはり少女の背後で朗ほがらかな微笑を浮かべていたりする。あんな狭せまいスペースによく二人も立っていられるものだと感心しなくもないが、


「どうしてわざわざそんなところから現れるんだ？」


「何を言ってるんですか二ノ宮くん。そんなの決まってるじゃないですか」


　と、呆あきれ顔で応じたのは真由である。


「正義の味方、正しい側にある者は、高いところから登場するものと相そう場ばが決まっているんです。そんなの常じよう識しきですよ」


「ふむ、そちらの女性は物もの事ごとの道どう理りというものをよくご存ぞん知じのようです。それに比くらべてあなた、あなたはいけません。そんなことだから悪霊の災わざわいを受けたりするのですよ」


「……いやちょっと待ってくれ。どうしておれが責められてるのか本気でわからないんだけど」


　二人がかりで言い立てられて困こまり果てる峻護にお構いなく、


「さて、先ほどは不ふ覚かくを取りましたが……今回はそうは行きませんよ。現げん世せへの暇いとま乞ごいはもう済ませましたか？」


「いや、さっきのアレは別におれたちがやったわけじゃないだろう？　あれは君と一いつ緒しよにいる女性が、」


「無駄です。謙けん遜そんを装よそおってわたしを油断させようという魂こん胆たんでしょうがそうはいきません。どのような妖よう術じゆつを用いたか知りませんが──わたしから一本取った事実は適てき正せいに評ひよう価かするべきでしょう。あなた方に取り憑いた悪霊はわたしがこれまで対たい峙じしてきた中でも最強クラスのそれであると判はん定ていします。全力をもって誅ちゆう滅めつしますので、お覚かく悟ごのほどを」


　少女は寝ね不ぶ足そく気ぎ味みっぽい目で死を宣告し、袴はかまの中に手を入れて例の日本刀を──


「って、ちょっと待て！　待て待て待て待て！」


　あわててストップをかける峻護。


「なんです？　この世へのお別れは手て短みじかに願いますよ」


「なんです、じゃないっ。何なんだその武器は！」


　峻護が喚わめくのも無理はない。少女が武器庫としているらしい袴の中から取り出したのは『鬼断丸』とやらではなく、不ぶ気き味みに黒光りする自じ動どう小しよう銃じゆうだったのである。


「これですか？　よくぞ訊いてくれました」


　少女はどこか恍こう惚こつとした表情で自動小銃に頰ほおずりし、


「これは霊れい銃じゆう『蜂はちの巣す丸まる』。わたしの愛用品の中で最もたくましくてダンディな霊具です。どうですか、この長くて太い銃じゆう身しん。とってもワイルドで雄お々おしいでしょう？　嗚あ呼あ、何度見ても惚ほれ惚ぼれするこのセクシーさ……わたしはもう彼なしでは生きていけない身体からだになっていると言っても過か言ごんではありません」


「すごい！　わたし感動しました！」


　と目を輝かがやかせたのは、例によって真由である。


「紅白の巫女装しよう束ぞくに自動小銃の組み合わせ──きっとあなたは伝統に囚とらわれず積せつ極きよく的てきに新しいものを取り入れていく、ニュータイプの退魔師なんですね。そういう新しい感性を持った人材こそ次の時代に必要とされるんです。あなたは信用できます。さあ、早くわたしに取り憑いた悪霊を除霊してください！」


「いやちょっと待て。よく考えてくれ月村さん、明らかにおかしいだろう、あの子の言ってることもやってることも。というか狙ねらわれているのは君なんだぞ。あんなもので撃うたれたらどうなるか、わからないわけじゃないだろ？」


「だいじょうぶですよ二ノ宮くん。彼女は本物ですから。信じましょう」


　根こん気きよく理りを説とく峻護を逆ぎやくに諫いさめ返してくる真由。あの胡う散さん臭くさい巫女のことを信じて疑うたがってないようだ。最初の印いん象しようでは峻護もあの少女に悪いイメージはなかったし、少々思い込みの激はげしい真由の場合はそれがより強力に刷すり込まれてしまったのか。


「ええいくそ──」


　孤こ立りつ無む援えんのこの状じよう況きよう、峻護は藁わらにも縋すがる思いで叫さけぶ。巫み女こ娘むすめの背後でニコニコ顔を続けている婦人へ、


「ちょっとそちらの方！　黙だまってないであなたからも何とか言ってください！」


「？　何を言ってるんですかあなた」眉まゆをひそめる巫女少女。「気の触ふれたフリを装よそおってこの場を逃のがれようとしてもそうはいきませんよ。観かん念ねんしなさい」


　宣せん言げんするなり、『蜂の巣丸』のセーフティロックをガチャリと解かい除じよ。


　峻護と真由に照しよう準じゆんを合わせ、愛銃を腰こしだめに構えた。


「くッ──」


　かくなる上は説得も無む意い味み。この場で頼たよれるのは己おのれのみ、どうにか真由だけでも凶きよう弾だんの雨から護まもらねば──と覚悟したその時。それまで静せい観かんしていた婦人が不ふ意いに動いた。巫女少女の背中をちょん、と軽くつついたのである。


「あ」


　と、これは巫女少女の声。もともと狭せまい足場で無む理りに姿し勢せいを保っていた彼女はあっさりバランスを崩くずし、


「あ、あ」


　だめ押おしでもう一度背後の婦人につつかれて足場を失い、まっ逆さかさまに自じ由ゆう落らつ下か運動を始めた。何をする間もない。一いつ瞬しゆんにして十メートル近いノーロープバンジーをこなし、少女はアスファルトに着ちやく地ちした。顔面から。


「ああっ！　また除じよ霊れいする前に転んじゃいました！」


「……いや、その反応も何かおかしくないか？」


　素すっ頓とん狂きような声を上げる真由に軽く突つっ込こんでおいてから、電柱の上を見上げる。


　そこには相も変わらず微び笑しようを浮うかべる婦人の姿。


　いまいち正体も目的もわからないあの女性だったが、ひょっとして。


（おれたちを助けてくれて──いるんだろうか？）


　それならば、と思い、軽く目もく礼れいしてみる。だが返ってくるのはやはり微笑のみ。


（おかしなひとだな……まあいい、今はもっと先にするべきことがある）


　とりあえず疑ぎ問もんは保ほ留りゆうし、


「さあ月村さん帰ろう。今のうちに。できればダッシュで」


「え？　でも除霊がまだ……」


「いいから」


　渋しぶる真由の背中を押し、ピクリとも動かない巫女少女を置き捨すてて早足に歩きながら。


　今度こそすべてを忘れたいと心しん底そこ願う、二ノ宮峻護であった。





　　　　＊





　──のだが。


「言ったはずですよ、逃がしはしないと」


　それから数分もしないうちに峻護と真由の進路を阻はばんだのは、今ごろどこかの病院に搬はん送そうされてなければならないはずの少女。例の婦人も無む論ろん一いつ緒しよである。


「いやはや参まいりました。まさかこのようなところでこれほど恐おそるべき悪あく霊りように出くわすことになろうとは。念ねん動どう力りきを用い、あの高さからわたしを容よう赦しやなく突き落とす──その能力といい、極ごく悪あく非道ぶりといい、どうやらわたしも本気を出さねばならないようですね」


　びし、と指をさして言い放はなつ巫女少女。その顔は生まれたての赤ちゃんのようにすべすべでつやつや、傷ひとつない。よほど受うけ身みを取るのが上う手まいのだろうか。その割わりには失しつ神しんしていたようだが。


「……なんというか君が登場するたびに、おれの中で君に言いたいことが倍ばい掛がけで増ぞう加かしていくんだが……とりあえず今はこれだけにしておくよ」


　峻護、頭痛を振ふり払はらうようにかぶりを振ってひとこと。


「帰ってくれ」


「いやです」


　ターミネーター少女は懇こん願がんを一いつ蹴しゆう。三み度たび袴の中に手を入れると、またしても新たなる『霊具』を取り出した。


　その凶きよう器きのスターターがキックされると、鼓こ膜まくがおかしくなりそうな爆ばく音おんがたちまち峻護に襲おそい掛かる。


「……で？　それはなんていう霊具？」


「ディーゼルエンジン型霊チェーンソー『挽ひき肉にく丸まる』。北米生まれのナイスガイ、わたしのとっておきです。見てください、この無ぶ骨こつなフォルム、そして実用に徹てつした機き能のう美びの素す晴ばらしさを」


　頰ほおを上じよう気きさせつつその取っ手に口づけし、


「岩をも断たつ刃やいばの雄ゆう渾こんさ、猛たけ々だけしい雄おたけびの力強さ、使用者たるわたしの意い図とに黙もく々もくと応こたえてくれる誠せい実じつさ。彼こそは霊具の中のビッグ・ダディ。わたしが最も信しん頼らいするパートナー──」


「あ、先に言っておくけど月村さん。感心するの禁きん止しね」


「ええっ？　な、なんでですかっ！」


　何ごとかコメントしようとしていたところに釘くぎを刺さされてくちびるを尖とがらせる真由に構わず、


「それで？　その挽肉丸とやらを使って何をするんだ？」


「知れたこと」


　咆ほう哮こうを上げる巨きよ塊かいを軽々と抱かかえ、


「今度こそ使命を果たします。いざ」


　猪ちよ突とつ猛もう進しん、一直線に飛び込んできた。


　言動こそヤバさ全開だが、その体たい術じゆつはやはり本物。おまけにえぐい凶器まで振りかざしている。対する峻護は徒と手しゆ空くう拳けん、おまけに真由を連れているとなれば不ふ利りは明あきらか。戦うにせよ逃げるにせよ、果たしてどこまでやれるか。


　……などとは、さすがにもう考えなかった。


　二度あることは三度ある──例の微笑ほほえみ婦人である。


　彼女は朗ほがらかな笑顔のまま、突とつ進しんする巫女少女の隣となりに音もなく並ならびかけると。


　とん、と軽く、肩かたをぶつけた。


「あ」


　たったそれだけで小こ柄がらな少女は軽々と吹ふっ飛とび、そして。


　道の脇わきに空いていた穴あな──工事中で開きっぱなしになっていたマンホールの穴に、見み事ごとホールインワン。


　落らつ下かする風切り音、次いで『ぼちゃん』という、井い戸どの底につるべを落とした時のような音がかすかに聞こえて、


「ああっ、また除霊する前に……彼女、意外とドジっ子なんでしょうか？」


「……いや。やっぱりどこかおかしいと思うぞ、君の反応は」


　呆あきれつつ、峻護は三み度たびにわたって危あやういところを救ってくれた人物に向き直る。


「たびたび救ってもらって感謝します。ありがとうございました。ぜひお礼をしたいのですが──いやその前に。あの子とあなたが何者なのか、聞かせてもらえませんか？」


　できるだけ謝しや意いが伝わるよう、真まっ直すぐな視し線せんを向ける。


　婦人は困こん惑わく気ぎ味みの顔をしていたが、ややあって、


「あなた変わった人ねえ。いったいぜんたい鈍にぶいんだか鋭するどいんだか」


　初めて口を開いた。見た目の印象どおりの柔にゆう和わな声──なのだが、どういうわけかひどく遠く、かすれて伝わってくる。糸電話でも通して聞いているかのように。




[image: ]


「できるだけ関かかわらない方がいいと思って黙だまってたけど、どうやらそうも行かなくなりそうだし。それにうちの子がご迷めい惑わくをおかけしたせめてものお詫わびをしたいですからね」


「うちの子──ということは、やっぱり？」


「ええ。あたくし、あの子の母でございます」


　ほんわかと微笑み、婦人は語り始めた。


「この装しよう束ぞくを見ていただければわかる通り、あたくしどもの一族は由ゆい緒しよ正しき神職の家系。だけでなく、はるかなる神かみ代よより退たい魔ま除じよ霊れいの技わざを裏うらの生業なりわいとしてきました。当然、あの子もその血と責務を背せ負おって日々稼か業ぎように励はげんでおります。ところが困ったことに……」


「困ったことに？」


「どういうわけかあの子、血ち筋すじに反して霊感と呼べるようなものがまったく、これっぽっちもないのです」


「うわあ」


　げんなりする峻護。予想していたことではあるが、やっぱりそうだったか。


「もっともあの子は思い込みの激はげしい性格ということもあって、自分に霊能力があるものと信じきっているのですが。それに、その点さえ除のぞけば退魔師としての資し質しつがないわけではないのです。体術はそこそこ使えますし、ゴキブリじみた生命力はあたくしでさえ呆あきれるほどですし。とはいえ──」


　笑みのまま困り顔をする婦人。そこから先は説明されずともわかった。


　峻護に降ふりかかった災さい難なんの数々。巫み女こ娘むすめの現れるところ、あれと似たようなトラブルが必ずといっていいほど発生するのだろう。だけでなく、あのゾンビのようなしぶとさと思い込みと行こう動どう力りよくで、同様の不幸がいたるところで再生産されているにちがいない。


「……そこであなたが常つねにあの子のそばにいて、被ひ害がいが周しゆう囲いへ及およぶのを事じ前ぜんに防ふせいでいる、ということですか」


　ご苦労なことである。いくら親子とはいえ、二十四時間つきっきりというわけにもいくまいに。


「ですがこんなこと言うのも何ですけど……もう少しこう、娘さんのことをどうにかしてもらえれば助かります。奥おくさんが今でも苦労してらっしゃるのはもちろんわかるんですが、それにしても……」


「ええ、目に余あまるのは重じゆう々じゆう承しよう知ちしています。言葉で諫いさめることができればもう少しやりようもあるのだけれど……なにしろあの子、霊感ゼロですから」


　一いち段だん弱り果てた苦く笑しようをしてから深ふか々ぶかと一礼し、


「まあ、どうにか工く夫ふうしてやりくりしていくようにしますから、どうか堪かん忍にんしてくださいましね。それではあたくし、あの子の後あと始し末まつをして参まいります。今日のところはこれで」


　そう言い残して一礼すると、ひょいと気楽にマンホールの深穴へ飛び込んでいき、


「えっ？」


　峻護は思わず声を上げた。穴ぐらに落ちていくと見えた婦人の姿が、すうっ、とかき消えたように映ったのである。あわてて目をこすって見直してみるが、むろん婦人はとっくに消えた後。


「目の錯さつ覚かく……か？　ま、いいかげん暗くなって来た時間帯だしな」


　疲つかれた頭ですぐにそう納なつ得とくし、峻護は深々と息をついた。まったく青せい天てんの霹へき靂れきだったこの事件も、まずは一いち段だん落らく。今日のところはこれ以上日本刀や自じ動どう小しよう銃じゆうやチェーンソーの脅きよう威いに晒さらされることはあるまい。


「さて、そろそろ帰るとしようか──って、月村さん？」


　同どう居きよ人にんを振ふり向いて怪け訝げんそうな顔をする峻護。というのもこちらを見上げてくる真由が、豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったハトのようにキョトンとしているのである。


「何？　どうしたんだ？　あの危ない巫女のことが今になって恐こわくなってきたとか？」


「いえ、とんでもない。だってあの子は本物の霊能者だし。そんなことではなくて」


　そんなこと、どころか、真由の勘かん違ちがいは峻護にとって重大な頭ず痛つうの種たねになっているのだが──そんな些さ細さいな問題は次の瞬しゆん間かんあっさり吹ふき飛とんだ。


「二ノ宮くんって、そんな風に独ひとりごとを言うクセがあったんですね。わたし知りませんでした」


　その言葉の意味を理解するのにしばらく掛かかったことは、責められまい。


「──え？　なに？　なんだって？」


　動どう揺ようが骨ほねの髄ずいから染しみ出てくる。


「すまない、ええとその、よく聞こえなかった。もう一度言ってくれないか月村さん」


「え？　ええと、ですから。二ノ宮くんってそんな風に独りごとを言うクセがあったんですね、って。二ノ宮くんさっきからずっと、ひとりで意味のわからないことをしゃべってたから。奥さんがどうとか、娘さんがどうとか」


「ちょ、ちょっと待ってくれ。独りごとも何も、今そこに──」


　そこまでいいさして峻護は口をつぐむ。だんだんと事じ態たいの深しん刻こくさが浸しん透とうしてきた。


　いやそんなばかな、と激しくかぶりを振る。そんなことあっていいものか、あっていいはずがない。だがよくよく考えてみれば不自然な点はいくつもあった。あの婦人の姿形がどことなく曖あい昧まいに見えたり、音もなく移い動どうしていたり、声の聞こえ方がなんだかおかしかったり。さらに思い返せば真由だけでなく、娘たる巫女少女すらも婦人の存そん在ざいをまったく無ないものとして扱あつかっていたような。


「二ノ宮くん？　どうしたんですか？」


　小首をかしげる真由に青い顔を向け、


「ひとつ、訊ききたいことがあるんだけど。いいだろうか？」


「訊きたいこと？　ええはい、わたしに答えられることならなんだって」


　軽く深しん呼こ吸きゆう、


「じゃあ訊くよ。さっきからずっと、この場にはおれと、君と、あの巫女の女の子──その三人しかいなかったよな？」


　月村真由は無む邪じや気きにニッコリ笑い、こう答えた。


「ええもちろん。他ほかには誰もいませんでしたよ？」


「………………」


「？　二ノ宮くん？」


　──ややあって。


「月村さん」


「はい」


「帰ろう。急いで。全ぜん速そく力りよくで」


「え？　帰るんですか？　でも除霊がまだ、」


「いいから」


　強ごう引いんに手を取り、真由を引きずるようにして駆かけ出す峻護。一秒でも早くおうちに帰りたい、ただそれだけを祈いのって。





　　　　＊





　──だがその翌よく日じつ。


　神宮寺学園一年Ａ組の教室、朝のホームルームにて。


　クラス中が色めき立つ中、真由は信しん仰こうするカルト宗しゆう教きようの教きよう祖そを見る目で教きよう壇だんを見、峻護は青い顔で机つくえの上に目を落としていた。


「戦いというものは」


　教壇に立つ転校生の自じ己こ紹しよう介かいは、そんな風に始まった。


「その勝敗はただ己おのれの中でのみ決すればよいこと。要ようするに負けを認みとめれば負け、負けを認めなければ負けではないということです。法と正義の側にある者は常つねに戦いつづける宿命の下もとにあり、決して敗はい北ぼくは許されないもの。ゆえに不ふ屈くつの闘とう志しと呼ばれるものは、正義を名乗る者にとって必ひつ須すの資し質しつであり、言うまでもなくこのわたしの魂たましいを構こう成せいする主な要よう素そでもあるのです。すなわち、わたしの言いたいことは」


　声の主の視線が自分に刺ささるのを峻護は感じる。


「狙ねらいをつけた獲え物ものは決して逃にがさない。そういうことです」


　見ずともわかる。校則無む視しで巫女服姿のまま登校してきた小こ柄がらな少女は、眠ねむそうな目のまま『にぃ』とくちびるの端はしを吊つり上げたはずだ。


「ごめんなさいねぇ」


　と、今度は別の誰かが語り始める。


「もともと昨日は転入の手続きで学園に来ていたの。だからまあ、こうなることはわかっていたのだけど──ちょっと昨日は言い出せなくて。だって気の毒ですものね、せめてもう一日くらいは安あん息そくの時間を送ってもらいたかったし」


　申もうし訳わけなさそうな誰かの声。糸電話でも通して聞いているような、ひどく遠くてかすれた声。


「びっくりですね、二ノ宮くん。まさかこんな偶ぐう然ぜんがあるなんて。あの子っててっきり中学生か小学生かと思ってたのに、同い年だったんですね。同じクラスになれてわたしうれしいです。あとでさっそく除霊の続きをしてもらいましょうね」


「…………」


　弾はずんだ声で笑いかけてくる真由に応こたえるだけの精せい神しん的てきキャパは、もはや峻護の中に残ってはいなかった。





　それは、黙だまっていればまるで作り物のようにきれいで、いつもまぶたの上に睡すい魔まが常じよう駐ちゆうしているような、小柄な少女。学業中であることなどお構いなしに巫女服を纏まとった、紅白二色の爆ばく弾だん娘むすめ。


　それは、いつも穏おだやかな笑えみを浮うかべた上品な女性。『困ったひと』である娘を常に背後から見守る文字通りの『後こう見けん人にん』。普ふ通つうの人間の目には見えない『何か』である存在。


　彼女たちの名は──





「久く遠おん院いんまつりです。どうぞよろしく。もっとも、すぐにサヨナラすることになるでしょうが」


「久遠院君きみ江えです。よろしくお願いしますわね。もっとも、この場であたくしの声が聞こえているのはひとりしかいないみたいだけど」





「…………」


　かんべんしてくれ。


　ポテン、と机に突つっ伏ぷした峻護が口にできた言葉は、ただそれだけであったという。







つづく……かも





　峻しゆん護ご、地じ雷らいを踏ふむのこと







「戦いというものは」


　その日の授じゆ業ぎよう中ちゆうに突とつ如じよとして始まった弁べん舌ぜつは、こんな風に切り出された。


「時と場所を選ばず、あらゆる状じよう況きよう下かにおいて発はつ生せいするもの。よって戦士たるもの、いついかなる時も戦いに備そなえておかねばなりません。戦いを挑いどむ者、それを受けて立つ者、いずれにおいてもこれは同じことが言えます」


　神じん宮ぐう寺じ学園、一年Ａ組の教室。いきなり席を立った巫み女こ服ふく姿すがたの小こ柄がらな少女は、クラス中のポカンとした視し線せんを一身に集めつつ、こぶしを掲かかげて熱ねつ弁べんを振ふるう。


「この場合の戦士とは日々を生き抜ぬくことに全生せい命めい力りよくを傾けい注ちゆうしているすべての生せい物ぶつが含ふくまれるわけであり、つまりは人類すべてを指します。むろん、いまこの教室にいるすべての生徒がそれに当てはまることは論ろんをまたないでしょう。──と、いうわけで」


　びしり、と指を指さされたのは二にノの宮みや峻しゆん護ごと月つき村むら真ま由ゆのペア。


「これよりあなたたち両名の除じよ霊れいを始めます。心の準じゆん備びはいいですか？」


「……………………いや、ちょっと待て」


　たっぷりと沈ちん黙もくを取ってから峻護、


「突つっ込こみどころは無む数すうにあるんだが、とりあえずこれだけ訊きかせてくれ。今の話をどう解かい釈しやくしたら君の言う『除霊』とやらが始まることになるんだ？」


「なんとまあ」


　巫女服の少女・久く遠おん院いんまつりは、その特とく徴ちようであるところの眠ねむそうな目をわずかに見開いて、


「このわたしの一いち分ぶの隙すきもない論ろん理り展てん開かいを理り解かいできないというのですか？　なんと嘆なげかわしいことでしょう。どうやらあなたに災わざわいを為なす悪あく霊りようによって、あなたの知ち能のう指し数すうは一時的に低てい下かの憂うき目を見ているようですね。こうしてはいられません、一いつ刻こくも早く除霊を完かん遂すいさせなければ」


「…………まあ、君の論理展開に脈みやく絡らくがないことは今に始まったわけじゃないけど。とにかく、改あらためてこれだけはハッキリさせておく。おれたちに悪霊なんて取り憑ついてない。だからおれたちに除霊なんて必要ない。だいたい今は授じゆ業ぎよう中ちゆうで──」


「ああ、なんとおぞましい。あなたに取り憑いた悪霊が巧たくみな弁べん舌ぜつを弄ろうし、正しき道にある者を惑まどわそうとしている……！　ですがそのような手に乗るわたしではありませんよ。無む駄だな足あ搔がきはやめて観かん念ねんしなさい」


「………………いや、なんというか、」


「問もん答どう無む用よう。除霊のスペシャリストたるわたしがこう言ってるのだから、大人おとなしくされるがままになっているがいいのです」


「そうですよ二ノ宮くん」


　と、これは峻護とともに名指しされた真由。


　彼女は不ふ出で来きな弟を窘たしなめるような顔で、


「せっかく久遠院さんがやる気になってくれてるのに水を差してはだめですよ。彼女の言う通り、ここは大人しくされるがままになりましょう」


「いやだから……何度も言ってるじゃないか。彼女、どうみてもいんちき巫女だろ？　除霊とか言いつつ、やってることは何もかも無む茶ちや苦く茶ちやじゃないか」


　すると真由は胸の前で両手を組み、悪人に罪を説とく聖せい女じよのように瞳ひとみをうるうるさせて、


「目を覚ましてください二ノ宮くん。久遠院さんは本物です。彼女の言う通りにしておけば、きっと何もかも上う手まくいきます。彼女にすべてを任まかせましょう」


「まったくその通りです。そちらの月村さんは悪霊に取り憑かれていながら実に物もの分わかりがいい。二ノ宮さん、あなたも見習うべきですよ」


「…………」


　口々に勝かつ手てなことを言い募つのる少女二人に徒と労ろう感かんを覚え、峻護は口をつぐんだ。久遠院まつりはもとより、この件けんに関しては真由にすら何を言っても無駄だという事実は、ここ数日で骨ほね身みに沁しみて学習している。これ以上の説得はカロリーの浪ろう費ひというべきだろう。


　それにこの後どんな展開になろうと、結けつ末まつはもう分かりきっているのだ。


「ふむ。なかなか殊しゆ勝しような心がけですね。ようやく観かん念ねんしましたか」


　峻護の沈黙をどう受け取ったものか、巫女娘は満足げに頷うなずき、


「その潔いさぎよさに免めんじて、できるだけ苦しまないよう除霊してあげましょう。なあに恐こわがることはありません。わたしの愛刀『鬼おに断たち丸まる』の切れ味をもってすれば、痛みを感じる間もなくあの世に逝ゆける……もとい、悪霊などたちどころに退たい散さんすることでしょう。うけけけけけ」


　あからさまに怪あやしい含ふくみ笑いを漏もらしつつ、袴はかまの中に収められていた日本刀を抜ぬいた。


　だが峻護はその凶きよう器きを見ても眉まゆひとつ動かさない。この電でん波ぱ娘むすめが何をしようと、どうせ『強力な抑よく止し力りよく』によって事なきを得るであろうから。


「ではこれより除霊を始めます」


　久遠院まつりはそう簡かん潔けつに宣せん告こくすると、即そく座ざに行動へ移った。


　机つくえの上に飛び乗のり、そのまま八はつ艘そう飛とびよろしく次から次へと別の机を渡わたって、峻護と真由の元に一いつ直ちよく線せん。見み事ごとな体たい捌さばきで間ま合あいを急速に縮ちぢめてくる。だがそれでも峻護は動こうとしない。それまで静せい観かんを保たもっていた『ある人物』が、まつりの行動にあわせて動き始めていたからである。


　まつりの背後にずっと寄より添そっていたその婦人は、輪りん郭かくのぼやけた自らの身体を宙に滑すべるように移動させ、


「さあ、お覚かく悟ごを」


　峻護と真由の目前にまで肉にく迫はくしたまつりが日本刀を振りかぶった瞬しゆん間かん。


　彼女の背中をとん、と押おした。


「あ」


　勢いきおいに乗っていたまつりにしてみればたまったものではない。突とつ進しんしてきたスピードのまま前のめりにダイブし、峻護と真由の脇わきを通り越こして。


　ガラス窓を粉こな々ごなにぶち破やぶり、そのまま校舎の外へと退たい場じようしていった。


「…………」


　しばしの沈黙の後、クラスメイトたちは『やれやれ』といった顔をし、何なに事ごともなかったように授業へ戻もどる態たい勢せいを整ととのえ始める。久遠院まつりのこの手の行動は既すでにパターン化・恒こう例れいイベント化しており、彼らにとって新たな刺し激げきをもたらすものではないのだ。ちなみに一年Ａ組の教室は四階建だて校舎の四階にあるのだが、それすらお構かまいなしである。久遠院まつりの常じよう軌きを逸いつしたタフさもまた、とっくに周しゆう知ちの事じ実じつとなっていた。


「ああ……久遠院さん、また除霊をする前にリタイアしちゃいました。これもわたしたちに取り憑いた悪霊の為なせる業わざなんでしょうか？　なんて恐おそろしい……」


　無む念ねんそうに、おぞましそうに呟つぶやく真由の声を聞き流しつつ、峻護は毎度のごとく自分たちを救すくってくれた『ある人物』──いつも朗ほがらかな微び笑しようを湛たたえた、巫女服姿の妙みよう齢れいの婦人──に向けて目もく礼れいした。


「すいませんねえ、峻護さん。うちの娘がいつもいつもご迷めい惑わくをおかけして」


　まつりの母親を名乗る、峻護にしか姿の見えないご婦人は、峻護にだけ届く声でそう陳ちん謝しやし、


「それではあたくし、ちょっと娘の様よう子すを見てきますわね。これにて失礼を」


　ホホホと笑い、空中を飛びながら、まつりの後を追ってガラス窓の向こうに消えていく。





　巫女服の婦人──久遠院君きみ江えが降おり立った先は、中なか庭にわに設しつらえられた花か壇だんの前。そこに一体の奇き妙みようなオブジェが立っていた。上下逆さかさまの状じよう態たいで突つき立った少女の像ぞう、すなわち四階の高さから落ちて花壇の土に頭からめり込んでいる、久遠院まつりである。


「あらあらまあまあ」君江は娘の有あり様さまにも微笑顔を崩くずさず、「これはまたきれいに突き刺ささってるわねえ。写真でも撮とってどこかに投とう稿こうしたいくらいだけど」


　薄はく情じようとも取れるそんなセリフを口にする間にも、天国行き確かく実じつなダメージを負っているはずのオブジェがもぞもぞ動き出し、土に埋うまった頭を引っこ抜こうと四し苦く八はつ苦くし始めた。


　じたばたもがいていたまつりはやがて『きゅぽん』と音を立てて頭を抜くと、そのまま勢い余あまって尻しりもちをつき、


「……ふむ」


　ぷるぷる首を振ふって土つち汚よごれを飛ばしてから、


「またしても悪あく霊りようの霊れい力りよくの前に屈くつしてしまいました。これではいつまで経たっても除じよ霊れいを完遂できません。しょんぼりです。がくり」


　言葉どおり悄しよう然ぜんとうなだれ、そのままぽてりと大の字に転がった。


　そんな娘の様子を見ていた君江が困ったように「あらあら」と小首をかしげ、


「この子ももう少し、そのバイタリティを別の方向に生かせればねえ……あらそうだわ、あたくしもひとの心配をしている場合ではなかったわね。例の『周しゆう期き』がもう間もなくやってきそうな気け配はいだし、そろそろ対たい策さくを考えなければ。まあ今回は当てがないわけではないけれど……」


　まつりの言う『悪霊』の正体であるところの君江は憂ゆう鬱うつそうに吐と息いきをつき、娘の傍かたわらで正せい座ざする形を取った。


　そこらから寄よってきたハトやらスズメやらが花壇の土をついばむ中、一いつ風ぷうも二に風ふうも変わった親子二人の時間はゆっくりと流れていく。





　　　　＊





　退たい魔ま師しを自じ称しようする転てん入にゆう生せい・久遠院まつりと、その母親を名乗る人じん外がいの存そん在ざい・久遠院君江。


　この二人が現あらわれて以い降こうの峻護の日にち常じようは、右のような茶ちや番ばん劇げきを繰くり返すのがほとんど定てい例れい行ぎよう事じとなっていた。


　由ゆい緒しよ正しい神しん職しよくの家か系けいの出だという巫女少女・久遠院まつりは、峻護と真由に悪霊が取り憑いていると主しゆ張ちようして暴ぼう力りよく的てきかつ効こう力りよくの甚はなはだ疑ぎ問もんな手しゆ段だんで除霊を試こころみようとし、峻護に偏へん頭ず痛つうを起こさせる。どういうわけか彼女を盲もう信しんしている真由はむしろ積せつ極きよく的てきに『除霊』されようとして危き機き意い識しきが希き薄はくであり、こちらもまた峻護の胃いを痛ませる。久遠院君江は常つねにインチキ除霊師の凶きよう行こうから救ってくれるものの、彼女の姿が見えるのも声を聞くことができるのも峻護だけであるため、彼に心しん療りよう内ない科かへの通院を検けん討とうさせる原因となっていたりする。いずれにせよ、峻護にとって歓かん迎げいすべからざる展開を三さん者しや三さん様ようにもたらしてくれるのであった。自分には女じよ難なんの相そうが出ているのではないかと常々思っている峻護だが、そのぼやきもいよいよ現げん実じつ味みを帯おびてきたようである。


　そんな災さい難なんまみれの峻護に救いがあるとすればやはり、久遠院君江のおかげで今のところ実じつ害がいらしい実害を被こうむっていないことであったが──そんなささやかな不幸中の幸いすらも風ふう前ぜんの灯ともし火びであったことを、ほどなく彼は知ることとなる。





　　　　＊





　その日の夜おそく。


　二ノ宮邸ていの台だい所どころでひとり、家か事じの残りを片かた付づけていた峻護は、不ふ意いにその声を聞いた。


「もし、峻護さん」


　聞き覚えのある声。糸電話でも通しているような、ひどく遠くかすれた声。


　おどろいて振り返れば、上品な微笑ほほえみ婦人がそこにいた。久遠院君江である。


「こんばんは。ちょっとお邪じや魔ましてもいいかしら？」


「──ど、どうぞ」


　いいかしらも何も、こうして話し掛かけている時点で既すでに不ふ法ほう侵しん入にゆうを果たしているのだが──人外の存在たる彼女にそれを言っても詮せんなきことであろう。


　気配もなくいきなり現れた来らい客きやくに戸と惑まどいながらも、


「それで、今日はいったいどんなご用件で？」


　人外の存在──いや、もう断だん定ていしてしまおう。いわゆる『幽ゆう霊れい』であるらしい彼女と普ふ通つうに会話することになんともいえない感かん慨がいを抱いだきつつ、峻護は来らい訪ほうの意い図とを問うた。


「もちろん外ほかでもない、娘むすめのまつりのことですわ」


　婦人は微び笑しようを浮うかべたまま、ふう、とため息をついてお辞じ儀ぎをし、


「まずはこのように夜分の訪問になったこと、許してくださいましね。何しろあの子、目を離はなすと何を仕出かすかわからないものだから。寝ねている時でもないとこうしてあなたにご相談することもできませんの」


「はあ、いえ。どうか頭を上げてください。そんな風にされたらむしろおれの立つ瀬せがない。おれの方こそ、あなたにはいつも助けていただいて感かん謝しやしています」


「そうそれ。実は、お話というのはまさにそのことなのだけど」


　君江は微笑を崩くずさぬまま、申もうし訳わけなさげに、


「単たん刀とう直ちよく入にゆうに申し上げますね。あたくし、これからしばらくは娘の乱らん行ぎようを止めることができなくなりますから。その間はあなたひとりでまつりを何とかしてくださいまし」


「…………え？」


　その言葉の意味を呑のみ込むにはしばしの時間が要いった。


「今、なんと？」


「順じゆんを追ってお話ししますわね」


　そう言って彼女が説明した内容は、およそ次の通りである。


　久遠院まつりの電波っぷりは周しゆう知ちとなっているが、彼女の暴ぼう走そうを実力行こう使しでもって防ふせいでいたのが久遠院君江だ。君江は娘と霊的に近しいこともあり、唯ゆい一いつまつりにだけは触ふれることができるらしく（その原げん理りについてあれこれ説明は受けたものの、そっち方面の知識に乏とぼしい峻護に理解できる話ではなかった）、その特とく殊しゆ能のう力りよくゆえに、君江は歩くバイオハザードたるまつりの防ぼう波は堤ていとなることが可能だったのである。


　ところが困ったことに、その特殊能力には一いつ定ていの波があるらしい。ある周しゆう期きに則のつとって力が極きよく端たんに弱まる時期がやってくるというのだ。そしてその時期というのがまさに今、この時なのだそうである。


「そ、そんな……！」


　厄やつ介かいなことになった。退たい魔ま師しを名な乗のるくせに霊感ゼロのまつりではあるが、その身しん体たい能のう力りよくの高さと執しゆう念ねん深さは折おり紙がみつきである。君江という安あん全ぜん弁べんがなければどういう事じ態たいになるか、火を見るより明らかであった。


「この通り、お願いいたしますわ峻護さん。あなただけが頼たよりなのです。娘を抑おさえる役、どうか引き受けてくださいまし」


「むむむ……」


　難むずかしい顔で唸うなる峻護だが、そういう事じ情じようであれば是ぜ非ひもない。どのみち自分の身に降りかかってくることなのである。


「わかりました。できるだけやってみます」


「ありがとう、頼りにしておりますわ。まあ頑がん丈じようさだけが取とり柄えの子ですから、止めるためには多少の無む茶ちやをしていただいても結けつ構こう、どうか気楽に構かまえてくださいまし。刃は物ものや重じゆう火か器きの類たぐいを使うくらいでしたら問題ありませんので」


「だ、大だい丈じよう夫ぶなんですか？　そんなことして？」


「ええそれはもう。ダンプに轢ひかれようが、ビルの下した敷じきになろうが、マグマの煮にえたぎる火口に落ちようが、ケロリとしておりますわよ。ですからどんな手を使ってでも必ず抑えてくださいまし。手て加か減げんは一いつ切さい無む用ように願います」


「……それって、頑丈とかどうとかいうレベルを超こえてませんか？」


「いえいえ。未み熟じゆくな娘でお恥はずかしい限りですわ」


　ホホホと笑ってから、ふう、と再びため息をつき、


「ほんとう、あの子はあたくしどもの一族の唯ゆい一いつの跡あと取とり娘だというのに、あの体ていたらくで……このままでは由ゆい緒しよある我わが久遠院家の存そん続ぞくも危あやぶまれるというもの……あらごめんなさい。愚ぐ痴ちになってしまったわね」


「いえ。お気持ちはよくわかります」


「とまれ、あたくしの姿を見、声を聞くことができるのはあなたくらいのもの。そしてまたこうして頼ることができるのもあなただけなのです。申もうし訳わけないけど、ひとつよろしく頼まれてくださいまし」


　あらためてそう依い頼らいすると、君江婦人は深ふか々ぶかと頭を下げたのだった。





　　　　＊





　──と、そんな一ひと幕まくがあった翌よく日じつ。


　神宮寺学園一年Ａ組の教室で、六時間目の授業が行われている最さ中なかである。


「今日はいい天気ですねえ」


　ろくすっぽ授業も聞かず、眠ねむたげな目でぼんやり窓まどの外を眺ながめていたまつりのこんな呟つぶやきから、峻護の災さい厄やくタイムが始まった。


「青い空。白い雲。空を行く鳥。おだやかに吹ふく風……何て清すが々すがしい気分にさせてくれる天気でしょう。まさしく除じよ霊れい日和びよりというべき青空ですね。……と、いうわけで」


　すっくと席を立ち、袴はかまの中からおもむろに愛刀を抜ぬいて、


「さ、始めましょうか」


「……まて。何をだ」


「知れたこと。あなたと月村さんの除霊をです」


　苦い顔で問うた峻護に、淡たん々たんと答えるまつり。


「あらあら、残念でしたわねえ。あの子ったら珍めずらしく今日は大人しくしてたから、このまま何なに事ごともなく終わるかと思ってたけど」


　と、峻護にだけ聞こえる声でささやくのは久遠院君江である。


「ささ、峻護さんの出番ですわよ。よろしくお願いいたしますわね」


「はあ……」


　純じゆん度ど百パーセントの気き乗のりしない顔で立ち上がり、あらかじめ用意しておいたセリフを放つ。


「久遠院さん。月村さんに取り憑いた悪あく霊りようを除霊したいなら、まずはおれを倒たおすことだ。おれを倒さない限り、おれはいつまでも君の邪じや魔まをすることになるぞ」


「……ふむ、それもそうですね。いいでしょう。まずはあなたから除霊することにします。いざ」


　宣せん告こくして日本刀を構かまえ、一ひと息いきに峻護の目もく前ぜんまで迫せまってきた。


　昨さく夜やの話の通り君江はニコニコしたまま動かず、まつりの凶きよう刃じんは何者にも阻そ害がいされることなく振ふり下ろされ、峻護は間かん一いつ髪ぱつでその鋭するどい斬ざん撃げきをかわし──


　斬撃は峻護の代わりに、彼の座すわっていた椅い子すと机を真まっ二ぷたつに両りよう断だんしていた。


「──おや」


『またいつものが始まった』という目で見守っていたクラスメイトたちが一転してポカンとした顔をする中、派は手でな一発を見み舞まった当人が不ふ思し議ぎそうに首をかしげる。


「ふむ……いつもだとこう、肝かん心じんなところで悪霊の狡こう猾かつな妨ぼう害がいに屈くつしてしまうわたしですが。どうやら今日は絶ぜつ好こう調ちようのようですね。おそらくはわたしにみなぎる霊力が悪霊のそれを上回っているのでしょう」


「…………すごい！　すごいですよ久遠院さん！」


　と、我われに返って無む邪じや気きに手を叩たたくのは、まつりの盲もう信しん者しや・月村真由である。


　彼女はアイドルグループのライブで嬌きよう声せいを上げる追っかけのように目をキラキラさせて、


「厚あつい木き板いたと鉄てつ板ぱんでできた机と椅子をものの見み事ごとに両断する……やっぱりあなたは只ただ者ものじゃなかったんですね！　さあ、その勢いでわたしと二ノ宮くんに取り憑いた悪霊も除霊しちゃってください！」


「いや、すごいっていうか……月村さん、あんなもの食らったら君も真っ二つになる運命なんだけど？」
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「もう、心しん配ぱい性しようですね二ノ宮くんは。あれはあくまでも久遠院さんの実力の一いつ端たんを示すためのデモンストレーションですよ、デモンストレーション。人間相手にあんな危ない真ま似ねするはずがないじゃないですか」


「……。うん、そうだね。そうだといいね……」


　真由の目を覚さまさせることは早そう々そうにあきらめ、


「とにかく月村さん、君はここでじっとしててくれ。約束だよ。──さあこっちだ、久遠院さん！」


　真由に釘くぎを刺さしておいてから、廊ろう下かに向かって脱だつ兎とのごとく駆かけ出した。


「ふむ、いいでしょう。その挑ちよう戦せん受けて立ちましょう。今日のわたしのコンディションなら、かわいい『鬼断丸』に新しん鮮せんな生き血を吸すわせることができる──もとい、悪霊を祓はらう活かつ躍やくの場を与あたえることができそうです」


　誘さそいに乗り、まつりは峻護の後を追ってきた。


「第一段だん階かいはひとまず成功、という感じですわねえ」


　空中を滑すべりながら峻護のそばをぴったり並へい走そうしている君江が、微笑ほほえみつつ声をかけてくる。


「教室内でまつりに粗そ相そうをさせるわけにはいかないし、あの子の注意を自分に向けておびき出したのは順じゆん当とうな策さく。峻護さんはなかなか機き転てんもお利ききになるのねえ。それで、この後はどうなさるおつもり？」


「はい。できるだけ広く、ひとけのない場所──屋上に出て、娘むすめさんを足止めするつもりです。持じ久きゆう戦せんになるでしょうけど……少なくとも被ひ害がいを拡かく大だいさせない、という点においてはこれが確かく実じつです」


「はいはい、なるほどなるほど」


「そんなことよりあなたに聞きたいことが」


　階段を駆け上がりつつ、興きよう味み深ぶかげにふむふむ頷うなずいている君江に問う。


「あなたの力が戻もどるのはいつ頃ごろになりそうですか？　正直、おれひとりではどこまでもつか自信ないんですが」


「ごめんなさいねえ、残念ながらさっぱり戻ってくる気配がありませんわ。当分の間は峻護さんひとりでお願いしますわね」


「……善ぜん処しよします」


　そんなやり取りをしている間に屋上へ到とう着ちやく。


　追いついてきたまつりに向き直り、


「さあ、ここなら思う存ぞん分ぶんやれるぞ。どこからでも好きなだけかかってこい！」


　半ば破やぶれかぶれに言い放った。


「望むところです。この霊刀『鬼断丸』で、今日こそはあなたの息の根ねを止め──もとい、あなたに害がいなす悪霊を退たい散さんさせてあげましょう」


　愛刀を手にまつりが急きゆう迫はくしてくる。


　そこそこ鍛きたえてはいる峻護だが、エモノを持った相手と素す手ででやり合うのはさすがに不ふ利りを免まぬがれない。おまけに久遠院まつり、霊れい能のう力りよくに関してはまったくのインチキだが、その戦せん闘とう能力は素人しろうとの域いきを超こえている。峻護の基き本ほん方ほう針しんとしては可か能のうな限りまつりと距きよ離りを取り、刀の斬ざん撃げき範はん囲いから逃のがれたい──ところだったのだが。


　彼女の動きは、峻護の想そう定ていを遥はるかに超えて鋭するどかった。


　ほとんど野や性せい的てきな瞬しゆん発ぱつ力りよくで峻護の懐ふところに飛び込み、次から次へと必ひつ殺さつの一いち撃げきを繰くり出してくる。峻護も全力で間ま合あいを離はなそうとするのだが、その動きにもまつりは確実に食らいついてくるのだ。かろうじて彼女の刀を捌さばき切ってはいるのだが、ほんのわずかに呼こ吸きゆうを見み誤あやまっただけでも『除霊』されることは疑うたがいない。


「あらあら、まあまあ」


　それでも一撃一撃を確実に、着実にかわしていく峻護に、君江が感かん嘆たんの声をあげた。


「ここしばらく峻護さんを見ててもしかしたら、とは思ってたけれど……あなた、あたくしが想像していたよりずっと武道にご堪たん能のうのようねえ。それはどちらのご流りゆう儀ぎかしら？」


「流儀ってほどのものはありませんよ」


　まつりの剣けん技ぎに辟へき易えきしつつも、問いに応じる程てい度どの余よ裕ゆうはある。


「うちの姉にしごかれてるうちに身についたものなので。あえて言うなら二ノ宮流ってことになるんでしょうか……ていうかそんな話、今はどうでも──」


「何をぶつぶつひとりでしゃべってるんですか」


　刀を振り回しながら、まつりのむすっとした声。思ったように峻護を仕し留とめることができず、機き嫌げんを損そこねているようだ。


「腹立たしいことながら、悪あく霊りようの力によってあなたが常じよう人じんならざる格かく闘とう能力を得えているのはよくわかりました。わたしももう少し本気を出すことにしましょう」


　そう言って袴はかまの中から取り出したのは、ディーゼルエンジンがけたたましく咆ほう哮こうする大型チェーンソー。


「この霊チェーンソー『挽ひき肉にく丸まる』で、あなたを親兄弟ですら見分けがつかないほどの細こま切ぎれに──もとい、あなたを操あやつっている悪霊に正義の鉄てつ槌ついを下すとしましょう」


　凶きよう悪あくな鉄てつ塊かいを軽々とぶん回し、宣せん言げんどおりに強きよう烈れつな一撃を見み舞まってきた。いよいよ鋭さを増したその一撃にあわてて飛び退すさる。勢い余あまったチェーンソーが足元のコンクリ材を粉ふん砕さいし、破は片へんを周囲に撒まき散ちらす。


「あらあら、だんだんまつりもムキになってきたわねえ……ところで峻護さん。あなた先ほどからまつりの攻こう撃げきを避さける一方ですわねえ」


　高みの見物を決め込んでいる幽霊婦人が、のほほんとした微び笑しようのまま首をかしげる。


「昨日も申し上げましたけど、別に手て加か減げんすることなんてありませんのよ？　この子の生命力はアメーバ並みですし、返り討うちにしたってノープロブレムです。何よりもまつりを抑おさえることを優ゆう先せんしていただかねば」


「そんなわけにはいきません」


　横よこ様ざまに薙なぎ払はらってくるチェーンソーを腰こしを沈しずめてやり過すごしつつ、


「できるだけ暴力は振るいたくないし……そもそも彼女、女の子じゃないですか。手を上げるなんてできないです」


「まあ。峻護さんっておやさしいのねえ……ですがそのやさしさは戦いの場に身を置く者にとっては命取り。特にこの場合においてそれは──」


「すいません、今は説教を聞いてる場合じゃないので。そんなことより、何か娘さんの弱点でも教えてくれませんか。こうやってやり過ごすのもそろそろ限げん界かいですよ」


「弱点ねえ……まあ弱点といえば弱点だらけな子なのだけど、思い込みの激はげしさとタフさでそういうのをぜんぶ乗り越こえてしまいますからねえ。あまり参さん考こうにはなりませんわね。それより峻護さん、しつこいようですけど手加減はご無む用ように。さもないと──」


　なおも言い募つのろうとする君江だが、峻護には彼女の言葉に耳を貸かす余裕はもはや残されていなかった。なぜなら、


「ええい、しぶとい人ですね。どうやら出し惜おしみなどはしていられないようです」


　そう舌した打うちしてまつりがチェーンソーの替かわりに取り出したものは、


「この霊れい銃じゆう『蜂はちの巣す丸まる』で、あなたを物言わぬ血まみれの肉にく塊かいに変えて──もとい、あなたに災わざわいを為なす悪霊を誅ちゆう滅めつしてご覧らんに入れましょう」


「ちょ──！」


　黒光りする自じ動どう小しよう銃じゆうを構えるや、何の躊ちゆう躇ちよもなくまつりはその引き金を引いた。


「うわあっ、ったった！」


　そばにあった給きゆう水すい塔とうの陰かげにあわてて飛び込む。ちゅいんちゅいんちゅいん！　と、その後を追うような軌き跡せきを描えがいて銃じゆう弾だんがコンクリに孔あなを穿うがち、銃じゆう痕こんのラインを引いていく。


「あらまあ峻護さん、あなた実にいい反はん射しや神しん経けいをしてらっしゃるのねえ。引き金を引く瞬しゆん間かんを先読みして銃じゆう弾だんをかわすなんて、なかなかできる芸げい当とうではありませんよ。なるほど自分の実力に自信がおありみたいだけど、やはり手加減はご無用に──」


「いや、この状じよう況きようでは手加減も何も──そんなことより、あなたの力はまだ戻ってきませんか？」


「残念ながら先ほども申し上げた通りです。当分は戻ってきません」


「そんな……」


　峻護の嘆たん息そくは、銃声と着ちやく弾だん音おんによってあえなく搔かき消された。まつりの構える『蜂の巣丸』はいよいよ回転よく弾丸を吐はき出しつづけて給水塔に孔を穿っている。いずれ弾たま切ぎれになるだろうと期待していた峻護だが、一いつ向こうにその気配はない。


　とはいえ、自動小銃程度では給水塔の盾たてを突とつ破ぱすることができないのも確か。まつりも俊しゆん敏びんに位置を変えて峻護を狙そ撃げきしようとするのだが、その都つ度ど峻護は給水塔を回かい転てん軸じくに見立てて円を描くように動き、巧こう妙みように弾丸をしのいでいく。


　そんなイタチごっこがしばらく続いた後、本日最大の危き機きがやってきた。


「ええい、実に小ざかしい悪霊です。こうなったら──」


　持じ久きゆう戦せんにじれたまつりが『蜂の巣丸』を袴に収しゆう納のうし、


「──ちょ、本気かっ？」


　入れ替わりに取り出した大だい口こう径けいの鉄てつ筒づつを見て、峻護は今度こそ青ざめた。


「この霊ハンドロケット『鮮せん血けつ丸まる』で、あなたをギッタンギッタンのグッチャングッチャンのバッランバッランにして──もとい、あなたに憑ひよう依いした悪霊をたちどころに消しよう滅めつさせてあげましょう」


　まずい。あんなものを使われては、これまで峻護に献けん身しんしてくれた給水塔の防ぼう御ぎよも優に突破されることだろう。そうなればもう後がない──


　一いつ瞬しゆんの思考の硬こう直ちよく。そのわずかな間に、次なる不運が峻護を見み舞まった。


「あのう、二ノ宮くん？」


　屋上と階段をつなぐ昇しよう降こう口ぐちのドアを開けてこちらを覗のぞいている人物がひとり。


「どうなったのか気になって見に来たんですけど──」


　月村真由だった。


「んな──」


　目眩めまいがする。どうしてこうタイミングが悪いのか。来るなと念ねんを押おしておいたのに、という意味だけではない。真由の現れた位置はまつりと峻護を結ぶ直線上の延えん長ちよう、すなわち『鮮血丸』の有ゆう効こう射しや程てい範はん囲い内ないなのである。


「ふむ、月村さんも現れるとは好こう都つ合ごうですね。この際さいですから二人まとめて除じよ霊れいすることにしましょう。心配は無む用ようです、『鮮血丸』の火力をもってすれば苦しむのはほんの一瞬ですから」


　不吉なセリフを吐はき、まつりがハンドロケットを肩かたに構える。考えるより先に身体からだが動いていた。峻護とまつりの距きよ離り、峻護と真由の距離、いずれが近いかといえば後者。ハンドロケットが火を噴ふく前にまつりを無む力りよく化かする選せん択たく肢しは即そく座ざに却きやつ下か。


「えっ？　えっ？」


　すばやく転てん身しんし、状況を呑のみ込めずにわたわたしている真由めがけてダッシュ。その身体を搔っ攫さらうように抱だき上げて、そのまま彼女を庇かばう形で地を転がり、次の瞬間にも襲おそい来るであろう爆ばく風ふうにそなえて──


「…………？」


　予想された衝しよう撃げきが来ないことに不ふ審しんを覚え、顔をあげた峻護が見たものは。


　君江婦人が柔じゆう術じゆつか合あい気き道どうのような要よう領りようで娘むすめを背せ負おい、天に向かって高々と放ほうり投げる瞬間だった。


「あ」


　よほど呼こ吸きゆうが合ったものか、彼女は人形か何かのように宙ちゆうを舞まい、屋上のフェンスをも乗り越こえ、そのまま真まっ逆さかさまに墜つい落らくしていく。


　その放ほう物ぶつ線せんを啞あ然ぜんと見み届とどけた峻護へ、


「おつかれさま。もう楽にして頂いただいてけっこうですよ」


　霊体婦人がいつものニコニコ顔で労をねぎらった。





　　　　＊





「ご苦労さまでしたわねえ。あたくしというたがの外れたまつりの相手、大変だったでございましょう？」


　すうーっと空中を音もなく移い動どうしてきた君江が、峻護の前で深ふか々ぶかとお辞じ儀ぎをする。


「いえ、まあ……ともかく人的被ひ害がいはありませんでしたし」


　転がってる最中の打ち所でも悪かったのか「きゅう～」と目を回している真由を介かい抱ほうしつつ、峻護は応おうじる。


「それにしてもお見み事ごとでしたね、今の投げ技わざ。懐ふところに飛び込むタイミングといい、相手の勢いを利用する呼吸といい、惚ほれ惚ぼれとする技の冴さえでしたよ。おれの格かく闘とう技術を色々ほめてくれましたけど、おれの力なんてあなたの足もとにも及およびません。感かん服ぷくしました」


「いえいえ、あたくしなんてまだまだ……そんな風に褒ほめられてはこそばゆいですわ」


　謙けん遜そんする君江だが、実際彼女の体術の腕うで前まえは目を瞠みはるだけのものがあった。その動きの片へん鱗りんから余よ程ほどの達たつ人じんであろうとかねがね思ってはいたが──なるほど、娘の度どを超こしたやんちゃを幾いく度どとなく防ふせいできただけのことはある。


　いずれにしても、彼女の力が戻もどってきたことは実に心強い。これで峻護も重い肩の荷にが下りるというものだった。


「君江さん、これからもその力で娘さんの暴ぼう走そうを防いでくれるよう、お願いします。正直言って娘さんの相手はおれ、もうこりごりです」


「…………はて？」


　苦笑いする峻護に君江は首をかしげ、


「何か勘かん違ちがいをしてらっしゃるようですが……あたくしの力、いまだ戻ってきておりませんことよ？」


「…………え？」


「むしろその逆ですわ。あたくしは今後、相当な長期間にわたって力が使えなくなるでしょう」


「ちょ、ちょっと待ってください！」


　あわてる峻護、


「どういうことです？　だって君江さん、さっき娘さんを投げ飛ばしたじゃ……」


「ああ、あれはね、峻護さん。あたくしに残ったなけなしの力を使い切った最後の一撃だったのですよ。ああでもしないとほんとうにまずいことになりそうでしたからねえ」


　ほがらかな微び笑しようにいささかの変化もないまま、さらにのたまう君江。


「何度も言ったじゃありませんか、あたくしに力が戻ってくるのは当分かかると。『周しゆう期き』の巡めぐってきたあたくしは、霊的な力がほとんどスッカラカンの状じよう態たいだったのだけど……そのなけなしの力を無む理りして使ったものだから、今はほんとうの空っぽ。まつりのほっぺたをつねるだけの力も残っておりません。そして一度空っぽになってしまうと、再び力を蓄たくわえるのに半はん端ぱでなく時間がかかってしまうのですわ。ですからあなたひとりの力でどうにかしてくださいまし、と重ね重ねお願いしておりましたのに……困ったさんですわねえ、峻護さんたら。めっ」


　かわいらしく言って、峻護のおでこを突つつくまねをする。


「そ、そんな……！」


「だって、あれだけ口を酸すっぱくして手て加か減げん無む用ようと何度も言ったのに、あなたは女には手を出せないとかおっしゃるし……そこまで余よ裕ゆうを見せるくらいだから簡かん単たんにあしらえる自信があるかと思いきや、ちょっとした重じゆう火か器きを持ち出されただけでもう手に負おえなくなるし」


「あう……」


「ま、こうなった以上はじたばたしても始まりませんわね。今申し上げた通り、あたくしはもうお手伝いすることができませんから。今後まつりに歯は止どめをかける役やく割わりは、峻護さんひとりに負っていただくことになりそうですわねえ、必ひつ然ぜん的てきに。どうぞがんばって下さいましね。あたくし、応おう援えんさせていただきますわ」


「ちょ……」


「それでは話も纏まとまったところで、あたくし娘の様子を見てまいりますわね。今日のところはこれにて失礼をば──」


　一礼してひょいと飛び上がると、そのままフェンスを越えて峻護の視し界かいから消える君江。


「…………」


　とんでもないことになった。久遠院君江という安あん全ぜん装そう置ちから解かい放ほうされたまつりがどんなパフォーマンスを見せるかは、ついさっき証しよう明めいされたばかり。おまけにまつりを盲もう信しんしている真由は、まつりにとって鴨かもがネギ背し負よって来るようなもの。格かつ好こうの獲え物ものなのだ。


「なんてこった……」


　全身の力が抜ぬけ、その場に突っ伏ぷす峻護。唯ゆい一いつの協力者をも失った彼の明日はいずこにあるか──今はまだ誰だれも知らない。







つづく──のか？





　真ま由ゆ、ホントに取り憑つかれるのこと







「嗚あ呼あ……どうして、どうして二にノの宮みやくんはわかってくれないんでしょう！」


　天を仰あおいで髪かみを振ふり乱みだし、月つき村むら真ま由ゆは大いに慨がい嘆たんした。


「紛まがい物ものばかりがはびこるこの世の中、正しよう真しん正しよう銘めい、本物の退たい魔ま師しさんがわたしたちに取り憑ついた悪あく霊りようを除じよ霊れいしてくれようとしているのに……なぜ二ノ宮くんはそれを頑かたくなに拒こばもうとするんですかっ？」


「……この状じよう況きようでもまだそれを言う？」


　日本刀を白しら刃は取どりした体たい勢せいのまま、峻しゆん護ごは苦にが々にがしくうめく。


「ちょっとでも力を抜ぬいたらおれ、理科準じゆん備び室しつの人体標ひよう本ほんよろしく真まっ二ぷたつにされるんだけど？」


　鼻の先一センチのところで剣けん呑のんな輝かがやきを放はなっている刃やいばに冷ひや汗あせをかきながら抗こう議ぎする。だが、峻護が背後に庇かばっている真由は聞き分けのない子供を諭さとす時の声で、


「もうっ、ですからそんなことには決してならないって、いつも言ってるじゃないですか。久く遠おん院いんさんはプロの退魔師なんですよ？　どんなやり方であろうと、彼女に任まかせておけば最後にはきちんと除霊してもらえるに決まってます」


「その通り。月村さんは物もの事ごとの道どう理りというものをよく心こころ得えてらっしゃいますね」


　と、涼しげな無む表ひよう情じようで頷うなずくのは、愛あい刀とうを手に峻護を冥めい土ど送りにせんとしている巫み女こ少女、久遠院まつりである。


「さあ、二ノ宮さんもわたしを信じてください。そしてわたしの愛刀を挟はさんでいる両手から力を抜いてください。そうすればたちどころにあなた方を刀の錆さびと変えて差し上げ……もとい、あなた方に取り憑いた悪霊を責せき任にんもって除霊して差し上げます。さあさあ、心安らかに身をゆだねてください」


「そんなあからさまに怪あやしいセリフに誰だれが乗るかっ！」


　峻護は生せい命めい線せんである両手にいっそうの力を込めつつ、すぐそばで事ことの成り行きを見守っていたある人物──というか実じつ体たいを持たない幽ゆう霊れいだが──に泣きついた。


「ちょっと君きみ江えさん！　あなたの娘むすめさんをなんとかしてください！」


「無む茶ちやをおっしゃらないでくださいな」


　困り笑いを浮うかべつつ、久遠院君江はやわらかく諭さとす。


「ご存ぞん知じのとおり、あたくしは先日の一件によって物ぶつ質しつに干かん渉しようする力を失ったまま。あなたをお助けすることができないのです。どうか、まつりの面めん倒どうは峻護さんひとりで見てくださいますよう、お願い申し上げますわ」


「そ、そこをなんとか……」


「こういう言い方をするのはどうかと思いますが、あたくしが力を失った一因は峻護さんにもあるのです。ここはその責任を取っていただくということで、どうかひとつ」


「～～～っ。わかりましたよっ、おれひとりで何とかすればいいんでしょっ！」





　　　　＊





　──所は神じん宮ぐう寺じ学園、休み時間中の廊ろう下かである。


　通りかかる生せい徒とたちが皆みな『ったく、あいつらも懲こりねえな』という視し線せんを向けつつスルーしていく中。


　苦労人の少年、思い込みの激はげしい少女、インチキ退魔師、幽霊婦ふ人じんの四人は、例によって例のごとく、毎度の騒そう動どうを繰くり広げていた。


　まつりが除霊と称しようして凶きよう器きを振り回し、真由は嬉き々きとしてそれを受けたがり、峻護は命がけでその無む謀ぼうを止め、君江はニコニコ顔で騒さわぎを見守る──まさしく、通りがかりの連中が共通して抱いだく感想の通りな『毎度の騒動』。損そんな役回りはいつも峻護の元に回ってきて、彼は四し苦く八はつ苦くしつつも惨さん事じを回かい避ひせねばならない、のだが。


　この日、危き惧ぐされていた事じ態たいがついに発生してしまったのである。





　　　　＊





「あ」


　峻護の身体からだが軽かる々がると宙ちゆうを飛び、美しい放ほう物ぶつ線せんを描えがいた。久遠院まつりが白刃取りしている峻護ごと日本刀をブン回し、彼を放ほうり投げた──と知ったのは、壁かべに叩たたきつけられた激げき痛つうが全身に走った後のことである。


「くッ──」


　首を振ってチカチカ瞬またたく星を追い出しつつ、峻護は舌した打うちした。あの巫女少女が馬ば鹿か力ぢからの持ち主だとは知っていたが、これほどまでとは。


「だ、だいじょうぶですか二ノ宮くん！」


「ご心配なく月村さん。軽い脳のう震しん盪とうを起こしているだけですから、じきに復ふつ活かつするでしょう。ささ、彼がまた余よ計けいな邪じや魔まをしないうちに、あなたの除霊を済すませようではありませんか」


「そ、そうですか？──わかりました、ではさっそく除霊をお願いします！」


　二人の会話を朦もう朧ろうとする頭で聞きながら、峻護は必ひつ死しで意い識しきをクリアにしようと足あ搔がいていた。状じよう況きようは最悪と言っていい。こうなってはまつりの凶きよう行こうを止められる者は誰もおらず、ほどなく月村真由は現げん世せに永遠の別れを告げることとなるだろう。


「ああ……ついに、ついにこの時がやってきたんですね久遠院さん！　わたしに取り憑いた悪霊を追おい払はらえる、祝しゆく福ふくすべき時が！」


「ええもちろんです。わたしに任せてもらえれば、痛いたみを感じる間もなくあの世への遊ゆう覧らん旅行にご招しよう待たい──もとい、たちどころに除霊は完かん遂すいを見るでしょう」


「ありがとうございます、すべて久遠院さんにお任せしますので、もう好きなようにしちゃってください。ああ……わたし、なんだかとても幸福な気分……今にも天に昇のぼってしまえるような気がします」


「ええ、あなたはすぐにでも、天国がどういう場所かを知ることになるでしょうね。うけけけ……」


　ニヤリ、とくちびるの端はしを曲げたまつりが真由に刀を突つきつける姿すがたが、視し界かいの端に見える。真由は相あい変かわらずまつりを盲もう信しんすること甚はなはだしく、取り憑いてもいない悪霊を除霊してもらえると信じて恍こう惚こつの表情を浮うかべている。


（くそ、足が動かない……！）


　だが脳震盪の影えい響きようで、いまだ峻護に行動の自由は戻もどらない。まともに動けるようになるまであと数秒、しかしその数秒ですべては終わる。


「それではお覚かく悟ごを」


　いんちき退魔師が愛刀を振りかぶり、自らの末まつ路ろを知らぬ少女は夢見るように目ま蓋ぶたを閉とざす。峻護がなす術すべなく無む力りよくを嚙かみ締しめる中、凶きよう刃じんは犠ぎ牲せい者しやの脳のう天てんに向かって振り下ろされ──


　次の瞬しゆん間かん。


　まつりの小こ柄がらな身体が、軽々と宙に舞まっていた。先ほどの峻護の時よりもはるかに大きな弧こを描えがいて。


「……え？」


　巫女服の少女は峻護の頭上を越こえ、窓まどガラスを粉こな々ごなにしつつ校舎の外へと消えていく。


「んな……」


　峻護はインチキ巫女を投げ飛ばした人物へ、驚きよう愕がくの視し線せんを向けた。


「ええと……月村さん、だよな？　今の。え？　なんで？」


　混こん乱らんする。峻護の両目が突とつ発ぱつ性せいの乱らん視しにでも冒おかされたのでなければ、惚ほれ惚ぼれする技わざの冴さえでまつりを投げ捨てたのは、確かに月村真由なのである。


「え？　あれ？　月村さんって除霊されたがってたんじゃなかったっけ？　ていうかどこでそんな投げ技覚えたの？　一体どうなってるんだ？」


　が、峻護以上に混乱していたのは当の真由の方であった。


「あ、あれ？　どうして？　わたしそんなつもりじゃ──え？　え？　どうなってるんです？　なんでわたしが久遠院さんを投げ飛ばしてるんですかっ？」


「いや、それはおれが聞きたいんだけど……だって、月村さんが張ちよう本ほん人にんだろう？　久遠院さんを投げ飛ばしたのは」


「ち、ちがうんです！　わたしそんなつもりはまったくなくて──というか、何かヘンなんです！」


「ヘン……って、何が？」


「それがその、勝かつ手てに動くんです、わたしの身体が！」


「勝手に……？」


　どうも要よう領りようを得えない。


「すまないけど、もう少しわかるように説明してくれないか？」


「ですから言った通りなんです、身体の自由が利きかないんです！　わたしの意い思しで身体が動かせなくなってるんです！　ど、どうなってるんでしょう、これって！」


「いや、そんなこと言われても……」


『それはあたくしからご説明いたしますわ、峻護さん』


「君江さん？」


　峻護にだけ見ることのできる幽ゆう霊れい婦人が、峻護にだけ聞こえる声で割わって入った。


「説明してくれるって、一体どういうことなんです？……って、君江さん？　あれ？」


　声はすれど姿は見えず。いつもニコニコ微び笑しようを浮うかべている妙みよう齢れいの女性の姿がどこにも見当たらない。


「君江さんどこにいるんです？」


『ここですよ、ここ』


「いや、ここって言われても、どこを見ても姿がないんですけど」


『ほら、ここです、ここ。あなたの目の前ですわ』


「目の前って……」


　目の前には混乱している真由しかいないのだが。


「あわわ、どうしよう、どうして身体が動かないんでしょう……はっ！　ひょっとしてこれ、わたしに取り憑ついた悪あく霊りようの仕し業わざなのでは？　どどどどうしましょう二ノ宮くん！」


「…………あ」


　嫌いやな予よ感かんがした。まさか、まさかとは思うが、ひょっとしてひょっとすると。


『ええ、たぶんそのまさかですわ』


　のほほんとした調ちよう子しで、君江は重じゆう大だいきわまる事じ実じつを打ち明けた。


『あたくしは今、月村真由さんの中に入り込み、彼女の身体の主しゆ導どう権けんを握にぎっております。先ほどまつりを投げ飛ばしたのもあたくしですのよ』


「そうかなるほど、だったらさっきの技の切れも説明がつく……って、ちょっと待ってください！　それって月村さんに取り憑いてるってことじゃないですか！　それは大おお事ごとですよ！　ていうか君江さん、そんな真ま似ねできたんですかっ？」


『とにかく詳くわしい説明は後です。ここにいるとすぐにでもまつりが追いついてきますわよ。もう少し安全な場所へ避ひ難なんして、話はそれからにしましょう』





　　　　＊





　君江に急せかされて移い動どうした先は、人ひと気けのない体育倉庫である。


『さて、ここでしたら一息入れられそうですわね』


「はあ……」


　君江は一息つけたかもしれないが、取り憑かれている立場の真由はそれどころではない。


「うう、ぐすっ……なんてことでしょう、悪霊がついにわたしの身体からだを乗っ取ってしまったんですね……ここまで来たのだって、わたしの意思に関係なく足が動いたからだし……だから早く久遠院さんに除じよ霊れいしてもらうべきだったのに……」




[image: ]


『峻護さん。こちらの真由さんをなだめてあげてくださいな。こう泣かれてはおちおち話もできませんわ』


「ああはい、すいません。……ほら、月村さん。だいじょうぶ、だいじょうぶだから落ち着いて」


　赤子をあやすように真由の背中を撫なでながら、


「君江さん。そろそろ事じ情じようを説明してもらいたいんですが……」


『と、その前に峻護さん。あたくしと話をする時は、わざわざ声に出す必要はありませんことよ。頭の中であたくしに語りかけて頂ければ、それで通じます』


「なるほど、それはありがたい」


　であれば、真由に話を聞かれて余よ計けいな混こん乱らんを招くこともない。


『ええと……こんな感じでいいですか？』


『結構です、ちゃんと聞こえておりますことよ。さて、それでは事情をご説明いたしましょうか。事じ態たいは非ひ常じように切せつ迫ぱくしていますが、できるかぎり時間を割さきましょう』


『切迫している……？　それはどういう意味で？』


『すぐにわかりますわ。まず基き本ほん的てきな確かく認にんですが、あたくしの霊れい体たいは今、月村さんの身体に憑ひよう依いし、彼女の霊体に対して優ゆう位い性せいを確かく保ほしています。そこまではよろしくて？』


　のんびりした口調ながら真しん剣けんな声で念ねんを押おしてくる。


『ええ、わかります。要ようするに取り憑いているということですよね』


『その表現のされかたは本ほん意いではありませんが……まあそういうことです』


『それにしても人が悪いじゃないですか、君江さん』


　くちびるを尖とがらせる峻護。正直なところ、彼には少なからぬ不ふ満まんがあった。


『月村さんの中に入って彼女を意のままに動かすことができるなんて、おれ初はつ耳みみですよ』


『当とう然ぜんですわ、伝えた覚えがありませんもの。何しろこれは非常手しゆ段だん、本ほん来らいなら使うつもりもなかったのですよ？』


『それはそうかも知れませんが……だけど今の君江さんは力を失ってる状態で、娘むすめのまつりさんを止めることができないわけで。でも月村さんの中に入っていれば、さっきみたいに力を発はつ揮きできるわけですよね？　だったら、まつりさんが襲おそってくるたびに月村さんの中に入ってくれれば──』


『ですから、そんな気軽にできることではないから非常手段なのです。考えてもごらんなさいな。どうしてあたくしが未いまだに真由さんの中にいるか、不ふ思し議ぎとは思わないのですか？』


『そういえば……』


　確かに妙みようである。さしあたりバーサーカー巫み女この脅きよう威いが去った今、真由の中に入っている必ひつ然ぜん性せいがない。


『理由は単たん純じゆん明めい快かい。今の状じよう態たいでは出たくても出られないからですわ』


『で、出られない？』


　それこそ本当に一いち大だい事じではないか。


『ど、どういうことです？』


『霊れい体たいの出入りはそう簡かん単たんにできることではない、ということです。峻護さんにはあたくしが外に出られるよう、これからお手伝いして頂かねばなりません』


『ええもちろん、おれにできることでしたら何でも……で、どうすればいいんですか？』


『それも順を追って説明いたしますわ。まず最初に思い出して頂きたいのですが──あたくしが憑依する直前、真由さんはどんな状態にありました？』


『月村さんの状態……？』


　記き憶おくをたどってみる。確か峻護が戦せん闘とう不ふ能のうに陥おちいり、まつりが日本刀を構かまえて真由に振ふり下ろそうとして、真由は嬉き々きとしてそれを受け入れようとして──そう、ひどく恍こう惚こつとした表情をしていた気がする。


『そうです。その恍惚としていた、というのがポイントなのです。ある種の没ぼつ我が状態、トランス状態を作り出すのが降こう霊れいの基本。霊れい媒ばいの心の中が一種の空くう白はく状態になって初めて、霊体は生身の身体に憑依することが可か能のうとなります。その状態を作り出すために霊能者は様さま々ざまな技術を駆く使しするのですが……先ほどの真由さんは偶ぐう然ぜんにもその状態になりましたから。あたくしはとっさの判はん断だんで彼女に憑依し、事ことなきを得えたというわけです』


『なるほど、そういうことでしたか』


『問題はここからです。霊体が憑依するためには様々な手順が必要な反はん面めん、抜ぬける時にはさほどの手て間まは要いらないものなのですが──現げん状じようはごらんの通り。おそらく何かしらヘンな相あい性しようが合あってしまったのでしょうね、思ったよりもはるかに強く真由さんと融ゆう合ごうしてしまったようです』


『……出るためにはどうすれば？』


『もう一度真由さんをトランス状態にもっていけば、おそらくは。トランス状態とは、霊体が入り込みやすいだけでなく、出て行きやすい状態でもありますからね』


『トランス状態か。なるほど』


　ふむふむと頷うなずく峻護だが、そこで首をかしげた。


『でも……月村さんをトランス状態にもっていくって、どうやればいいんです？』


『そこなのです。本来ならば、様々な儀ぎ式しきや呪じゆ法ほうを用もちいてトランス状態に導みちびくものなのですが──それらが一いつ朝ちよう一いつ夕せきで学べる技術でないことは、おわかりになりますわね？』


『でしょうね……でも、だったらどうすれば……』


『手はあります。先ほどのように真由さんが恍惚とした状態になってくれれば、それはトランス状態と同どう義ぎであり、あたくしは憑依を解とくことができるでしょう』


『いや……その恍惚状態だって、どうやってもっていけばいいのかおれには……』


『あら』


　君江の『声』にいたずらっぽい響ひびきが交まじった。


『ここまで説明すればおわかり頂けると思っていたけど──峻護さんって見た目以上に鈍にぶいお人なのねえ。それともとぼけていらっしゃるのかしら？』


『？　どういうことです？』


『男が女を恍惚とさせる方法なんて、ひとつしかないじゃありませんか』


『？？？』


『んもう、朴ぼく念ねん仁じんなお人ね。つまり、今ここで真由さんを押おし倒たおしてしまいなさいな、と申し上げているのです』


『んな──』


　口をあんぐり開ける峻護。


『彼女を恍惚状態へもっていくには、おそらくこれが最もつとも手てっ取とり早い方法でしょう。めくるめく快かい楽らくによって、真由さんの頭の中をカラッポにしてくださいまし。峻護さんのテクに期き待たいしておりますわよ』


『ちょちょちょ、ちょっと待ってください！　何なんですかそれは！　冗じよう談だんじゃない、どうしてそんな──』


『でしたら峻護さん、他ほかによい方法がありますか？　あればそちらを採さい用ようしますが』


『し、しかしですね、こういうのは極きわめて重じゆう要ようなことであって、状じよう況きようが切せつ迫ぱくしているからといって軽かる々がるしくするべきことでは……』


『峻護さん、今は躊ちゆう躇ちよしている場合ではありませんことよ。真由さんをごらんなさい、このまま彼女を泣かせておいていいのですか？』


　ハッ、と峻護は、己おのれの腕うでの中にいる少女を見やる。


「うう……ぐすっ……どうしよう……」


　自らの身体からだがままならないことに絶ぜつ望ぼうし、途と方ほうにくれているのだろうか。真由は力なくすすり泣くばかりだ。


『泣いている女を見捨てるような真ま似ね、男子として恥はずべきことですわよ？』


『ぬ…………』


　ぐうの音ねも出ない峻護。それを言われては折おれるしかない。


『わ、わかりました。やります。やってみせます』


『よろしい。それでこそ男というものですわ』


『……ええと、ですがその、あの。一体どうやればいいんですか？　おれ、こういうの初めてなんで、何をどうすればいいかさっぱりなんですが……』


『なんとまあ、情けないおっしゃりようですこと。あなたも男の端はしくれでしょう、しっかり気き張ばってくださいな。……まあ本当のところを言えば、最後までいってしまう必要はないのですけれどもね。必要十分なだけの恍惚状態へともっていけば事は済すむのですから。そこは峻護さんの技ぎ量りよう次し第だいです』


　それは事じ情じようを知らない人間のセリフである。なにしろ月村真由は、男性を魅み惑わくすることにかけては天てん下か無む双そうの存在『サキュバス』なのだ。そんな相手と際きわどいところまでいって、はたして寸すん止どめが利きくかどうか。


『まあよろしいですわ、及およばずながらあたくしが指し南なんすることにいたしましょう。まずはそうですわね、彼女に何か甘あまい言葉でも囁ささやいてごらんなさいまし。こういうことには雰ふん囲い気き作りが何より大切です』


『わかりました、甘い言葉ですね。甘い言葉、甘い言葉……』


　難むずかしい顔で呟つぶやきを繰くり返してから、へたり込んでいる真由に向き直る。


「月村さん」


「うう……二ノ宮くん」


　泣き腫はらした顔を上げ、


「やっぱりダメなんです、どうやっても身体が動いてくれないんです……わたし、どうしたらいいんでしょう？　これからどうなるんでしょう？」


「だいじょうぶ、ちゃんとおれが何とかしてみせるから。だからほら、泣きやんで」


「二ノ宮くん……」


　赤く濡ぬれた真由の瞳ひとみに希望の光が灯ともった。彼女の信しん頼らいを勝ち得えている証あかしであり、君江の言う『恍こう惚こつ状態』にいざなうステップとしては合格点であろう。


　さあ、ここで決めの言葉を、何か甘いひとことを──


「月村さん……」


「二ノ宮くん……」


「…………」


「…………」


「ええと……」


「…………？」


「……………………………………砂さ糖とう」


「…………はい？」


「蔗しよ糖とう、ブドウ糖、三さん温おん糖とう、ハチミツ、メープルシロップ、みりん、生クリーム」


「？　？　？」


「甘い言葉を並ならべてみました、みたいな。……なんちゃって」


『……ちょっと峻護さん？』


　押し殺した『声』で君江が割わって入った。


『どういうおつもりです？　この状況でその手のボケは万ばん死しに値あたいしますことよ？』


『す、すいません。だって、甘い言葉なんて急に言われても思いつかなくて……』


『困りましたわね……朴念仁だとは思っていましたが、これほどまでとは。すでに申し上げた通り、事じ態たいは極きわめて切せつ迫ぱくしているのです。無む理りでも何でもどうにかしてくださいまし』


『うう、そう言われても……』


　フウ、とため息をつく気け配はい。


『埒らちがあきませんわね。やむを得ません、これを言うと気分が盛もり上がらないかと思って黙だまっていましたが……あたくしがこれほど事ことを急ぐ理由をお話ししましょう』


『理由？』


『真由さんの様よう子すをごらんなさい。すでに影えい響きようが出始めているようですわ』


『────？』


　言われたとおりに真由を見やる。悄しよう然ぜんと泣き濡れた様子は先ほどから変わらないが──


「あ、あれ？　二ノ宮くん、わたし、何かヘンです」


「月村さん？　どうしたんだ？」


「身体が動かないだけじゃなくて、なんだか急に眠ねむ気けが……おかしいな、こんな時間に眠くなるはずがないのに……」


　朦もう朧ろうとした意識を振ふり払はらうかのように瞬まばたきを繰り返す真由。


『これは──どういうことなんです、君江さん？』


『ひとつの身体に二つの霊れい体たいが同どう居きよしていることの弊へい害がいです。元々あたくしは霊力の高い霊体ですから、霊れい媒ばいにはそれ相そう応おうの資し質しつが要求されるのですが──残念ながら真由さんはまったくの素人しろうと。おまけにこの場合、あたくしの霊体が思いのほか強く真由さんの身体に同調してしまいましたからね。このままあたくしが彼女の中に居いつづければ──』


『どうなるんです？』


『あたくしの霊力による負ふ荷かに耐たえられず、真由さんの霊体は消しよう滅めつするでしょう』


『んな──』


　その宣せん告こくの衝しよう撃げきに、全身の血液が冷れい気きを帯おびて逆ぎやく流りゆうする。


『そんな！　そんな馬ば鹿かな！』


『霊体の消滅は存在の消滅と同義。それを止めるのは峻護さん、あなたしかおりません。できるできないの問題でないことはおわかりになりますわね？　やるしかないのです』


　ごくり、覚えず喉のどが鳴なった。真由が消滅？　そんなことがあっていいものか。君江の言う通り、ここはやるしかないのだ。


　だが──いいのか？　ほんとうに。緊きん急きゆう事じ態たいとはいえそんな振ふる舞まいに及んでも。女性に対して慎つつましく、清らかであれ。ただそれのみが二ノ宮峻護の信しん奉ぽうする矜きよう持じではなかったのか。同意もなしに、気持ちを確かめることもなしに、軽々しくやってもいいことなのか──


「二ノ宮、くん」


　呼び声に懊おう悩のうは断たたれ、峻護は声の主ぬしに目を向けた。


　ハッとなった。


　真由が、じっと彼を見つめてきていた。


　それはすっかり泣き濡ぬれて赤く腫はれた──しかし、ひどく澄すんだ瞳だった。


　ただ二ノ宮峻護ひとりだけを恃たのみ、そして彼の救いを一心に求める瞳だった。


　目が覚めた。


　まったく、君江の言う通りだ。少女のひとりも救えずして何のための男か。


「月村さん」


　峻護の顔つきが変わった。精せい悍かんで、それでいて柔にゆう和わな眼まな差ざしで、救うべき少女に声をかける。


「だいじょうぶ。君は必ずおれが救ってみせる。だから安心して」


「二ノ宮くん、でもわたし、なんだかもう意い識しきが──どうしてだろ、なんだかこのまま眠ってしまったら、もう二度と目が覚めないような気がして、こわくて……」


「月村さん、おれを信じてくれ。君をそんなことにはさせない。さあ、意識をしっかり保たもって」


　真由の手をしっかり握にぎり締しめ、励はげましの声をかける。


「……ありがとうございます、そんな風に言ってくれて。でもわたし、今回はほんとうにダメなような気がします。わたし、ずっとずっと二ノ宮くんには迷めい惑わくをかけっぱなしで、それなのに恩おん返がえしのひとつもできなくて、最後までやっぱりこうやって迷惑をかけて、それだけが心残りで──」


「真由」


　峻護が、初めてその名を呼んだ。


　少女の目が驚おどろきに見開かれる。


「二ノ宮、くん？」


「おれのこと、信じられない？」


「いえそんな、そんなことはっ。二ノ宮くんはいつもわたしによくしてくれて、だからわたしが二ノ宮くんを信じないなんてことは……」


「でも、君は悲しいことばかり言うじゃないか。君にそんなことを言われると、おれは絶ぜつ望ぼう的てきな気持ちになってしまう」


「ご、ごめんなさい、そんなつもりじゃ──」


「もし君がいなくなったら……それを考えると、おれはすごくつらい。もしそんなことになったら、おれも君の後を追って──」


「そんな！　だめですそんなの！　ぜったいぜったいだめです！」


「ありがとう。だからさ、そんな悲しいことは言わないでほしいんだ。おれのことを、信じてほしいんだ」


「でも、だけど──」


　言いさしたくちびるを指でそっと押おさえて。


　峻護は極ごく上じようのはにかみを浮うかべてみせた。


「君は、おれの──つまりその、大切な人なんだからさ」


「────！」


　両手で口もとを覆おおう真由。


「二ノ宮くん、それは、ほんとうですか？」


「うん、ほんとう」


「信じても、いいんですか……？」


「もちろん。安心して信じてほしい」


「二ノ宮くん……」


　真由の顔から陰かげが失うせ、生せい気きの朱しゆ色いろがさした──のだが。


　それと同時、彼女の瞳ひとみに別の色も宿っていた。


「じゃあ、じゃあ──お願いをひとつ、聞いてもらってもいいですか？」


　情熱に蕩とろけた瞳で懇こん願がんしてくる真由。この時になってようやく、峻護の頭の片かた隅すみで警けい告こくの赤ランプが回り始めた。


「お願い？　ああもちろん、おれにできることだったら」


「ありがとうございます。ええと、そのあの、ええと」


「…………？」


「そ、それでは失礼して──えいっ」


　真由の両腕うでが伸のびてきて、峻護の首にそっと絡からみついた。


「こ、こうしちゃいます」


「いっ？　つ、月村さん？」


　距きよ離りが、近い。互たがいの鼓こ動どうすら聞こえそうな位置に、真由の整ととのった顔がある。羞しゆう恥ちに染まった頰ほお、その羞恥のあまり峻護と目を合わせられない、濡れた瞳。


「大切な人だと言ってくれたから、だから、その、あの」


　相変わらず峻護は甘あまい。重じゆう々じゆう承しよう知ちしていたはずなのに失しつ念ねんしていた。自分が相手にしている少女がサキュバスであるという意味を。


「ま、ちょっと待った月村さん！」


　あわててストップをかける。月村真由はただのサキュバスではない、強力無む比ひな精せい気き吸きゆう引いん能のう力りよくを持ちながらその能力をコントロールできないという、少々困こまったサキュバスなのである。そんな彼女とコトに及およべばどういうことになるか。


「ま、まずは落ち着こう。落ち着いて状じよう況きようを整理しようじゃないか」


「お、女の子をその気にさせておいてそれは──ズルい、です」


　峻護の制せい止しをひかえめに、しかし強力に一いつ蹴しゆう。サキュバス少女はゆっくり目ま蓋ぶたを閉じた。


　まずい。まずいまずいまずい。


　十六の身み空そらでこの世を去るつもりのない峻護は必死の思いで状況を打だ開かいしようとするが、サキュバスの本能を全開にさせた真由が相手ではヘビに睨にらまれたカエルも同然。すっかり蟲惑領域テンプテーシヨン・フイールドに囚とらわれ、身体からだの自由が利きかない。まるで催さい眠みん術じゆつにでも掛かかったかのように、峻護のくちびるは真由のそれへと近づいていく。


（まずいぞこれ、完全に月村さんをサキュバス本能全開にしてしまった。なんだか夢む中ちゆうになっていろいろ口走ってしまった気がするけど、おれは彼女に何を言ったんだっけか。あれ？　そもそもおれは何で夢中になってたんだっけ？　いやそれ以前に、どうしてこういうことになってるんだっけ？）


　なんだか思い出せそうな気がする。気がするのだが、もう時間がない。峻護の身体は己おのれの理り性せいに反して動き、恍こう惚こつとした表情を浮かべる真由のくちびるを塞ふさぐべく、刻こく一いつ刻こくと近づいていく──


（………………ん？　あれ？　恍惚？）


　ようやくすべてを思い出した。


『──君江さん、君江さん！』


「はいはい、どうしました？」


『ま、まだですか？　まだ月村さんの中から出られませんかっ？　このままだとおれ、かなーりヤバいことになってしまうんですけどっ！』


「んー、そうですわねえ。まあもうちょっとがんばってみてくださいな」


『そ、そんな──って、あれ？』


　なんだか引っかかる。君江が今もなお真由の中に留とどまっているなら、真由に行動の自由はないはずではないか。だがついさっき、真由は自らの意思で両腕を伸ばし、峻護の首に絡めてきた。ということは──


「あら。バレてしまいましたわね」


『声』の聞こえる方に視し線せんをやればそこにいる、微笑ほほえみ婦人の姿である。


「ホホホ、やればできるではありませんか峻護さん。真由さんを恍惚状態にもっていく作戦は見み事ごとに成せい功こう。無ぶ事じ、あたくしは憑ひよう依いを解とくことができました。これで月村さんの霊れい体たいに危険が及およぶこともないでしょう」


『そ、それは嬉うれしいんですが──今はおれの身に危険が及んでいるというかなんというか。た、助けてください君江さん、このまま月村さんとコトに及んでしまうと、色々まずいことに……！』


「あら、若いお二人の邪じや魔まをするのは野や暮ぼというものでございましょう？」


『いや、それどころじゃないんですってほんとうに！　助けてくださいお願いですから！』


「ホホホ、お忘れですか峻護さん。あたくしは霊体であり、力をも失っている身。あなたを直じかに助けることなんてできやしませんよ。ここはご自分の力で切り抜ぬけてくださいまし」


『そ、そんな……！』


　一いち難なん去ってまた一難。真由の身の安全は確かく保ほできても、これでは峻護の命めい運うんが危あやういではないか。だがサキュバスの本能に目め覚ざめた真由に抗あらがうことなど不ふ可か能のう──


「……まずいですわねえ」


　その時、君江がポツリと呟つぶやいた。


「峻護さん。早くどうにかして頂かないと、非ひ常じように困った事態に陥おちいりますわよ？」


『こ、これ以上まずいことなんて、あるんですかっ？』


「ええ。残念ながら」


　と、次の瞬しゆん間かん。


　けたたましい轟ごう音おんを立てて体育倉そう庫この鉄てつ扉ぴをブチ破やぶり、何者かが躍おどり込んできた。


　巫み女こ服を身に纏まとったその小こ柄がらな少女は──


「ようやく見つけましたよ、おぞましき悪あく霊りように取り憑つかれた哀あわれな方々」


「げ、久遠院さん……っ？」


　峻護の顔色が一気に青ざめた。たしかにこれは『非常に困った事態』だ、この状況で彼女のご登場とは。


「ちょ、ちょっと待った！　タイム！　ストップ！」


「問もん答どう無む用ようです。いざ」


　ラブシーンを演えんじている峻護と真由のもとに一直線、愛刀を手にまつりが殺さつ到とうする。真由の蟲惑領域テンプテーシヨン・フイールドに囚われて身体の自由を失っている峻護には、なす術すべもない。


「く──ッ」


　今度こそ峻護は観かん念ねんした──のだが。


　転てん瞬しゆん。


　急きゆう迫はくしてきた巫女少女の姿が急速に軌き道どうを変え、峻護の頭上を通り過すぎた。
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　まつりはそのままの勢いきおいで羽を生やしたように吹ふっ飛とんでいき、跳とび箱ばこやらバレーボールやらを派は手でに巻き込みつつ、顔面から壁かべに激げき突とつ。万ばん有ゆう引いん力りよくの法ほう則そくに従したがってずるずるとずり落ち、そのまま沈ちん黙もくした。


「……え？　え？　どうなってるんだ？」


　目を瞬まばたかせる峻護。絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいのピンチと思いがけぬ救きゆう済さい。なんだかつい最近、似たような光こう景けいを見たような気がするのだが。──いや、そんな遠回しに自じ己こ確かく認にんするまでもなく、彼は一部始終を目まの当たりにしていたのだが。


「ええと……月村さん？」


「に、二ノ宮くぅん」


　まつりを投げ飛ばした姿し勢せいのまま、真由はべそをかく寸すん前ぜんの顔で、


「わたしじゃないんです、わたしじゃないんです！　身体がまた勝手に動いて久遠院さんを投げ飛ばして──」


『やれやれ、やはりこういうことになってしまいましたか』


　同時、峻護にしか聞こえない声がため息と共に言葉を吐はいた。


「……君江さん？」


『ええ、お察さつしの通りです、真由さんの身体を動かしているのはあたくし、投げ飛ばしたのもあたくしですわ。だって仕し方かたがないじゃありませんか、こうでもしなければあなた方は今ごろ三さん途ずの川を渡る羽は目めになっているでしょうし』


「ああっ、わたしの身体はどうなってしまったんでしょう……これってやっぱり悪霊の仕し業わざですよねっ？　だからもっと早く除じよ霊れいしてもらえばよかったのに……しくしく」


『さて、こうなってしまっては後こう悔かいしても始まりません。まあ事じ態たいの説明を省はぶけるだけマシというものでしょう。ささ、もう一度よろしくお願いしますわよ峻護さん。真由さんをあなたのテクニックで恍惚状態にして、あたくしを外に出してくださいまし。できるだけ早くお願いいたしますわよ、先ほどのようにぐずっている暇ひまはありませんからね？』


「…………」





　耳に届とどく声と、頭に響ひびく声、その二つを呆ぼう然ぜんと聞きながら。


　峻護が力なくその場に突つっ伏ぷしたのは、言うまでもあるまい。







おしまい





　麗れい華かと真ま由ゆ、奮ふん戦せんするのこと







　北ほう条じようコンツェルン次じ期き総そう帥すいにして神じん宮ぐう寺じ学園生徒会長にして二にノの宮みや家けの住すみ込こみハウスメイド。


　いずれも多た忙ぼうな三足のわらじを履はいてなお、北条麗れい華かがそれぞれの仕事を完かん璧ぺきにこなせている理由──それは彼女が任にん意いに発はつ揮きできる集しゆう中ちゆう力りよくの高さにあることを、多くの人間は知らないでいる。


　大たい抵ていの者は彼女のことをやれ天才だ傑けつ物ぶつだともてはやし、『いやあさすがは天才少女、われわれ凡ぼん人じんからすればうらやましい限かぎりですなあ』などと簡単に片付ける。だが実じつのところ北条麗華は、秀しゆう才さいであるにせよ天才とは程ほど遠とおい人物であり、図ず抜ぬけた集中力を発揮することによって限かぎりある能力を最さい大だい限げんに生いかし、過か密みつスケジュールと呼よぶべきそれぞれの仕事を着ちやく実じつにこなしているのである。


『何をいうか。集中力の高さもまた才能のうち、北条麗華が凡人の遠く及およばぬ集中力を発揮できるのであれば、それはまさしく天才と呼んでしかるべきではないのか？』


　……と、反はん論ろんを唱となえる筋もあることだろう。然しかり、それも確たしかに一いち理りある。だが彼女はその集中力を生まれながらに持っていたわけではなく、血の滲にじむような努力の末すえに勝ち取ったのだ、という事情を忘れてはならない。生まれながらにして三足のわらじを履きこなすだけの器き量りようを持ち合わせていたわけではないのだ。


『まてまて。ではそれだけの努力ができるのまた、天才の成なせる業わざではないか？』


　という反はん論ろんは無意味である。なぜならそれだけの努力をできる理由が、北条麗華という個体に内ない在ざいするわけではないからだ。とはいえ彼女がなぜそれだけの努力をすることができたか、またその努力によって得た集中力を長ながきにわたって維持するエネルギーがどこから湧わいてくるのか──それを知る者は、この世よに数人を数かぞえるのみではあるのだが。





　　　　＊





　さて。


　このように前まえ置おきが長くなったのはその日、北条麗華が持ち前の集中力を十分に発揮しすぎてしまい、後ろから掛かけられたか細ぼそい声に気づかなかったゆえである。


　某ぼう日じつの二ノ宮家、空気のほどよく温まり始めた午前十時。


（ああもおっ……どうしてわたくしがこのような面めん倒どうで高コストでなおかつ実入りのとぼしい仕事に精を出さねばならないのです……！）


　北条麗華は台所で三足目のわらじ──すなわちメイドさんの仕事に掛かりっきりであった。今日この日に使う食材の下ごしらえである。


（もやしのひげを一本一本抜くだとか、お米の形を一粒つぶずつチェックして不ふぞろいな粒を取りのぞくだとか……どう考えてもこのわたくしがやるような仕事ではありませんのに）


　苛いら立だちもあらわに呟つぶやきながら、それでも麗華は手て早ばやく作業を進めていく。この家の主あるじである二ノ宮涼りよう子こがこの手の作業に一いつ切さいの妥だ協きようを許ゆるさないため、しぶしぶながらも仕事に没ぼつ頭とうせざるを得えないのだ。


「あのう、麗華さん……」


　少しでも手を抜けば、目ざとい涼子に感づかれてどのような折せつ檻かんを受けるか知れたものではない。ただでさえあの女おんな主しゆ人じんは麗華の細こまかなミスを目を皿さらのようにして探し、折檻と称しようした破は廉れん恥ちきわまる所業を彼女に対して働こうとする節ふしがある。こちらからあの女にスキを見せるようなことがあっては断だんじてならないのだ。


「麗華さん、あの、すいません。ちょっといいですか？」


　ただでさえここしばらくは四し半はん期き決けつ算さんを控ひかえた大事な時期であり、北条コンツェルンの中ちゆう核かくを担になう麗華はいつにも増まして多た忙ぼうなのだ。さっさとこのような雑ざつ務むは終わらせて、より重要度の高い仕事のために時間を割さかねばならない。


「麗華さん？　麗華さん、麗華さん～」


　それにしても二ノ宮涼子である。王おう侯こう貴族でもあるまいに日常の食生活からしてここまでうるさいとは。もやしのひげを取るぐらいはともかく米の形を一粒ずつチェックするなど、世界に冠かんたる北条家の厨ちゆう房ぼうなみの贅ぜい沢たくさである。食しよくに対たいしてそれだけのこだわりがあるのは結けつ構こうなことだが、どうせならその仕事を他人に任まかせず自分でやればよりいっそう結構なことだろうに──


「うう……麗華さぁん」


「きゃわっ!?」


　もやしと米の山の間にぬうっと現れた顔に、麗華は思わず飛び退のいた。


「ちょっとなに、いきなり目の前に顔を出さないで頂ちよう戴だい！」


「うう、だって何度呼んでも返事してくれないから……」


　控えめに抗こう議ぎの声をあげたのは二ノ宮家の居い候そうろうのひとり、月つき村むら真ま由ゆである。


「仕し方かたないでしょう。わたくしは砂粒の中から砂さ金きんでもより分けるような地じ味み作業を押おし付けられて、いま死ぬほどいそがしいのです」麗華は眉み間けんにしわを寄よせて、「この後も山のように仕事が控えているのだから、よほどの急用でもない限り声をかけないでいただけますこと？……まったく、あなたのせいで集中が途と切ぎれてしまったじゃないの。せっかく神しん経けいを研とぎ澄すませてさっさと仕事を終わらせるつもりだったのに……」


「あう。すいません……」


「まあよろしいですわ、手が空あいてるのならこっちの仕事を手伝いなさい。米粒のチェックなんてのんびりやってたら夜になっても終わりませんことよ。ほらさっさとなさい、あなたの分ぶん担たんはそっちの米こめ袋ぶくろ」


「は、はい、ではさっそく──じゃなくて！　そうじゃなくて、大事な話があるんです！　とても緊きん急きゆうの！」


「緊急で大事な話ィ？」


　令れい嬢じようはうさんくさそうに目を細めて、


「そんなのは後になさい。わたくしはこの作業を終わらせないと次の仕事に取り掛かれないし、この後にもウンザリするほど仕事が控えているのは先ほど述のべた通とおり。わたくしのほうこそ緊急を要ようするのは明めい白はくですわ。あなたの与よ太た話ばなしに付き合っている暇ひまはコンマ一秒たりともないのです」


「そんなぁ……」


「ああもうしつこいわねっ、手伝わないのならお庭で玉たま転ころがしでもして遊んでなさい。邪じや魔まったらないですわ」


「ああう、そんな麗華さん、犬か猫ねこを追い払はらうみたいに『シッシッ』とかやらないでくださいよう」


「…………」


「はうっ!?　無視してる……！」


「…………」


「うう、麗華さんそんな、何事もなかったかのようにふたたび作業に没入しないでください、わたしの話を聞いてください～」


「…………」


「うう……」


　完全スルーの方ほう策さくが功こうを奏そうしたか、真由がようやく沈ちん黙もくする。


（まったくこの小こ娘むすめときたら……何をやってもわたくしの邪魔になるのだから始末に負えませんわ。さて、貴き重ちような時間を無む駄だにしてしまいました。急いで仕事を終わらせませんと）


　ふたたび作業に集中するべく神経を研ぎ澄まし、一気に仕事を仕し上あげようとしたのだが、


「うっ、うっ……うわあああん！　麗華さんのばかあああ！　ほんとに大事で緊急の話があるのに！　うわあああん！」


「っ!?　ちょ、ちょっとなに、なんですの!?」


「うわあああん、麗華さんのばか、おたんこなす！　とんちんかん！　うわああん！」


「ちょ、ちょっとこら、落ち着きなさ、あいた、ちょっ、やめ」


　泣きじゃくりながらぽかぽかと拳こぶしを振ふるってくる真由に目を丸くする麗華。まるっきり駄だ々だをこねる子供みたいな攻こう撃げきの仕方だが、意い外がいな馬ば鹿か力ぢからゆえにけっこう痛い。


「わかった、わかりましたから！　ちゃんと聞いてあげますからさっさと大事な話とやらをお言いなさい！」


　真由は涙なみだで顔をべたべたにしつつ、しゃくりあげながら途と切ぎれ途切れに、


「うう……げ、ぐすっ……げんか、ひっく、げんか……」


「げんか？　減げん価か償しよう却きやくがどうかしまして？　この家に減価償却対たい象しようの品しながどれだけあるかなんて、わたくしの関かん知ちするところでは……」


「うわああああん！」


「あいた!?　ちょっとばか、おやめなさい、わかった、わかりましたから！　減価償却じゃないのなら何なのです!?」


「うわあああああん！　うわああああん！」


　どうやら完全に感情のコントロールを失ってしまったらしく、どれだけ宥なだめようともわんわん泣きじゃくるばかり。


（これじゃ仕事どころじゃありませんわ……まったく世話の焼ける）


　やむなく麗華は思し考こうの回かい路ろを『子こ守もり』に切り替かえ、自じ身しんの能力を総そう動どう員いんして真由をあやすよう努つとめはじめた。常つね日ひ頃ごろから大おお勢ぜいの部ぶ下かをまとめているだけに、なんだかんだいって面めん倒どう見みのいい少女なのである。たとえ相手が不ふ俱ぐ戴たい天てんの天てん敵てきであっても、その性せい質しつは変わらない。


　なかなか正しよう気きに戻もどらない真由を静しずめつつ、時に振り回される手足をかわしつつ、麗華は根こん気きよく話を聞いた。真由は一時的に低下した言げん語ご能のう力りよくをそれでも総動員して、何かを必ひつ死しに訴うつたえているようである。


「うう……涼子さ、ひっく……かわい、げんか、ぐすっ……げんか、ゆりかごに、まるで捨て、ぐすっ、みた、ひっく……引ひき取とって、預あずか、とにっ、とにか、ぐすっ、早、げんか、ひくっ、面めん倒どうを」


　嗚お咽えつまじりの話から聞き取れた単たん語ごを拾ひろい上あげていくと、おおむね右の通りになった。不完全な文ぶん脈みやく＆単語の羅ら列れつに首をひねりつつ、なんだかパズルだかクイズでもやってるような気持ちで意味を想そう像ぞうする。


（いまいちよくわかりませんが……『げんか』という単語がしきりに出てきますわね。当然それだけ重要度の高い単語なのでしょうが、減価償却を指さしているのではないとすると……）


　そこまで考えてようやく、『減価償却』よりもごく一いつ般ぱん的てきな『げんか』があることに気がついた。


「ああなるほど、玄げん関かんですか。玄関に行けば何かわかるんですの？」


　鼻をすすりながらぶんぶん首を縦たてに振る真由。


　次いで麗華の手を摑つかみ、ぐいぐいと引っ張り始めた。なすがまま、麗華は大人おとなしく真由のしたいように任まかせてついていく。


（まったく、いったい何なに事ごとかしら）


　仕事を完全に中ちゆう座ざさせられて内ない心しん吐と息いきをつく。『涼子』という単語が出てきたことからして、またこの家の女主人が何か仕し出でかしたのだろうか。であれば九く分ぶ九く厘りん、またしても厄やつ介かい事ごとが持ち上がったことになるが……。


　そんなことを思いつつ、ドアの開け放された玄関前に出て。


　令れい嬢じようは、真由の混こん乱らんの源みなもとになったモノを見た。


「これは……？」


　そこにあったのはやや大きめな籐とう製せいのゆりかご。


　白い布に包くるまれて、中に何かが入っている。


　ある種しゆの予よ感かんを覚おぼえつつ、恐おそる恐るゆりかごのそばに膝ひざをつき、布をめくってみた。


「────っ！」


　思わず飛び退のき、飛び退いた姿し勢せいのまま激はげしく目を瞬またたく。


「な……え？　なんですのこれ？」


　何かの見み間ま違ちがいかとも思った。だが何度瞬きして自じ己こ診しん断だんしてみても、彼女の視し力りよくは左さ右ゆうともに３・０、いつもどおりのコンディションに間違いはない。ということはつまり──


（…………）


　初めて火を見た原げん始し人じんのようなヘッピリ腰ごしでふたたび近づき、麗華はもういちど布をめくってみた。


　小さな体たい軀くに短い手足。まだ生はえそろわない、やわらかそうな産うぶ毛げ。肌はだ色いろというには色鮮あざやかな──そう、その物ぶつ体たいを示しめす名前のとおりの、赤みがかった皮ひ膚ふの色。


「赤ん坊ぼう……なの？　どうしてこんなところに？」


　呆ぼう然ぜんと呟つぶやきつつよくよく見てみると、ゆりかごのそばにいくつかのビニール袋ぶくろが置おいてある。やや無む造ぞう作さな感じに置かれたその中身を見ると、中から出てきたのは産うぶ着ぎに紙オムツに粉ミルク、などなど。


　さらに麗華の視し線せんは、ゆりかごの端はしに引っかかっていた一枚の紙切れに注そそがれた。そのメモ帳の切れ端に走り書きされていたのはただ一言、『よろしくお願いします』と。


「なるほど、そういうことですか」


　これで先ほどのパズルが解けた。取り乱した真由と、彼女の口が紡つむいだ暗号めいた話が意味するところは、こういうことだったのか。


「ひどい話ですわね」


「うう……ぐすっ、はい、そう思います。ぜったいしちゃいけないことです……」


「とはいえまあ、今いま時どきよくある話ですわ」


　令嬢はあえて突つき放はなすような口く調ちようで言った。


「この赤ん坊だけではありません、世の中には不幸な子供たちが絶たえ間まなく再さい生せい産さんされ、彼らの多くには何らの救すくいももたらされないのです。ですからそんなに取り乱すのはおよしなさい。その赤ん坊を哀あわれと思うなら今後の対たい策さくを考えるほうが先せん決けつでしょう」


　すすり泣きながら頷うなずく真由を尻しり目めに、麗華はリビングへと向かった。先ほどの真由の口ぶりからして、二ノ宮涼子はこの件の事情を承しよう知ちしているようである。詳くわしく話を聞かねばならない──と思ったのだが、オフタイムをくつろいで過すごしていたはずの涼子がどこにもいない。それならばと携けい帯たいに電話してみてもやはりつながらない。いったいどこへ行ったのか──察さつするに、この赤ん坊に関かんする何らかのトラブルに接せつして緊急出しゆつ動どうし、何かしら手しゆ腕わんを発揮しているものだろうか。


「二ノ宮涼子が独どく自じに動いているのであれば……わたくしたちが妙みように気を利きかせて動くよりも、あの女の裁さい量りように任まかせておいた方がよさそうですわね」


「あ、はい、涼子さんもそう言ってました。面めん倒どうな問題だからこの件に関しては下へ手たに手出しをしないように、って」


「ふむ」


　であればたとえば、この赤ん坊の親を探す、などというのも余よ計けいなお節せつ介かいのうちに入るのであろう。まずは赤ん坊の面倒さえ見ていればよい、ということだろうか。


（とはいえ困りましたわね……）


　二ノ宮峻しゆん護ごは『たるんでる精神と肉にく体たいを叩たたきなおしてきなさい』との命めいを姉より受け、現げん在ざいはどこかの秘ひ境きようで山ごもりの最さい中ちゆうである。月村美み樹き彦ひこは所しよ用ようで不ふ在ざい。麗華の片かた腕うでたる保ほ坂さか光みつ流るは主あるじの意いを受け、彼女の代だい理りとしてとあるプロジェクトの陣じん頭とうに立っており、これもやはり不在。


　つまり現在、二ノ宮家には北条麗華と月村真由のふたりしかいないことになる。


「というわけでさしあたり、この赤ん坊の面倒はわたくしとあなたで見なければなりませんわ」


「わたしと麗華さんが──そ、そうですね、わたしたちがこの子の親代わりになってあげないと。わたしたちがしっかりしないと、この子もかわいそうですもんね」


　真由はごしごし涙を拭ぬぐい、ぺしぺしと頰ほおを叩たたいて気き合あを入れてから、「よし！」と瞳ひとみに力をこめて、


「わかりました！　泣いてる場合なんかじゃないですよね！　わたしたちふたりで、責任もってこの子の面めん倒どうをみてあげることにしましょう！」


　と、決けつ意いも顕あらわに叫さけんだのがいけなかった。安やすらかに寝ね息いきを立てていた赤ん坊がパッチリ目を見開いたかと思うや否いなや、火のついたような勢いきおいでわんわん泣き始めたのである。


「あわわわごめんなさいごめんなさいごめんなさい！」


「ばか、あなたがいきなり大声だすから……！」


「すいませんすいませんすいません！」


　あわてて赤ん坊を抱だき上げた真由だが、別に子こ守もりの心こころ得えがあるわけでもなかったらしい。傍はたから見ても危なっかしい手つきで「ほら、高い高ーい」などとやってるのだが効こう果かはなく、むしろさらに甲かん高だかく赤ん坊は泣き出して、


「すいませ、泣き止やんで……うう、ぐすっ……うわああああん！　ごめんなさーい、わたしが悪かったから、だからもう泣き止んでえええ！　うわあああああん！」




[image: ]


「ちょ、ばか、あなたまで泣いてどうするのよ……こら、もう、ほら泣き止みなさい。泣き止んでったら。ああもう……」


　まさしくミイラ取りがミイラに、である。


　ふたりぶんの泣き声が洋館の隅すみ々ずみにまで響ひびきわたる中、令嬢はひとり、ただただ途と方ほうに暮くれるのだった。





　　　　＊





　疳かんの虫を起こしたふたりが落ち着いたのは、ようやく十分も経たったころである。


　十分と言えば短く聞こえるが、それだけのあいだ単たんなるエネルギーの浪ろう費ひでしかない『泣く』という行こう為いを続けるのは決して楽ではないし、泣いた子をあやす側の労ろう苦くはさらにその比ひではない。


　麗華は育いく児じに疲つかれた母親の顔でぐったりしながら、力のない声で苦く情じようを言った。


「まったく……ただでさえ面倒な状じよう況きようだというのに、これ以上厄介ごとを増ふやさないでいただけますこと？」


「うう……面めん目ぼくありません」


「先ほどあなた自身がおっしゃったことですわ、わたくしたちはこの赤ん坊の親おや代がわりにならねばならないのです。わたくしとしてもまあ、哀れにも捨てられた赤子に対して労力を割さくことにやぶさかではありませんわ。社会の福ふく祉しに貢こう献けんするのは富ふう貴きなる血ち筋すじに生まれた者の責せき務むですからね」


「捨てられた赤子……」


　真由はわずかに首をかしげていたが、やがて得とく心しんしたように頷き、


「ええそうですね、まるで親に見捨てられたような扱あつかいを受けているこの子のためにも、わたしたちにできることは何でもしてあげましょう。さっきはちょっと気が動転してたし、つい泣いちゃったけど、もうだいじょうぶです。これからは赤ちゃんのために全力を尽つくします」


「その心構がまえは結けつ構こう、なのですが……ふむ？」


　真由の口ぶりに違い和わ感かんを覚えて首をひねった時。


　すやすや寝息を立てていた赤ん坊ぼうがぱっちり目を見開いたかと思うや否や、この世よの終わりでも訪おとずれたかと思うような声で泣き始めてしまった。


「な、なに？　なんなのっ!?　今の今まで大人しくしてたのに……！」


「あわわ、ど、どうしましょう!?」


「とにかくどうにかして泣き止ませないと。月村真由、あなたがなんとかなさい」


「ええっ、わたしがですか!?」


「あなた、これからは赤ん坊のために全力を尽くすと宣せん言げんしたばかりじゃありませんか。これはその心意い気きを証しよう明めいする絶ぜつ好こうの機き会かいですわよっ」


「そんな、それを言ったら麗華さんだって富貴な血筋の責務だとかなんとか言ってたじゃないですかっ」


「口くち答ごたえが多いわねッ。四しの五ごの言わずこの子を抱いてあやしてあげなさい！」


「でもわたしさっきそれやろうとして失敗しちゃったし、それにもともと抱っこの仕方も知りませんよう……次は麗華さんがやってくださいっ」


「わ、わたくしだってできないわよっ。それにその──そう、実はわたくしは赤ん坊が大だい嫌きらいなのです。そんなわたくしに子守りをさせるなど、不ふ適てき材ざい不ふ適てき所しよにもほどがありますわ。ここはやはりあなたが適任です」


「そんな、それを言ったらむしろ年上の麗華さんのほうが人生経験も豊ほう富ふなはずだし、わたしよりも適任だと思いますっ」


「いいえ、やはりあなたのほうが適任ですわ。あなた胸だけは無む駄だにでかいんだから、たまにはそれを有ゆう効こう活かつ用ようなさい。胸の大きいほうがいかにも母ぼ性せいを発揮しそうでいい感じじゃないの。やはりあなたがやるべきですわ」


「胸はあんまり関係ないと思います！」


　などと責任の押おし付け合いを繰くり返す間にも、赤ん坊はますます激しく泣き喚わめき、少女ふたりをいよいよあたふたさせる。


「じゃあこうしましょう麗華さん、ここは公こう平へいにジャンケン勝負で決めるということで」


「くっ、いたし方ありませんわね。それでは最初はグー、じゃんけん──」


　麗華はチョキ。真由はグー。


「ああもうっ、どうしてわたくしの右手は肝かん心じんな時にチョキなどを……！」


　使えない右手に向かって罵ののしりつつ、令れい嬢じようはおっかなびっくりゆりかごのそばに膝ひざをつく。


　緊きん張ちようもあらわにぎこちなく赤ん坊を抱いて、


「こらあなた、泣いても何も始まりませんわよ？　どうせカロリーの無駄遣づかいでしかないのだから泣くだけ損そんというものですわ。さあ泣き止みなさい。それが他ほかの誰だれでもない、あなたのためなのですから」


　言葉が通じるはずもない相手を説せつ得とくしつつ、危なっかしい手つきでゆらゆらと揺ゆらした。


　泣く子をなだめる技ぎ術じゆつは真由と似にたり寄よったりではあったが、赤ん坊のほうも多少は泣き疲つかれてきたのだろうか。次し第だいに泣き声は止み、やがて静かな寝息に取って代わっていく。


「……どうにか泣き止んでくれましたわね」


　ホッと一息つくと同時に、ドッと疲ひ労ろうが重くのしかかってくる麗華である。今回のトラブルが始まってからまだ一時間と経っていないはずだが、早くも数日分のカロリーを消費してしまったような錯さつ覚かくに襲おそわれていた。日々の激げき務むを平へい然ぜんとこなす彼女をしてこの有あり様さまなのだ、赤ん坊というのはその面倒を見る者に対して恐おそるべき消しよう耗もうを強しいる存在であるらしい。


（とはいえ……）


　令嬢は己おのれの腕うでの中で眠ねむる赤ん坊を見み下おろして思う。


　泣き喚わめいている時こそ世界の滅めつ亡ぼうを叫さけぶ悪あく魔まのようではあるが──この寝ね顔がおのなんと愛あいらしいことであるか。世せ間けんで言われている通り天てん使しもかくやの表情であり、そのいたいけさといじらしさは、いかなる対たい価かをもってしても贖あがなえぬであろうと思わせるほどの感動をもたらしてくれるようである。


　我われ知しらず、麗華の表情がゆるんだ。


　その様よう子すを見ていた真由が、ほわぁ、とため息をつき、


「麗華さん、いい表情だあ……なんだかこう、見てるこっちまで癒いやされてくる感じです」


「へっ？　な、なにがです？」


「赤ちゃんを抱いてる時の麗華さんの表情が、です」ふやけた顔でにっこにっこ笑いながら、「麗華さん自分で気づいてないかもだけど、今すっごくお母さんの表情してましたよ。麗華さんってほんとは赤ちゃん好きなんですか？」


「────っ！」


　令嬢の頰ほおが酸さんに浸ひたしたリトマス紙のように赤く染そまる。


「ふ、ふんっ！　前々から思ってはいましたが月村真由、あなたのその両目はブラックホール並みに底なしで真っ暗な節ふし穴あなのようですわねッ！　もしほんとうにわたくしが赤ん坊好きであるなどと甚はなはだしくカン違ちがいしているようならここできっちり訂てい正せいさせていただきますのことよ！　わたくしがこうして赤ん坊を抱だいているのは義務感に駆かられてやむなくそうしているだけであって、べつに赤ん坊が好きだとかそういう理由ではなく、ましてや母親のような表情というのは未み婚こんのわたくしに対する侮ぶ辱じよくであると受け取られても文句は言えない発言であり──」


　急に麗華が大声でまくし立て始めたからであろうか。


　安あん眠みんしていたはずの赤ん坊がパッチリと目を開け、そう思った次の瞬しゆん間かんにはふたたび火がついたように泣き始めてしまった。


「あわわ、だめですよ麗華さん、せっかく赤ちゃんが大人しくしてくれてたのに……」


「あ、あなたが悪いんですのよっ、あなたがわたくしの感情を乱そうとするかのようにおかしなこと言うから！」


　逆ギレ気味に文もん句くをつけつつも、急いで令嬢は赤ん坊をあやした。しかし寝入りばなを起こしてしまったのがいけなかったのか、今度はいかに手を変え品を変えても一向に良りよう好こうな反はん応のうがみられない。


「ああもうまったく、何が気に入らないのかしら？　これだから話の通じない相手は嫌いやだというのです。意思の疎そ通つうさえできればいくらでも交こう渉しようなり懐かい柔じゆうなりできるのに」


　麗華はことさら不ふ機き嫌げんそうな顔を作って、


「そもそもこのような人間とも動物ともつかない中間生物の相手をすることからして不ふ本ほん意いなのですわ。不ふ特とく定てい多た数すうの商しよう売ばい敵がたきを相手にして相そう場ばの駆け引きでもやってるほうがまだしも楽だし、わたくしの適てき性せいにもふさわしいというのに」


「赤ちゃんにそこまで求もとめるのは酷こくですよ……あ、ひょっとして」


　真由は頭ず上じように電でん球きゆうを点てん灯とうさせた顔で、


「この子、お腹を空すかせてるんじゃありませんか？　お腹を空かせると赤ちゃんは泣く、と聞いたことがあるような気がします」


「お腹？　なるほど、それはあり得うる話ですわね」


「ビニール袋ぶくろの中に粉ミルクが入ってましたよね」


「それですわ。さっそく試ためしてみましょう」


　粉ミルクと赤ん坊ぼうを手に、ふたりは台所へ直ちよつ行こう。


「さ、早く用よう意いしましょう。おいしいミルクを飲ませてあげないと」


「ちょっとお待まちなさい。今ふと思ったのですが」


　令嬢は真由の袖そでを摑つかみ、


「おいしいミルクというなら、そのような粉ふん末まつ状じようのミルクなどよりずっとおいしいものがあるのではなくて？」


「というと？」


「ここ二ノ宮家で使用している牛乳は、毎日牧ぼく場じようから直ちよく接せつ仕し入いれている搾しぼりたての極ごく上じよう品ひんです。無む味み乾かん燥そうな粉ミルクなどよりも生のミルクのほうがおいしいのは道どう理り。どこの馬の骨とも知れぬ赤ん坊にぜいたくをさせることもないかとは思いますが、まあそのくらいは気を利きかせてもよいでしょう」


「なるほど、それは一理ありますね。じゃあ粉ミルクはやめて牛乳を──」


　と頷うなずきかけた真由だが、ふと首をかしげて、


「……やっぱりやめときましょう。ここは粉ミルクで」


「なぜです。普ふ通つうに考えて、ここは牛乳でしょう。いかなる理由があってわたくしの進しん言げんを退しりぞけるのです」


「いえ、なんとなく。カンで」


「カンですって？　あなたのカンなどにわたくしは一グラムの信しん用ようも置おいていません。さあ、赤ん坊をいつまでも泣かせておくのも哀あわれですわ。早く牛乳を飲ませましょう」


「いえ、もう袋も開けちゃったことだし、とりあえず粉ミルクにしておきます。若わかいうちのぜいたくは教育にもよくありませんよ、きっと」


　そう言って、常つねになく強ごう引いんに粉ミルクを用意し始める真由。


　麗華のほうは不ふ満まん顔がおながら、泣きつづける赤ん坊を抱いて両手がふさがっていることもあって、


「まあよろしいですわ、とにかく急いで準備なさい。泣き止やまない赤ん坊をそれでもあやさなければならない労苦は、傍はたから見ているよりもずっと大変なのですから」


「わかってますよう、もうちょっと待ってください。そろそろですから──はい、できました。これを赤ちゃんに……」


「ちょっとお待ちなさい」


　ふたたび麗華のダメ出し。


「あなた今、どのような手て順じゆんでミルクを作っていました？」


「えっ？　ええとお湯を沸わかさなければいけないんですけど、お湯を沸かしている時間はもったいないと思って、あたりを見回してみたらお湯を入れたポットがあったので、そのお湯を使って──」


「そこですわ。みればそのポットのお湯、しばらくほったらかしにされていたものか、すっかり冷さめてしまって人ひと肌はだくらいのぬるさになってるじゃないの。自分のことに置き換かえて考えてごらんなさい。出されたミルクがなまぬるいものだったら、あなたはどのような気分になりますこと？」


「うっ、確かにそうかも……できるだけ急いで作ったものだから、こういう感じになったんですけど……」


「急を要ようする事じ態たいなのは確たしかですが、急ぐ中にも掛かけるべき必要な手て間まがあるものですわ。それにぜいたくは教育によくないかもしれませんが、魚うお心ごころあれば水みず心ごころ。新あらたにお湯を沸かして熱あつ々あつのミルクを出してあげる程てい度どの気は遣つかってあげてもよろしいでしょう」


「それもそうですね。じゃ、さっそくコンロの火を──」


　と頷きかけた真由だが、ふと首をかしげて、


「──やっぱりやめときましょう。ここはぬるいままのミルクで」


「なぜです？　どうみても熱々のミルクのほうがおいしいでしょうに。この赤ん坊を甘あまやかすつもりはありませんが、あえて意い地じ悪わるをする必要もないではありませんか。どうしてあなたはぬるくてまずいものを飲ませようとするのです」


「はあ、いえあの、なんかそういう天てんの声こえが聞こえたような気がしたので」


「そんな電でん波ぱ的てき理り由ゆうが通つう用ようしますか。熱々のミルクになさい」


「いえ、ここはぬるめのミルクにしておきます。ささ、早く飲ませてあげましょう」


　いつになく強きよう固こに主張し、ミルク入りの哺ほ乳にゆうビンを赤ん坊の口もとに近づける。


　二度までも自分の意見がないがしろにされて麗華の眉み間けんに低てい気き圧あつが漂ただよったが、それもさして長くは続かなかった。哺乳ビンをあてがわれた赤ん坊がエネルギーの浪ろう費ひを中止し、夢中になってミルクを飲みだしたからである。


　ホッと一息つく少女ふたり。


「ふう……ようやく泣き止みましたわね」


「やっぱりお腹を空かせていたんですねえ」


　懸けん命めいにミルクを飲む赤ん坊を覗のぞき込んで、真由が愛いとおしげに微笑ほほえんだ。麗華も釣つられて笑いかけ、しかしあわてて表情を引き締しめる。


「それにしても赤ん坊とはなんて面めん倒どうな生き物なのかしら。人間の形をした爆ばく弾だんのようなものですわね、これ。果はたしていつまで手て元もとに置いておけるものやら……」


「うーん、確かに面倒かもしれないけど、でもやっぱりかわいいですよねえ。できればずっとここにいてほしいなあ、わたしは」


「ふん。そんなに気に入ったのなら自分の子供にすればいいのです。今のあなたに法ほう的てきな資し格かくはないでしょうが、将しよう来らい的な養よう子し縁えん組ぐみを前ぜん提ていに万ばん事じ運はこぶよう、手て配はいしてあげてもよろしくてよ」


　半なかば本気の提てい案あんである。どうせ捨て子の赤ん坊なのだ、生活能力皆かい無むとしか思えない月村真由であろうとも、親が居いない境きよう遇ぐうよりはいくぶんマシだろう──そう考えたのだが、


「養子……？」しばし首をかしげたあと、真由は困こまり笑顔でひらひら手を振ふりつつ、「いえいえ、この子は人ひと様さまの赤ちゃんですから。いくら可愛かわいくてもそれは無理ですよう」


「人様の……？」


　こちらも首をかしげる麗華であったが、しばらくして得心し、次ついで『何を言ってるのかこの小こ娘むすめは』という顔をした。確かに人様の赤ん坊には違いないが、そいつは自ら責任を放ほう棄きして赤ん坊を捨てた人でなしである。そのような輩やからに何を遠えん慮りよすることがあろうか。ほんとうに赤ん坊をかわいいと思っているのであれば、そのような軽けい微びなしがらみは思い切りよく振り捨てて、真しん実じつ赤ん坊のためになる道を考えてやるのが筋すじではないのか──


　そう説せつ教きようしてやろうとした時である。


　赤ん坊がふたたびぐずり出したかと思うや、ほどなくして雷らい雨うのような激はげしさで泣き始めてしまった。


「ちょ、今度はなに!?」


「あわわ、ええと何でしょう何でしょう、ええとまだお腹が空いてる？　でも哺乳ビンのミルクはまだ残ってるし……」


「あっ、わかりましたわ！　きっと粉ミルクが口に合わなかったのです。だから言ったでしょう、安やす物ものの粉ミルクなどではなく、牧場直送の牛乳を飲ませるべきだと。今からでも遅おそくありませんわ、冷蔵庫の牛乳を取ってきて──」


「だめです」


「言下に否定!?」


「こんな小さい赤ちゃんが味あじに文もん句くをつけて泣いてるとは思えないし、なにか別の理由があるんですよ──あ、ひょっとして麗華さんがまた、何かきついことを言おうとしたんじゃないですか？　その不ふ穏おんな気け配はいを察さつ知ちしてこの子が泣き出しちゃったんじゃ？」


「そんなの言いがかりですわ！　たぶん！」


　だんだん声のテンションが上がってきたふたりに連れん動どうして、赤ん坊はいよいよ泣き声の音おん階かいを上げていく。そのことに気づいて少女たちはあわてて口を手で押おさえ、ぼそぼそ声で、


「ああもう、これだから赤ん坊は嫌いやだというのです……苦情があるならちゃんと言ってくれれば、どうとでも対たい処しよいたしますのに」


「赤ちゃんに対してそれは高たか望のぞみしすぎですよ……とにかくこの子が泣いてる原げん因いんが必かならずあるはずです、それを探さがしましょう。その子を抱だいてるのは麗華さんなんだし、何か気づくことはありませんか？」


「何かと言われても……抱き方には気を遣ってるつもりですし、痛いことは何もしてないし……あっ」ピンときた表情。「月村真由、粉ミルクといっしょに紙おむつが入れてあったでしょう」


「あ。なるほど」


　心得た真由がすばやく紙おむつの封ふうを開ける。麗華はそっと赤ん坊を床ゆかに横たえ、スタンバイ完かん了りよう。


「まったく、どうしてこのわたくしがおしめの取り替かえなど……部下たちには到とう底てい見せられない姿ですわ」


「しかたありませんよ、赤ちゃんなんだし。あ、この子女の子ですね」


　四し苦く八はつ苦くしつつどうにかおむつを取り替えると、先ほどまでの嵐あらしがうそのようにピタリと泣き止やみ、あまつさえ無む邪じや気きそうに笑い始めたではないか。


「なんとまあ、あっさり手のひらを返すものですこと。現げん金きんというかなんというか……赤ん坊でなければとてつもなくイヤな女ですわね」


　そう口を尖とがらせて文句を言いつつも、麗華の目じりは自然と下がり気味になっている。


　一方の真由はすでに達たつ観かんしたかのような様子でにっこにっこ微笑みつつ、


「しかたないですよ。赤ちゃんなんだし」


「それにしたっておしめひとつで泣くことはないでしょうに。赤ん坊というのはとかく大げさなのが困こまりものです」


「まあ赤ちゃんですから。それにこれからしばらくは──一日か二日か、それとも一週間か一か月かわかりませんけど、この子の世話はわたしたちが見なきゃいけないんですから。赤ちゃんの行こう動どうパターンに慣なれていかないと……」


　などと言ってるそばから、である。


　性せい別べつが判明したばかりの迷めい惑わく生物が、またしてもぐずり出す気け配はいを見せ始めたではないか。


「なっ、何!?　次は何なの!?」


　唐とう突とつな赤ん坊の変化になかなか慣れない麗華があたふたし始め、逆にそろそろ赤ん坊の扱あつかいに慣れてきたらしい真由が冷れい静せいに、


「ひょっとしてあれでしょうか？　ご両親がそばに居ないことに気づいて、不安がっているとか」


「そっ、そんなのわたくしたちではどうにもならないじゃないの！」


「とにかく何とかしましょう。赤ちゃんの興きよう味みを引くことをして、不安から注ちゆう意いを逸そらすんです。根こん本ぽん的な解決にはならないけど、まずはそれで。──ほーら、いないいないばあ。あっぷっぷのぷー」


　真由が美び少しよう女じよ顔を惜おしげもなくヘンテコに歪ゆがませて披ひ露ろうすると、今にも泣き出しそうな赤ん坊の表情が若じやつ干かんながら和やわらいできた。


「ほーら、いないいないばあ。──さあ麗華さんも早く」


「わたくしもやるんですのっ!?　そ、それはちょっとキャラ的に……見られているわけではないとはいえ、何千何万の部下を預あずかるわたくしがそういう真ま似ねをするのはあまりにも……」


「背せに腹は替かえられません。さあ早く、この子が本ほん格かく的に泣き出す前に」


「くッ、北条コンツェルン次じ期き総そう帥すいたるわたくしがよもやこのような行動に及およぶことになろうとは……ええと、こ、こんな感じ？」


「そうです麗華さん、その調子です。赤ちゃんが笑ってくれてますよっ」


「ほんとうに？　じゃあこんなのはどうかしら」


「おみごとです、絶ぜつ好こう調ちようですよ。赤ちゃんが手を叩たたいて喜よろこんでくれてます。よーし、じゃあわたしもがんばってヘンな顔を──」


　腕うでまくりせんばかりの勢いで真由も参さん戦せんし、負けじと麗華も顔がん面めん筋きん肉にくの限界に挑ちよう戦せんする。


　こうしてふたりはほとんど張り合うようにして、赤ん坊がようやく飽あきてくるまで延々と、ヘンな顔大会をつづけたのであった。





　　　　＊





　未み知ちの生命体に振り回されつづけた一日がようやく終わった、その夜。


　二ノ宮家の居い候そうろう三人は明あかりを消した一室で、ベッドに川の字を描えがくように横になっていた。


「やっと寝ねてくれましたね」


「ですわね。まったく赤ん坊ぼうというものはつくづく面めん倒どうにできていますわ。たった一日ですけれど、そのことは骨ほね身みにしみてわかりました。徹てつ夜やで決けつ算さん書しよ類るいとにらめっこしたってこれほどヘトヘトにはなりませんことよ」




[image: ]


「でも、かわいいですよね赤ちゃんって」


「ふん、赤ん坊など厄やつ介かいなだけです。ただでさえわたくしは多た忙ぼうだというのに、この上さらに赤ん坊の面倒など見させられては身体からだがもちませんわ」


「でも、かわいいですよね」


「べつに？　どうということもありません」


「うふふ」


　微び笑しようの気配と共に真由が話わ題だいを変える。


「ところで麗華さん、さっきパソコンいじってませんでした？」


「ふん。ちょっと調べ物をしていただけです」


「何を調べてたんです？」


「あなたに話す義ぎ務むはありません」


「ふうん。……あ、わたしも明日になったらちょっと調べ物してみよっと」


「勝手になさい。ちなみにミルクに関してはすでに調べておきましたから、これ以上調べる事はありませんわよ。今後ミルクに関してはわたくしが担当しても、技ぎ術じゆつ的には何ら差さし支つかえありません」


「そうなんですか？　でも基本的にはふたりで仕事を分担した方がいいし、後学のためにも調べてみることにします」


「いいからおよしなさい。──まったく、もう十分に失しつ態たいを見せているのですし、これ以上恥はじをかいてはたまりませんわ。わたくしにだって知らない事とか不ふ得とく意い分ぶん野やはあるといいますのに……赤ん坊に牛乳はだめだとか、人ひと肌はだの温度のミルクじゃないといけないとか、そのようなことわたくしの人生にはこれまで無関係なことで……」


「はい？　何か言いました？」


「いいえ何も。さあもう寝ねますわよ、明日もどうせ忙いそがしくなるのですから」





　　　　＊





　初日こそ赤ん坊という名の嵐あらしに翻ほん弄ろうされつづけたふたりだったが、翌よく日じつ以い降こうは徐じよ々じよにその様よう相そうにも変へん化かの兆きざしが現あらわれ始めた。


　真由は存ぞん外がいに豊ほう富ふだったらしい母性本ほん能のうを発揮し、本物の親以上かと思えるほどの甲か斐い甲が斐いしさで赤ん坊の面倒を見始めた。その愛情の発はつ露ろは溺でき愛あいと言っていい様相を呈ていし、赤ん坊が何をしても笑え顔がお、笑顔、笑顔。親でもないのに親ばか丸まる出だしの、しかしベビーシッターとしてはまずまず合ごう格かくと呼よべそうな働きをするようになった。保ほ護ご対象を少々甘あまやかしすぎるきらいがある点については、麗華の顰ひん蹙しゆくを買かいがちではあったが。


　その麗華はといえば、初しよ日にち以降は本ほん来らいの彼女らしい冷静さと理り知ち的な思し考こう回かい路ろを取り戻もどし、愛情過か多たとも思われる真由の行動をほどよく舵かじ取りする役やく割わりに自みずからを任にんじたようである。もともと多忙な彼女は赤ん坊の面倒の九割方を真由に任せ、方ほう々ぼうから収しゆう集しゆうした子こ育そだて情報を真由にあたえることによって仕事に貢こう献けんする──そんなスタイルがほぼ定てい着ちやくした。


　ただ、真由のほうはそのスタイルにさほどいい気はしてないようで、


「麗華さん。もうちょっとこう、この子をかわいがってあげましょうよ」


　折おりにつけてそんな苦く情じようを述のべた。それも無理からぬことで、令れい嬢じようがたまに赤ん坊の面倒を見る際さいは、完かん璧ぺきに職しよく務むはこなすもののごく事じ務む的に仕事を果はたしている、というきらいがあったのである。当初こそ赤ん坊の面倒を見ることに戸と惑まどいを示しめしていた麗華ではあったが、それでも決して冷れい淡たんな態たい度どは取らなかったはずで、むしろ分わかりにくいながらもちゃんとした愛情を示していたはずなのに。いったいどうしてそんな風に手のひらを返してしまったのか……真由には到とう底てい理り解かいしがたいのであった。


　だがそんな苦情に対しても麗華は、


「本来わたくしは赤ん坊などに関かかわっている暇ひまはないのです。それでも貴き重ちような時間を割さいて面倒事に付き合っているのですから、感かん謝しやされこそすれ文句など言われる筋すじ合あいはありませんわ」


　と言って取り合わず、むしろ日が経たつに連つれてその素そっ気けなさはますますスケールアップしていき、彼女の赤ん坊を見る目はほとんど木ぼく石せきでも見るような、無感動で無表情なものになっていくようである。


　たとえばある時、こんな衝しよう突とつがあった。


「この子、名前はなんていうんでしょうねえ」


　発ほつ端たんは真由の口にした疑ぎ問もんであった。


「最初の時にドタバタしてて、つい聞きそびれちゃいましたけど……名前がないと呼ぶ時に不ふ便べんですよね。いつまでも『この子』とか『赤ん坊』とか呼んでたらかわいそうだし。できればわたしたちで名前をつけてあげたいなあ」


　真由としてはごく当然のことを述べたつもりだったし、世せ間けん的な常じよう識しきに照てらし合わせてみても特とくに問もん題だいある発はつ言げんだったとは思えない。


　ところが令嬢はほとんど舌した打うちしたげに顔をゆがめ、「およしなさい、そのような真ま似ね」と呟つぶやいたきり、その件について意見を述べようとしなかった。


「でもでも、これはぜったい必要なことだと思うんです」真由は熱ねつ弁べんをふるって力りき説せつし、「不便だ、っていうだけの理由じゃありません。赤ちゃんに限らずこの世のあらゆるものは、名前を付けられて初めて存そん在ざいとしての意い味みを固こ定ていされて、この世に存在を定てい着ちやくさせることができる──とかなんとか、えらい人が言ってたような気がします。せめて渾あだ名なとかぐらいつけてあげましょうよ」


「わたくしは賛さん同どういたしません」


「どうしてですか？　名なしのゴンベじゃかわいそうだし、呼びにくいじゃないですか。涼子さんは名前知ってるかもだけど連れん絡らくとれないし、ごくごく一時的に便べん宜ぎ的な名前をつけるくらいはいいじゃないですか」


「それは……」普ふ段だんに似にず妙みように正せい論ろんを吐はく相手に言葉をつまらせた令嬢だが、「とにかくダメだったらダメなのです！　名前も渾名もつけるのは許しません！」目を三角にして拒きよ絶ぜつの意を示した。こちらはいつになく非論理的で感情的である。


「そんなあ。横おう暴ぼうです、ひどいです」


「ひどくなどありません。大人しくわたくしの言うことに従したがいなさい」


「じゃあこうしましょう、わたしの中だけでこっそり渾名をつけます。そして心の中だけでその名前を呼びます。それならいいですよね？」


「なりません。心の中で呼んでるつもりでうっかり口に出してしまったら、そしてそれがわたくしの耳に入ってしまったらどうするおつもりです。あなたの身勝手にわたくしを巻まき込むのは遠えん慮りよしていただきたいものですわ。ただでさえあなたはそそっかしいのだし、到とう底ていそのような振ふる舞まいは認可できません」


「ひどい！　わたしがそそっかしいのは事じ実じつだけど、それを今もちだしてわたしの言い分を封ふうじようとするなんて。麗華さんはずるいですっ」


「ずるくなどありません、ごくまっとうな主張です！　あなたこそもっと己おのれをよく自覚し、何事も自重あってしかるべきですわっ」


　ふたりの少女がツノをつき合わせ、建けん設せつ的でも前まえ向むきでもない論ろん争そうが始まろうとした時。


　彼女たちのそばですやすや寝息を立てていた赤ん坊ぼうがぱっちり目を見開き、この世の終わりでも訪おとずれたかと思うような声で泣き始めてしまった。


　あわててふたりはいさかいを止やめ、日ひ々び進しん歩ぽするあやしのテクニックを発揮して赤ん坊を宥なだめることに成功したものの、そのあと麗華は『責任は果たしましたわ』とばかりにそそくさと別の作業に向かってしまうのだった。


　──そういったことが、たびたびあった。





　　　　＊





　不必要なほどべたべたする真由と、それとは対たい照しよう的てきに淡たん々たんとした麗華。


　よほど多た事じ多た端たんであるのか二ノ宮涼子との連絡も一向に取れず、先の見えぬ状じよう況きようのままふたりの少女は赤ん坊の面倒を見つづけて。


　そして、その日がやってきた。





　　　　＊





　この頃ころすでに、麗華が赤ん坊の世話を焼やく割わり合あいは消しよう費ひ税ぜいの税ぜい率りつ以下に落ち込んでいたが、それでも日に一度くらいはお鉢はちが回ってくることはある。


　昼下がりの二ノ宮家、二階のベランダ。


　小こ洒落じやれたアームチェアに浅あさく腰こし掛かけて、彼女はほどよく降ふり注ぐ陽よう光こうに赤ん坊と自らを当てていた。


　抱だいている赤ん坊はミルクの時間を終おえたばかりで、おしめもまた取り替かえたばかり。暑あつくも寒さむくもない絶ぜつ好こうの気き候こうのもと、ほどなく睡すい魔まに誘いざなわれて長い午ご睡すいに引きずり込まれることだろう、と目もく論ろんでいたのだが。


「……寝ねませんわね」


　ぱっちり目を見開いている赤ん坊を見下ろし、令嬢は誰にともなくつぶやいた。これだけの好こう条じよう件けんが整ととのっていれば大の大人であってもついウトウトするだろうに、もっとも睡すい眠みんを必要とする生き物が眠ねむる気配を見せないとは。いつもであればこの赤ん坊も人並みによく眠り、見た目にはわからずとも雨う後ごのタケノコのようにすくすく育っているはずなのだが。


「…………」


　今日に限って妙みように寝つきの悪い赤ん坊は、あう、うああう、と意味不明な声を発しつつ、雲でも摑つかもうとするかのような手つきで腕うでを伸のばしてくる。満まんゼロ歳さいの少女が何かを訴うつたえるように見つめる先には、十七歳年上の少女のつり目がちな眼め。


　それでも麗華は赤ん坊を特にあやすでもなく、何かを話し掛けるでもなく、まるで瞑めい想そうでもしているように、ただただ感情を消した視し線せんを落としている。


　と、ふいに聴ちよう覚かくが騒さわがしい気配を捉とらえた。気配の源は玄げん関かん先であるように思われ、ほどなくして軽けい快かいとは言いがたい、ドタバタした足音が階かい段だんを駆かけ上がってくるのが聞こえて、


「大変です大変です！」


　けたたましくドアを開けて真由が転がり込んできた。この騒そう動どうにも赤ん坊が泣き出さなかったのは成長の証あかしであろうか。


「どうしました」簡かん潔けつに問とうと、真由は息を切らせて、


「迎むかえが──その子のお父さんとお母さんがその子を引き取りに来て、いま玄関に！」


　令嬢の柳りゆう眉びがぴくりと動いた。コマ送りにしないと分からない程度にだけ、わずかに。


「──そう。両親が来ましたか」


「はい！　よかったですね、これからはちゃんとご両親といっしょに暮くらせるんですから！　やっぱり実の両親といっしょに暮らせるほうが、赤ちゃんにとっても幸せですよねっ！」


「…………。ええ、その通りですわ」


　色しき彩さいにとぼしい令れい嬢じようの声をどう受け取ったか、真由は興こう奮ふんも露あらわな様子で


「さっそく見送りの準じゆん備びをしなきゃ──あ、買いだめしておいたミルクとか紙おむつとかもいっしょに渡わたしたほうがいいですよねっ？　それに買ってきた服とかおもちゃとかも！」


　言い置いて、あわただしく部屋を出て行った。


　その足音がフェードアウトしていくのを待って、麗華は口を開く。


「あなたの両親が来たそうよ」微び笑しよう未み満まんの形にくちびるを曲まげて、「誰だれかが養子にもらいに来るか、それとも孤こ児じ院いんにでも預けられるか──いずれそういった解かい決けつがあるだろうとは思っていましたが。月村真由の言うとおりですわね、血を分けた両親と暮らすのがやはり幸せなのでしょう。よかったですわね」


　──ほんとうに？


　こんな小さな赤ん坊を捨てた親でも？


「我わが子を捨てた愚ぐ行こうを悔くい、猛もう省せいして迎むかえにきたのであれば。大おお甘あまではありますが、一応の及きゆう第だい点はあげてもいいでしょう。人の親たる資し格かくなしとみなし、これまであえて両親を探すようなお節せつ介かいは差し控ひかえてきたのですが──少なくとも捨てたままにして恥はじを知らぬ親よりはマシですしね。さて、と」


　吐と息いきをついて立ち上がる。


　もともと予よ感かんはあったのだ。思ったより早くこの日がくるのではないかという、確かく信しんにも似た予感が。一時的な居い候そうろう、あるいは客分でしかなかった赤ん坊がすべからくして去り、この家はまた元の通りにもどる。麗華は雑ざつ用ようから解かい放ほうされ、今後はコンツェルンの仕事なり生徒会の仕事なりに集中できることになろう。嫌いや々いややっているメイドの仕事にも多少のエネルギーは割さいてやってもよい。それで万ばん々ばん歳ざいではないか。


　何も問題はない。何も。


「さあ、行きますわよ」


　ドアノブに手を掛けた時、頭が軽く引っ張られている感かん覚かくがあった。あう、うああう、と声をあげながら手を伸ばしていた赤ん坊が、麗華の髪かみをつかんでいる。


「おやめなさい。わたくし自じ慢まんの艶つややかな髪が痛いたんだらどうするおつもりです。これでも手入れにはけっこう手て間ま隙ひまをかけているんですのよ？」


　苦情を述べてもむろん意味が伝わるはずもなく、赤ん坊ぼうは小さな手で一いつ心しんに髪を引きつづけている。あるいは今日に限って寝つきが悪かったのは、言葉もわからぬ子供なりに何かしらの予感に捕とらわれていたからであろうか。


「こら、おやめなさい。おやめなさいったら」


　眉み間けんにはしわを寄せているものの、強しいて振ふりほどこうとはしない麗華。あくまでもしたいままに任せている。


　その行動を、赤ん坊が麗華を止めようとしている行動であると解かい釈しやくしたわけではない。


　──だが。





　　　　＊





　数分後。


　あわただしく見送りの準備を済すませた真由が、麗華と赤ん坊のいる部屋をふたたびノックした。


「麗華さん、まだ部屋の中ですよね？　そろそろ行きましょう、ご両親も首を長くして待まってるでしょうから。あんまり待たせては悪いですよ」


　しきりに催促するのだが、令嬢が出てくる気配はない。それどころか返事のひとつすらない。


「麗華さん？　麗華さーん。……いないのかな？　でも下にもいなかったし……麗華さん、失礼しますよ～」


　ドアノブを回し、押おし開けようとして、


「あれ？　カギが掛かってる？　麗華さん、開けてください麗華さん。どうしたんです？　何か準備でもしてるんですか？　みなさん待ってらっしゃいますよ？　おーい、麗華さーん」


　何をどう呼びかけても反応がない。だが確かに中からは人の気配がする。むろん眠ねむっているとかそういうわけではあるまい。むしろその無反応は明めい確かくな意思の込められた、頑かたくなな沈ちん黙もくであるように思われた。


　真由は、同どう居きよ人にんの少女の意い図とを悟さとった。


「麗華さん」できるだけ穏おだやかで冷静な声で、「だめですよ。返してあげなきゃ」


「拒きよ否ひします」


　沈黙を破やぶり、令嬢が明めい快かいな一言を放った。極きわめてシンプルな拒きよ絶ぜつの意思表示。


「幼おさない我わが子を置き去りにし、今日の今まで連れん絡らくのひとつもよこさない両親……熟じゆく慮りよした末すえにわたくしは結けつ論ろんいたしました。その者たちには人の親たる資格なしと認定します。断固として、この赤ん坊を引き渡すわけにはいきません」


「うーん……ちょっと細こまかいことはわからないけど、ご両親にもやむにやまれぬ理由があったみたいですよ？　そんなあっさり結論を出したりしないで、玄関まで行ってちょっと話を聞いてみるとか、してみませんか？」


「拒否します。わたくしはここから一歩も出るつもりはありません」


「それだったらご両親に家に上がってもらって、ここまで来てもらうとか、そういうのはどうですか？」


「そのような者たちの弁べん明めい、聞きたくありませんわ。舌した先さき三さん寸ずんで適てき当とうな理由をでっちあげ、自らの罪つみを覆おおい隠かくそうとするに決まっています」


「そうかなあ……？　お父さんの方もお母さんの方も、やさしそうないい人っぽかったですよ？　赤ちゃんに会いたい一心で、とても心配してるみたいだったし」


「ふん。どうせそんなものは世間を欺あざむくための仮か面めんなのでしょうよ。わたくしは騙だまされません。それにもはやその者たちがどう足あ搔がこうと無む駄だですわ」


「？　どういうことですか？」


「すでに必要な手は打ったということです。コンツェルン傘さん下かの法ほう務む関かん係けい者しやに命じ、この赤ん坊の両親から親しん権けんを剝はく奪だつないしは放ほう棄きさせるよう、申し付けました。彼らは優ゆう秀しゆうですから長い時間を必要としないでしょう。わたくしはその間だけ、ここで籠ろう城じようしていれば済むのです。ビタいちここからは動きませんわ」


「麗華さん」


　叱しかるような真由の呼びかけはしかし、非ひ難なんよりもむしろ好意的な成せい分ぶんのほうが多く含ふくまれていた。


「本当に出てくる気はありませんか？」


「ありません」


「どうしても？」


「どうしても、です」


「わかりました。じゃ、わたしもいっしょに籠城しますね」


「……なんですって？」


　意い表ひようをつかれて戸と惑まどうような声。


「今なんと言いました？」


「わたしもいっしょに籠城します、って言いました」


「……なるほど、そういうことですか」令嬢は不ふ信しんも露あらわに、「あなたの魂こん胆たんは読めましたわ。巧こう言げんをもってわたくしを欺き、ドアを開けたとたんに無理やりわたくしを引きずり出すつもりですわね？　なんと卑ひ劣れつな……」


「しませんってばそんなこと。信じてくださいよ」


「そう簡単に信じられるものですか」


「じゃあこうしましょう」微び苦く笑しようまじりに、「麗華さんに信じてもらうためならわたし、なんでもやります。だから何でもわたしに命令してください。三回まわってワンとか、トイレ掃そう除じ一か月とか──わたしなんでもやりますから。そのかわりちゃんと信じてくださいね。約束ですよ？」


「…………」


　真由の声には確かに誠せい実じつの響ひびきがあったはずである。事実、彼女は有ゆう言げん実じつ行こうするつもりであった。


「……それにしたって、妙みように柔じゆう軟なんな姿し勢せいを取るじゃないの。あなた本気で籠城などするつもりがあるの？」


「はい、本気です。ただ、実際にはそういうことにはならないと思いますけど」


「どういう意味？」


「だって柔軟さでいえば──物もの事ごとの道どう理りをわきまえる能力でいえば、麗華さんのほうがわたしなんかよりずっと上なはずですもん」


「…………」


　沈黙は、言葉に詰つまった時のそれであるように思われた。


「わたし今、すごくうれしいんです」


　まるで母親が我が子に言い聞かせるような口調で、真由は続けた。


「ひょっとして麗華さん、その子のことほんとうに嫌きらいなのかな、って思ってたから。迷めい惑わくで面めん倒どうなだけな赤ん坊だとしか考えてないんじゃないかって、思ってたから。だからこう、胸がぎゅっとなりました。麗華さんもちゃんと、あの子に愛情もっててくれたんだな、って」


「は！　愛情ですって!?」


　扉とびらごしに聞こえるせせら笑うような声。


「わたくしは人じん道どうに基もとづき、やむなくこのような行動を取っているだけですわ！　愛情など一ミクロンも、宇宙の果はてまで行っても存在しません！　もし万一そのようなものがあるのなら──そう、それはせいぜいが条じよう件けん反はん射しやで情じようが移うつったという程度に過すぎないし、とうてい愛情などと呼べるものじゃないわ！　単なるまやかし、錯さつ覚かくの類たぐいに属ぞくするものです！　むろん相手がこの赤ん坊でなくともわたくしは同じ行動を──」


「わたしも！　わたしだって！」


　麗華に釣つられたものだろうか。これまで風のない海のように凪ないでいた真由の声が突とつ如じよ、乱みだれた。


「今は、わかるから！　どうして麗華さんがその子をできるだけ避さけようとしてたか、今はわかるから！　赤ちゃんを名前で呼ぼうとしなかったりとか、いつも赤ちゃんから距きよ離りをおこうとしてた理由がよくわかるから──だから今は、わたしもそうしてればよかったって──わたしそんなことちっとも考えずにずっと、ただ、この先もいっしょに居られるものだと、それこそ錯覚してて──」


　先に崩くずれたのは真由の方だった。


　つづけてなにか言おうとして、しかし喉のどにこみあげてくる感かん情じようを飲み込むのが精せい一いつ杯ぱいで、漏もれてくるのはしゃっくりのようにみっともない音ばかりで、


「だから！　ちがうと言ってるでしょうッ!?」


　苛いら立だちもあらわに麗華の声も乱れる。


「勝かつ手てにあなたとわたくしをいっしょにしないで！　わたくしはこの子に何の感情も持ってないし、しょせんは血もつながってない他人だし、後ご生しよう大だい事じにするような思い出だって何も持ってないし、そもそもわたくしは赤ん坊なんて大ッ嫌いで、だって赤ん坊なんて手間がかかるばかりで何の生せい産さん性せいもなくて、非論理的で、不ふ合ごう理りで、弱っちくて、ちっぽけで、ひとりじゃなにひとつすることもできなくて──」


　強い感情は共きよう鳴めいしあい、増ぞう幅ふくしあうもの。


　そして感情の入れ物は無む限げんではなく、いちど亀き裂れつが入れば決けつ壊かいし、溜たまりに溜まったエネルギーを解かい放ほうさせるしか収おさまる道がなくなるのだ。


「…………っ！　馬ば鹿か馬鹿しいですわこんなの！　どうしてわたくしがこんな気持ちにならなきゃいけないのよ！　ええそうよあなたの言うとおりよ、そうに決まってるでしょう、愛情持たないわけないでしょう!?　たった数日でも自分で育てた子供なんですもの！　血がつながってるかどうかなんて関係ない、感情移入して当然じゃない！　何か文句あるッ!?」


　真由は答えない。とっくに忍にん耐たいの糸を切らし、もはや人ひと目めもはばからずにわんわんと泣き喚わめいている。


「まったくほんとに、この上なく馬鹿馬鹿しいったらないわ！　こうなることが分かってたのに、どうせこうなるに決まってたのに──距離を置く理由なんていくらでもでっち上げれたのにわたくしは、突つき放しきることもできないで、けっきょくこういうことに──自分の愚おろかさ加か減げんに失しつ望ぼうしますわよッ！　ああもう！」


　どかん、と何かを蹴け飛とばすような音がした。それっきり、扉の向こうからは何の音も聞こえなくなる──嗚お咽えつをこらえるようなくぐもった音以外は、なにも。





　　　　＊





　欠けつ陥かんだらけの娘むすめではあるが、今回に限って真由の目は節ふし穴あなではなかったらしい。


　玄関先に立っていたのは一目見て人じん格かく者しやと知れるような──少なくともどうまかり間ま違ちがっても悪人ではないと確かく信しんできるような、そういうタイプの夫ふう婦ふだった。穏おん和わそうで、それでいて芯しんの強そうな、教科書のお手て本ほんになりそうな大人である。我が子に一秒でも早く会いたかっただろうに、礼れい節せつを守って根こん気きよく待っていたあたりからも、その殊しゆ勝しようさはうかがい知れた。


　夫婦と共に待っていた涼子は多くを語かたらなかった。あの涼子がその件に掛かかりきりで手一いつ杯ぱいになっていたらしいこと、夫婦の肌はだ艶つやがかなり疲ひ労ろうの色を見せていたことから、赤ん坊に非道を働かざるを得なくなる程度には深しん刻こくな事件があったのだろうと推すい測そくできた。迎むかえに来たという事は一定の解かい決けつを得たのだろうし、もはやその件に関して麗華は何らの興きよう味みもない。


「ふたりともお疲つかれさま。今回は借りを作ってしまったかしらね」


　めずらしくねぎらいの言葉を掛けてきてから、涼子は赤ん坊をあるべきところに返すように促うながした。


「…………」


　たっぷり十秒は間まを取ってから麗華は前に進み出て、少々むずがり気ぎ味みの赤ん坊を差し出す。目め頭がしらが赤く腫はれたままの顔を背そむけながら。


　夫婦は礼れい儀ぎ正ただしくしきりに頭を下げた。麗華は彼らとは対照的に、そして普ふ段だんの彼女には似つかわしくなく、わずかに何度か頷うなずいただけでひとことの言葉も返さなかった。一ひと足あし早く立ち直った真由がフォローに出て、夫婦との間にともすれば芽め生ばえそうなぎこちなさを取り持ったほどである。赤ん坊を渡わたすことは承しよう知ちしたものの、夫婦には会いたくない、見送りなどしない、と言い張っていた麗華であるから、これでもまだ上じよう出で来きなほうであったろう。


　別れの時が来た。


　まだ問題は解決しきっていないのか、「よければお茶でもいかが？」という涼子の勧すすめを謹つつしんで辞じ退たいしつつ、夫婦は最後にもういちど礼を述べてから二ノ宮家に背を向けた。


「あ──」


　わずかに声が漏もれた。


　声と共に前に出ようとする手足をあわてて引っ込め、令れい嬢じようは力なくうなだれる。


「麗華さん」真由がいたわりのこもった声で、「ちゃんと見送りましょう。でないときっと後こう悔かいしますから。それにそんなことじゃ、あの子にも笑われちゃいますよ？」


「……そんなの、わかってますわ。ただちょっと、そう、目にゴミが入っただけ」


　乱暴に顔を拭ぬぐい、しかしそれでも踏ふん切りがつかず、ひとつふたつと大きく深呼吸してから、ようやく顔を上げた。


「────っ」


　麗華の視力は裸ら眼がんで３・０である。


　その両目で見た光こう景けいだ、間違いはない。


　わずか数日ながら寝しん食しよくをともにした小さな少女は。


　本物の母親に抱だかれながら肩かた越ごしにこちらを向き、不器用そうに手を振ふっていた。


「……手、振ってくれてましたね」


　家族三人の姿が完全に視界から消えてのち、真由がぽつんと言った。寂さびしさを引きずりつつも十分に吹ふっ切れた声で。


「ふん。あのような行動、べつに意味などないのでしょうよ」令嬢はくちびるを冷れい笑しようの形に曲げて、「たいした理由もなく無意識にやってるだけのこと。わたくしたちに礼を言ってるとか、そんな解釈をほどこすのはご都つ合ごう主しゆ義ぎの極きよく致ちというものです」




[image: ]


「いいえ、そんなことないですよ。あれはわたしたちにお礼を言ってたんです。あの子はきっと、とびきりいい子に育ってくれるに決まってるし、その片へん鱗りんが礼儀正しさとしてすでに現れてるんです。だって──」満まん面めんの笑えみで真由は言った。「だって短い間だったけど、あの子はわたしたちが育てた子供ですもん」


「……ふん」


　それ以上は否定せず、麗華はふたたび湿しめり気を帯おびてきたまなじりを乱らん暴ぼうにこする。


「さて、と。ようやく一仕事おわったわね」


　そんな居候ふたりの様子を黙だまって眺ながめていた涼子が伸のびをして、


「ちょっとばかり疲れたからしばらく寝ねるわ。向こう十二時間は火事が起きようと地じ震しんが起きようと起こさないこと。それと──」


　生なまあくびを交まじえつつ、


「もともと一週間かそこらの予定で預かってた子なんだから、そんな大げさに感情移入するのはやめなさいね。ましてや今こん生じようの別れってわけでもないんだし、そうしたいのであればたまにはあの子に会えるよう取り計はからっておいてあげるから」


「ええそうね、ぜひよろしくお願いいたしますわ……って」目をぱちくりさせる麗華。


「今なんとおっしゃいました？」


「今生の別れってわけでもないんだし、って」


「もっと前」


「一週間かそこらの予定で預かってた、って言ったわね」


「……ちょっとお待ちなさい。捨て子ではなかったのですか、あの子は？」


「そんなことひとことも言ってないわよ、わたしは」涼子は怪け訝げんそうに、「ま、捨て子だったらむしろ話は早かったわね。養よう護ご施し設せつに預けるなり、なんならウチの養子ってことにしてもよかったわけだし。それができなかったからさんざん苦労して──」


「……月村真由」


「えっ？　わ、わたしですか？」氷こおりの刃やいばのような視線を向けられ、あわてて手と首を振り、


「いえ、わたしだってそんなことひとことも」


「そんな馬ば鹿かなこと！　だってあなた最初の時、あれだけ取り乱して──」


「だ、だって赤ちゃんを預かるなんて初めてだし、不安で、それに麗華さんわたしの話ちっとも聞いてくれないし……わたしが取り乱してたのはそういう理由で」


「ではあれはどういうことです？　あなた置き去りにされてた赤ん坊ぼうを見て『ぜったいしちゃいけないことです』とか言ってたじゃない。そう、それに『よろしくおねがいします』とかいう走り書きのメモも──」


「だってそれは……どんな理由があったって、あんなちいさな赤ちゃんが一週間もご両親のもとにいられないなんて、あまりにもかわいそうじゃないですか。それとあのメモは、あいさつする間もなかったご両親が、わたしたち宛あてにせめてひとことと考えて置いていったもので──あの、麗華さん？」


「ふふ……うふふ……」


　ゆっくりとうつむき、ぶるぶると肩かたを震ふるわせ、


「捨て子で哀あわれだと思ったからこそわたくしはあれだけ──だいたい期き間かん限げん定ていで赤ん坊を預かる程度で取り乱すとか意味不明──それにあなた、ずっと居て欲ほしいとかどうとか言ってたし──そもそもにおいてあなたはやることなすことすべてが大げさすぎ──」


　ぶちっと、太いタコ糸を無理やり引きちぎったような音。


「要ようするに紛まぎらわしいんですのよあなたはああああああああああああああああああッ！」


「ひゃあ!?　よ、よくわからないけどごめんなさああああい！　わ、ちょ、やめ、きゃああああああ!?」





　　　　＊





「……やれやれ、これからゆっくり寝ようってのに。ちょっとあんたたち、ケンカするなら他よ所そでやりなさい。騒さわがしくしてわたしの睡すい眠みんを妨さまたげたら、むこう一週間は食事抜ぬきにするわよ。ちょっと聞いてるの？」


　トムとジェリーも舌を巻くスピードで追いかけっこを始めたふたりに苦情を述べる涼子だが、逃にげる方も追う方もまったく耳に入れていない。


「ったく……」


　肩をすくめつつため息をつき、涼子はきびすを返す。すっかりキューティクルの落ちた髪かみをかきむしり、「耳みみ栓せんってどこにあったかしら」などとぼやきながら。







おしまい







　あとがき







作さく者しや「はいっ、というわけで始まりました、『おあいにくさま二にノの宮みやくん』第二巻のあとがきです。ほらほら君たち、自じ己こ紹しよう介かいして」


真ま由ゆ「あっ、はい！　ええとその、月つき村むら真由です、よろしくお願いしますっ」


麗れい華か「ハァ……わたくしは北ほう条じよう麗華ですわ……などと言われるままに名な乗のりはしたものの、べつに三さん歩ぽ歩あるいた後あとに忘わすれていただいても何なんらの不ふ都つ合ごうのない、無む価か値ちかつ存そん在ざい意い義ぎのない名前です……右から左へ聞き流していただいても一いつ向こうに構かまいませんことよ……フゥ」


真由「……なんだか麗華さん、ものすごくやさぐれてますね」


作者「だな。いったいどうしたというんだ麗華くん。体たい調ちようでもすぐれないのかい？」


麗華「体調……ええそうですわね、確たしかにすぐれませんわね。わたくしの場合、体調は体調でも肉にく体たい面めんではなく、精せい神しん面めんの方ほうがすぐれないのですけれど」


真由「精神面の体調……って、いったい何があったんですか？」


麗華「何があったんですか、じゃありません。わたくしをこれだけ塞ふさぎこませる原げん因いんはひとつしかないじゃないの。そのことはこの短たん編ぺん集しゆうの第二巻を読よめば一いち目もく瞭りよう然ぜんですわ」


作者「ははあ、読めたぞ。例のアレだな」


真由「例のアレ、というと？」


作者「うむ。『どうしてわたくしの出で番ばんが少ないんですの病びよう』とでも名なづけるべき難なん病びようが、麗華くんの身体からだを蝕むしばんでいるのだ」


真由「取って付けたような病名ですね……」


作者「つまり麗華くんは自分の活かつ躍やくする機き会かいがわずかであることを嘆なげいて、このように気き合あい抜ぬけしているわけだな。この短編集での出で番ばんは最さい後ごの書かき下おろしのみ、分ぶん量りようで言えば真由くんのおよそ七分の一……しかも肝かん心じんの書き下ろしでさえ、真由くんとのペアでの登とう場じようだった。そのことが彼女に少なからぬダメージを与あたえたのだろう」


麗華「それだけではありません……わたくしの懸けん命めいの営えい業ぎよう活かつ動どうによって、ようやくドラゴンマガジン本ほん誌しにも活躍の場を得えることができたと思ったのに……そうしたらゲスト扱あつかいで一度きり登場しただけで、あとはナシのつぶての音信不通……これではモチベーションも下さがるというものです。正せい当とうな努ど力りよくを不ふ当とうな冷れい遇ぐうによって報むくいることが、いかに社会の病びよう害がいとして悪あく影えい響きようを及およぼすか……関かん係けい者しや各かく位いには是ぜが非ひでもご配はい慮りよいただきたいものですわ」


真由「れ、麗華さんそんな落おち込こまないでください。書き下ろしの短編はほかの短編にくらべてページ数もぐっと多いし、それにあのエピソードは明あきらかに麗華さんメインの話で、わたしなんかは物語を都つ合ごうよく動かすための駒こまでしかなくて──」


麗華「……短編での出番をほぼ独どく占せんしている状じよう態たいのあなたから慰なぐさめられても、単たんなる勝しよう者しやの余よ裕ゆうとしか聞こえません……」


作者「まあまあ麗華くん、そう悲ひ観かんするものではないよ。君の出番を増ふやすか減へらすかはすべて作者である私の匙さじ加か減げんひとつであり、このまま麗華くんの出番を現げん状じよう維い持じして生いかさず殺ころさずの生なま殺ごろしにしつつ、君の凹へこんでいる姿すがたを長ちよう期き間かんにわたって観かん賞しようしているほうが愉ゆ快かいかもしれないなあ、などという不ふ謹きん慎しんな思し考こうはよもや、よもや露つゆほどにも抱いだいてないわけだし、まあとりあえず元気だせ」


麗華「……●●●●●●●●、●●●●●●●●●●。●●」


作者「おっと。発言の内ない容ようがヒロインキャラにあるまじき黒さになってしまったゆえ、セリフがすべて伏ふせ字じになってしまったな」


麗華「……ふん、いいのよいいんですのよ。どうせわたくしなんて胸むねもないしツリ目だし縦たてロールだし、しょせん女としての魅み力りよくにも人間としての魅力にも欠かける、存在する価値の薄うすっぺらいミジンコ同どう然ぜんの下か等とう生せい物ぶつなんですわ……出番など求もとめるほうがおこがましいというものなのです……」


作者「おおう、ここまで自分を卑ひ下げするとは珍めずらしい。いよいよ本ほん格かく的てきに凹んでしまったようだな」


真由「作者さん、いくらなんでも麗華さんをいじりすぎですよ!?　女の子に対たいしてはもうちょっとこう、やさしくしてあげないと！」


作者「ふむ……ＴＶアニメの放映も決定したこの大事な時じ期きに、ヒロインの片かた割われが暗い面つらを下さげていてはプロジェクト全体の士し気きに関わるな。ここはひとつ、彼女の人気を盛もり上げられるよう何かしらの手て立だてを考えてやらねばなるまい。……よしわかった麗華くん、君の願いは確たしかに聞きき届とどけた。君の出で番ばんをもっと増やせるよう、私も知ち恵えを絞しぼろうではないか」


麗華「ほんとうに……？」


作者「噓うそはつかないさ、私は仮かりにも君の生うみの親おや。娘むすめが打うちひしがれている姿を見て心を痛いためぬはずはないだろう。信じなさい。信じる者は救すくわれる」


麗華「信じて……いいのですわね？」


作者「もちろんだ。私の作さつ家か生せい命めいに賭かけて誓ちかおう。麗華くんが今よりずっと、いろいろな意味で注ちゆう目もくを浴あびるように取とり計はからって進しんぜる」


真由「わあ、なんだか少女マンガみたいにキラキラしたエフェクトがふたりの間あいだにいっぱい掛かかってて……うん、いいシーンです。これで作者さんがいいアイデアを出して麗華さんを助けてあげられれば、ぜんぶ丸く収おさまります……！」


作者「さて、北条麗華救きゆう済さい計けい画かくの肝心な中身だが……実じつのところ取り得える選せん択たく肢しはさして多くない。その理由はわかるね？」


麗華「理由、とは……？」


作者「知れたこと。この物語の将しよう来らいを左さ右ゆうする権けん能のうを誰だれが手しゆ中ちゆうにしているかを考えれば、自おのずと答えに行き着つくはず」


麗華「物語の将来を左右する権能……って、それは作者であるあなたに帰き属ぞくするんじゃありませんの？」


作者「はは、まさか私などではないよ。むろん私の担たん当とう編へん集しゆう者しややその上の編集長ちようでもない。真しんに物語を動かす力を持もっているのは、他ほかならぬ読者様ひとりひとりに決きまっているではないか」


麗華「……ちょっと。あなたまさか、またわたくしに破は廉れん恥ちな格かつ好こうをさせて読者様の歓かん心しんを買かおうなどと企たくらんでいるんじゃないでしょうね」


作者「よく考えたまえ麗華くん。読者様ひとりひとりの声がこの作品の生せい殺さつ与よ奪だつを握にぎっていることについては疑うたがいの余よ地ちがないし、であれば我われ々われの立場としては読者様に作品を気に入っていただけるよう誠せい意いを尽つくすのが、当とう然ぜんの義ぎ務むであり責せき務むであるというものだ。たとえ『二ノ宮くん』の作者が私でない別の誰かだったとしてもその構こう図ずは変わらない」


麗華「正せい論ろんであることは認みとめますが、あなたの吐はく正論はどうにもこうにもうさんくさいのですわ」


真由「というか作者さん、さっき『君の出番を増やすか減らすかはすべて作者である私の匙加減ひとつ』とか言ってませんでしたっけ？」


作者「それはいわゆる言葉のアヤというものだ。私が一いつ定ていの権けん限げんを持っていることは確かだが、読者様の持つそれには遠とおく及ばない。仮に私のほうが強い権限を持っていたとしてもだ、読者様あっての作家である以上、彼らの意い向こうが作さく品ひんの方ほう向こう性せいに極きわめて大きな影えい響きよう力りよくを持つことは疑うたがいなく──」


麗華「……長ちよう広こう舌ぜつはもう結けつ構こう。どうせこのような展てん開かいになるのだろうと、薄々想そう像ぞうはしていたことですしね」


真由「あっ。麗華さんの両目にちょっとやけっぱち気ぎ味みの気き合あいがみなぎりました……！」


麗華「いいでしょう、どうせ過か去こ二回にわたって辱はずかしめられたわたくしです。こうなれば手しゆ段だんなど選びません。持てる力をすべて出し尽つくし、読者様の歓心を得られるよう誠せい心しん誠せい意い、粉ふん骨こつ砕さい身しんに努力いたしますわ。スクール水みず着ぎだろうと半はん脱ぬぎだろうと受けて立ってやろうではありませんか」


作者「その心意い気きやよし。私の全ぜん知ち全ぜん能のうをもって、必かならずや君の出番を増やしてみせようではないか！」


麗華「それで？　今回わたくしは何のコスプレをすればいいのです？　それともまた商しよう売ばい女おんなのように脱げばいいんですの？」


作者「いいや。そのどちらも必要ない」


麗華「あ、あら？　そうなんですの？　あなたのことだからてっきりそちらの方向で無理難なん題だいを押おし付けてくると思ったのですが……」


作者「いや、私も過か去この所しよ業ぎようについてはいささか反はん省せいをしていてね。そのことも鑑かんがみて、今回はごくごく難なん度どの低いミッションを用意した。これを見たまえ」


麗華「これは……」


真由「バナナですねえ」


作者「そうバナナだ。実は私、東とう南なんアジアの某ぼう国こくで農のう園えんを経えい営えいしているソンッナーヒ・トジ・ツザイシナーイさんと旧きゆう知ちの間あいだ柄がらでね。南なん国ごく果か実じつのキングであるバナナのプロモーション活かつ動どうをプロデュースしてほしいと頼たのまれているんだ。今回はそれに出しゆつ演えんしてくれればそれでいい」


麗華「ツッコミどころが多すぎてどこから突つっ込こんだらいいのか……とりあえずこれだけは訊いておきたいのですが、バナナのプロモーションとわたくしの出番が増えることに、いったいどのような因いん果が関かん係けいがあるのです？」


作者「現げん代だい社会においてＣＭに出演することがどれほどの広こう告こく効こう果かをもたらすか、経けい済ざい学がくの専せん門もん家かたる君に解かい説せつせねばならないかね？」


真由「広告効果を期き待たいするにしても、方向性がいろいろな意味であさってを向いてるような気がしますよね……」


作者「この本が発売されるのは夏の真まっ盛さかりだよ？　夏といえばギラつく太陽、太陽といえば南国、南国といえば色とりどりのフルーツ、そしてその代だい表ひよう格かくがバナナ……イメージ戦せん略りやく的てきにもバッチリではないか」


麗華「……まあよろしいですわ。正直言って、この男に対して律りち儀ぎに突っ込むのが異い様ようなほど面めん倒どうになってきました」


真由「その気持ちはよくわかります。それにしてもどうしてバナナなんでしょうねえ？　同じ果物くだものにしてももう少し選びようがあるような気がするんですが……ええと、バナナ、バナナ……バナナといえば長くてほどほどに太くて、でもってほどよい弾だん力りよくと歯はごたえがあって、だいたい十五～二十センチくらいで──はうぅっ!?」


麗華「えっ？　ちょ、どうしたのです月村真由、いきなりぐったりして倒たおれ掛かってきて……いったい何が……？」


作者「うむ。運うん悪く飛とんできた流れ弾だまの麻ま酔すい銃じゆうが、彼女の急きゆう所しよにみごと命めい中ちゆうしたようだ。しばらくは目を覚さまさないだろうから、この先は私と麗華くんのふたりで話を進めるとしようか」


麗華「ま、麻酔銃……!?」


作者「さあ、そろそろページも少なくなってきた。余よ計けいなことに気づきそうになった真由くんはほうっておいて、早いところ仕事を済すませるとしよう。さあ麗華くん、まずはこのバナナの皮かわをむいてくれたまえ。やさしく丁てい寧ねいに、愛いつくしむようにだ」


麗華「そ、そんな注ちゆう文もんされても……まあできるだけ善ぜん処しよはいたしますけど……」


作者「うむ、いいぞ。戸と惑まどった表情と、そのぎこちない手つきが実にたまらない。読者様の目も釘くぎ付づけになることだろうな」


麗華「そ、そうかしら？　それにしても大きなバナナですわね……こんなの口に入るのかしら」


作者「ほれ、皮をむき終おわったならさっさとくわえるがいい」


麗華「えっ？　ちょ、ばか、そんな無理やり……むぐぅ!?」


作者「うむ、いいぞ。ぶっといモノを豪ごう快かいに頰ほお張ばっている姿が性せい欲よくを……もとい、大いに食しよく欲よくをそそるな。その調子その調子」


麗華「────!?　────っ!?」


作者「うむ、すばらしい。涙なみだ目めになりつつも、許きよ容よう量りようぎりぎりサイズのモノを懸けん命めいにくわえこむ姿はこう、ハートにぐっとくるものがある」


麗華「けほっ、けほっ……もうっ、いったい何なのです！　こんなことさせて……ほんとにこんなことがプロモーション活動になるんですの!?」


作者「もちろんだ。むしろ過去最高の成せい果かをあげたと言っても過か言ごんではない。よくやったよ麗華くん、パーフェクトな仕事だった」


麗華「そ、そうかしら？　わたくしには何がなんだかよくわかりませんが……」


作者「──さて、そのような感じで『おあいにくさま二ノ宮くん２』のあとがきをお届とどけいたしましたが、いかがだったでしょうか？　北条麗華の色んな意味での勇気ある行動に免めんじ、彼女の登場を希望する旨むねのアンケート・お手紙等をいただければ幸さいわいです。もちろん真由を初はじめとする各かくキャラクターへのお手紙なども大だい歓かん迎げい。作者、編集者、ならびに各キャラともども、心よりお待まち申もうし上あげております。……ほら麗華くん、君もあいさつして」


麗華「えっ？　ああええとコホンコホン。読者のみなさま、長いあとがきに最後までお付き合いいただき感かん謝しやの至いたり。次じ巻かん『おあいにくさま二ノ宮くん３』にてふたたびお目にかかれること、楽しみにしておりますわ」


作者「それではまたお会いしましょう。再見ツアイツエン～」


麗華「……………………。何でしょう、なんだか今になってわたくし、心の奥おくからじわじわと、異い様ようなまでの質しつ量りようをもつ後こう悔かいが湧わき上がってくるのを感じるのですが……やってはいけないことをやってしまったかのような、取り返しのつかない失しつ策さくをやらかしてしまったかのようなこの不安は何？　ただの取り越こし苦ぐ労ろうならよいのですが……あとで保ほ坂さかにでも相そう談だんしてみることにしましょう……」





　＊表情を曇くもらせる麗華をひとり残のこして次々と照しよう明めいが落ちてゆき、ゆっくりと、ひどくゆっくりと舞台の幕まくが下りる。
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　初　出





真ま由ゆ、愛に目め覚ざめるのこと




　　月刊ドラゴンマガジン　２００５年10月号




真由、プレゼントをするのこと




　　月刊ドラゴンマガジン　２００５年11月号




真由、探たん偵ていするのこと




　　月刊ドラゴンマガジン　２００５年12月号




峻しゆん護ご、新あらたな頭ず痛つうの種を拾ひろうのこと




　　月刊ドラゴンマガジン　２００６年１月号




峻護、地じ雷らいを踏ふむのこと




　　月刊ドラゴンマガジン　２００６年２月号




真由、ホントに取り憑つかれるのこと




　　月刊ドラゴンマガジン　２００６年３月号




麗れい華かと真由、奮ふん戦せんするのこと




　　書き下ろし





おあいにくさま二にノの宮みやくん２





鈴すず木き大だい輔すけ
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